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IN JAPAN
Red-hot topics
from JAPAN
P 12 & 13
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ゴミ？　それとも資源？　無料リサイクル見学ツアー

Charming Japanese Souvenir Contest 2012
: as judged by foreigners

海辺の彫刻展 Sculpture by the Sea
３月１日（木）〜 19 日（月）
ビーチを展示場にした無
料 の 野 外 彫 刻 展「 ス カ
ルプチャー・バイ・ザ・
シ ー（Sculpture by the 
Sea）」が、３月１日から
開催される。今年で８回
目を迎える同彫刻展は、
海辺の自然を作品の一部
に取り入れた彫刻が楽し
めるユニークなイベント
で、国内外からの応募作
品の中から 70 点以上が
展示される。

 Johannes Pannekoek

Kathy Allam

Bruce Radke

会場：コテスロー・ビーチ
（期間中はフリーマントル線のコテスロー駅からビーチまで、毎日午前
10 時 30 分から午後５時の間、15 分置きに無料シャトルバスが運行） 
www.sculpturebythesea.com

Ayad Alqaragholli Wendy McGrath
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　去る２月８日（水）と９日（木）の２日

間、国際交流基金主催、在パース日本国総

領事館協力の日本文化紹介イベントがベン

トレーにあるポリテクニックウェストで開

催。越後妻有（えちごつまり＝新潟県南端

の十日町市と津南町から成る地域）から

シェフ３人を招き、新潟の郷土料理を紹介

しつつ、パースで手に入る食材を使って日

本の家庭料理を紹介するレクチャー・デモ

ンストレーションが行われた。

　招かれたのは越後まつだい里山食堂シェ

フ・長谷川繭さん、うぶすなの家シェフ・

水落静子さん、そして絵本と木の実の美術

館 Hachi Cefe シェフ・岩田清美さん。オー

ストラリアからはポリテクニックウェスト

の卒業生であり、現在母校でホスピタリ

ティの講師を務め、また人気テレビ番組「My 

Kitchen Rules」で西オーストラリア代表チー

ムとして見事な料理を披露したアンジェ

ラ・シュルゲル（Angela Schlegel）さんが初

日のアシスタントとなった。

　調理に入る前に３人のシェフが活躍して

いる越後妻有についての解説が長谷川シェ

フより行われ、現在の積雪４メートルとい

う数字に驚きの声が上がり、越後妻有の美

しい自然にため息が漏れた。

　長谷川シェフからの「今回は現地で調達

可能な食材でアレンジを加えたものです。

オリジナルの味はぜひ越後妻有でどうぞ」

というコメントの後、調理がスタートした。

　披露された料理は「やたら冷奴（ひややっ

こ）」「バラマンディの炊き込みご飯」「豚

肉のくるみ味噌（みそ）焼き」そして「き

のことじゃがいもの味噌汁」の４品で、和

食の代表といわれるような「すし」「天ぷら」

「照り焼き」や「高級な京料理」などとは

異なる素朴な家庭料理。初日の８日はシェ

フ、フードライターなど招待された三十数

　去る２月 18 日、パース近郊のチャンピ

オンレイクスで競泳のオープンウォーター

全豪選手権男女 10km スイムが行われた。

　日本人選手にとってこの大会は、６月に

ポルトガルで行われるロンドンオリンピッ

ク世界予選の選考会を兼ねたもので、この

競技では日本人として初のオリンピック出

場を目指す男子４人、女子３人がオープン

参加した。

　結果は、日本人選手の男子トップが全体

４位の平井康翔（柏洋スイマーズ柏スクー

ル）で１時間 56 分 56 秒 37、女子は貴田裕

【シドニー２月 27 日共同】

　オーストラリアの与党労働党は 27 日、

確執の続く党首のギラード首相とラッド前

首相による党首選を実施し、党所属の国会

議員による投票の結果、ギラード氏が 102

票のうち 71 票を獲得して勝利した。首相

への返り咲きを目指したラッド氏は 31 票

にとどまった。

　ギラード氏は約１年半前、ラッド氏を失

脚させる形で首相に就任。以来続く権力抗

争はいったん収束する可能性があるが、来

年までに実施予定の総選挙を前に深刻な内

紛が露呈し、与党には大きな打撃となった。

　ギラード氏は党首選後の記者会見で「時

に見苦しかった政治劇は終わった」と強調。

ラッド氏も今後は「（次回選挙での労働党

の勝利に）全てをささげる」と述べ、共に

党内融和に努める姿勢をみせた。ただ、低

　東日本を襲った大地震と津波から１年と

なる３月 11 日、フルート演奏家の桃千代

さんらによるチャリティーコンサート「We 

will always remember you」が、西オーストラ

リア大学内ホールで行われる。

　和装でジャンルにとらわれないフルート

の演奏をパースで始め、現在はその拠点を

日本へ移している桃千代さん。昨年、来豪

中に震災発生のニュースが入りとっさに帰

国予定を延期し、フルートの演奏による精

力的なチャリティー活動を行った。

　今回は、１周年のこの機会にパースを訪

れ、その時に受けた優しい言葉と温かい支

援への感謝と、震災で亡くなった方々への

私たちの思いを伝えるため、このコンサー

トを開催するという。

新潟・越後妻有のシェフら
素朴な和食を披露

オープンウォーター全豪選手権
日本人勢が健闘

ギラード首相が党首選勝利
豪与党、内紛露呈で大打撃

東日本大震災１周年
チャリティーコンサート開催

国際交流 JET プログラム
帰国者歓迎レセプション
　JET プログラム参加者の帰国を祝うレセ

プションが、在パース日本国総領事公邸で

２月 17 日に開催された。

　石川達雄総領事の主催によるレセプショ

ンには、州首相代理のマイケル・ナハン西

オーストラリア州議会議員のほか、政府関

係者、日系企業、教育機関、豪日交流協会、

JET プログラム同窓会会員らが出席し、参

加者の帰国を祝った。

　JET プ ロ グ ラ ム（Japan Exchange and 

Teaching Program）は、日本の外国語教育の

充実と地域の国際交流の進展を図ることを

人の食の専門家を前に、長谷川シェフがア

ンジェラさんに米のとぎ方などを指導しな

がら、岩田シェフを加えた３人で手際良く

４品を作り上げた。初日は水落シェフは裏

方として、参加者試食用の料理作りに腕を

振るった。

　完成した料理は４品全て参加者に供さ

れ、彼らの目と胃袋を楽しませた。

　試食後「簡単に作れて、とっても健康的。

ぜひ夫に作ってあげたい」とアンジェラさ

ん。参加者の中からは「普段パースで食べ

ている和食とはかなり異なる。油や粉もの

を抑えたシンプルでとってもヘルシーな料

理だ」という意見や良い味噌の見分け方な

どの質問が上がり、今回披露された「素朴

な和食」は参加者の関心を大いに引くもの

だったようだ。長谷川シェフからは「糖尿

病、肥満、心臓病が増えてきている今、日

本では伝統的な家庭料理が見直されてきて

います。自分の体は食べ物から出来ている

ことを分かってほしい」と締めくくった。

美（ALSOK 群馬）が２時間３分 20 秒 74 で

全体２位の好成績を収めた。

　 全 体 の １ 位 に は 男 子 が カ ナ ダ の リ

チャード・ウェインバーガー（１時間 53

分 44 秒 75）、女子は豪クイーンズランド

のメリッサ・ゴーマン（２時間２分 45 秒

68）が入った。

　また 25 日に開かれた日本水泳連盟によ

る選手選考委員会で、ロンドン五輪世界予

選の代表に男子は平井康翔と同大会８位の

小林勇斗（ミキハウス）、女子は貴田裕美

が選ばれた。

迷が続くギラード政権の支持率が今後も伸

び悩めば、再び“ラッド待望論”が浮上す

るとの見方もある。

　今回の対立の背景には、ギラード政権で

は選挙で負けるとの与党内の強い焦りがあ

る。地元有力紙が27日伝えた世論調査でも、

支持率は野党保守連合の 45％に対し、労働

党は 35％にとどまる。

　ラッド氏は首相当時、温暖化対策の導入

先送りなどを機に支持率が急落、2010 年６

月に辞任に追い込まれた。党内にはギラード

氏よりも国民受けするラッド氏の復帰を望

む声があるが、独善的な性格などが嫌われ、

党内の支持は最後まで伸びなかった。

　ラッド氏は 22 日に外相を辞任する意向

を突如発表して公然と反旗を翻し、ギラー

ド氏が直ちに党首選を実施する方針を公表

していた。

　コンサートには、パースの三線グループ

「きじむなー」と西オーストラリアマンド

リンオーケストラのメンバーも出演。コン

サートの収益は被災地で救援活動を行って

いる日本いきいきライフ協力機構に寄付さ

れる。

日時：2012 年３月 11 日（日）

 午後２時開演（午後１時 30 分開場）

会場：Callaway Auditorium : University of WA, 

 Crawley

料金： 一般＄25、学生・コンセッション＄15、

 ７歳未満＄10

チケット：Work study office (Level 1, Clarence  

 House 564-568 Hay Street, Perth)

 または、Tel. 043-1188-123  

 business@workstudy.com.au で予約。

AUSTRALIA NEWS

帰国したプログラム参加者たちと石川総領事
写真提供：在パース日本国総領事館

目的として 1987 年に開始。西オーストラ

リア州からはこれまでに 400 人以上が参加

し、日豪間の交流や日本の国際化に貢献し

ている。
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【
グ
ア
ム
２
月
23
日
共
同
】

　
米
空
軍
は
22
日
、
米
領
グ
ア
ム
の

ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基
地
で
実
施

さ
れ
て
い
る
日
本
の
航
空
自
衛
隊

と
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
両
空
軍
と

の
初
め
て
の
３
者
共
同
訓
練
を
メ

デ
ィ
ア
に
公
開
し
た
。

　
空
中
戦
や
防
空
、
電
子
戦
、
大
規

模
災
害
な
ど
を
想
定
。
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
で
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て

い
る
中
国
軍
を
に
ら
ん
だ
動
き
と

い
え
る
。

　
訓
練
は
11
〜
24
日
で
、
空
自
は
約

３
３
０
人
、
米
空
軍
は
約
４
０
０
人
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
空
軍
は
約
３
０
０

人
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
。
ア
ン
ダ
ー
セ

ン
基
地
を
中
心
に
基
地
の
北
東
空
域

や
周
辺
の
空
対
地
射
撃
場
を
使
っ
て

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
22
日
は
、
戦
闘
機
や
早
期
警
戒
機

な
ど
が
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
基
地
か
ら

発
着
を
繰
り
返
し
た
。

　
Ｆ
16
戦
闘
機
や
Ｂ
52
爆
撃
機
な

ど
が
参
加
し
た
米
空
軍
。
記
者
会
見

し
た
リ
ー
ス
大
佐
は
、
仮
想
敵
国
は

中
国
か
と
の
質
問
に
直
接
答
え
ず
、

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
劇
的
に
変

化
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
不
測
の

事
態
に
備
え
て
い
る
」
と
応
じ
た
。

　
Ｆ
２
戦
闘
機
や
Ｆ
15
戦
闘
機
、
Ｅ

２
Ｃ
早
期
警
戒
機
を
持
ち
込
ん
だ
空

自
の
高
橋
豊
１
佐
は
「
連
携
を
取
っ

て
訓
練
し
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　
自
衛
隊
は
最
近
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
軍
と
の
連
携
も
強
化
。
政
府
の

「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
で
も
韓
国
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
安
全
保
障

協
力
の
強
化
を
う
た
い
、
昨
年
に
は

空
自
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
空
軍
と

初
の
共
同
訓
練
を
し
た
。

 

【
シ
ド
ニ
ー
２
月
19
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
ダ
ー
ウ

ィ
ン
で
19
日
、
旧
日
本
軍
に
よ
る

１
９
４
２
年
２
月
の
空
爆
開
始
か

ら
70
周
年
の
慰
霊
式
典
が
開
か
れ

た
。
出
席
し
た
ギ
ラ
ー
ド
首
相
は

「
１
９
４
２
年
は
国
の
歴
史
で
最
も

暗
い
年
だ
」
と
述
べ
た
。

　
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
第
２
次
大
戦
時
、

連
合
国
軍
側
の
拠
点
で
、
42
年
２

月
19
日
に
日
本
の
爆
撃
機
が
空
襲
、

少
な
く
と
も
２
４
３
人
が
死
亡
し

た
と
さ
れ
る
。

　
地
元
の
交
流
団
体
、
ノ
ー
ザ
ン
テ

リ
ト
リ
ー
豪
日
協
会
会
長
を
務
め

る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
在
住
の
平
山
幸
子

さ
ん
（
43
）
＝
長
崎
市
出
身
＝
も
式

典
に
出
席
。「
空
爆
は
日
本
で
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
親
日
的
な
の
で
恐
れ

ず
に
歴
史
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
う
」
と
話
し
て

い
る
。

　
昨
年
11
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
訪
問
し
た
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
、

ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
米
海
兵
隊
を
駐
留

さ
せ
る
と
表
明
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
最

近
、
米
軍
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け

る
軍
事
拠
点
と
し
て
も
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

【
シ
ド
ニ
ー
２
月
14
日
共
同
】 

　
来
年
に
初
開
催
さ
れ
る
サ
ッ
カ
ー

男
子
の
Ｕ—

22
（
22
歳
以
下
）
ア
ジ

ア
・
カ
ッ
プ
（
開
催
地
未
定
）
の
予

選
組
み
合
わ
せ
抽
選
が
14
日
、
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
日
本
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
カ
オ
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
と
Ｅ
組
に
入
っ
た
。
日
本
協

会
が
発
表
し
た
。

　
同
カ
ッ
プ
は
２
年
ご
と
に
実
施

し
、
次
回
の
２
０
１
５
年
大
会
は
翌

年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
夏
季
五

輪
の
男
子
ア
ジ
ア
予
選
を
兼
ね
る
。

　
こ
と
し
の
予
選
は
41
カ
国
・
地
域

が
７
組
に
分
か
れ
、
６
月
23
日
か
ら

７
月
３
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
集
中
開

催
で
実
施
す
る
。
各
組
２
位
ま
で
と

最
高
成
績
の
３
位
チ
ー
ム
が
本
大

会
に
出
場
す
る
。

【
ダ
ー
ウ
ィ
ン
２
月
２
日
共
同
】 

　「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

に
と
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
液
化

天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
産
業
は
重
要

な
役
割
を
担
う
だ
ろ
う
」。
国
際
石

油
開
発
帝
石
が
同
国
沖
で
進
め
る

「
イ
ク
シ
ス
ガ
ス
田
」
開
発
計
画
の

合
意
文
書
の
署
名
式
で
、
フ
ァ
ー
ガ

ソ
ン
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
は
強
調

し
た
。

　
日
本
企
業
主
導
の
初
の
大
規
模

Ｌ
Ｎ
Ｇ
事
業
で
、
日
本
側
の
期
待
は

大
き
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
も
同

計
画
な
ど
で
「
10
年
以
内
に
国
内
Ｌ

Ｎ
Ｇ
生
産
が
４
倍
に
増
え
る
」
こ
と

か
ら
、
雇
用
拡
大
な
ど
経
済
効
果
を

見
込
む
。

　
日
本
の
ほ
か
中
国
や
イ
ン
ド
な

ど
で
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
需
要
は
増
大
す

る
見
通
し
。「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
産
業
は
黄
金

時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
」
と
し
た
上

で
、今
後
も
「
主
要
な
資
源
供
給
国
」

と
し
て
、
世
界
経
済
を
け
ん
引
す
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
に
貢
献
す
る

と
宣
言
し
た
。
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【
シ
ド
ニ
ー
２
月
17
日
共
同
】 

　
外
務
省
で
開
催
し
て
い
た
日
本

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
締
結
交
渉
は
17
日
、

４
日
間
の
日
程
を
終
え
た
。
焦
点
の

農
業
で
は
牛
肉
、
乳
製
品
、
砂
糖
、

小
麦
の
４
品
目
で
市
場
開
放
を
迫

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
、
日

本
は
国
内
農
家
の
保
護
を
主
張
し
、

２
０
０
７
年
以
降
続
く
交
渉
は
難

航
。
14
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
会
合

で
も
、
溝
を
埋
め
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

　
両
国
は
引
き
続
き
交
渉
を
推
進

す
る
方
針
で
は
一
致
。
次
回
は
４
月

を
め
ど
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開

催
す
る
予
定
だ
。

　
今
回
の
会
合
で
は
自
動
車
の
関

税
の
扱
い
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
確
保
な
ど
の
分
野
で
も
両
国

が
意
見
交
換
。
外
務
省
は
「
交
渉
が

進
み
つ
つ
あ
る
分
野
も
あ
る
」
と
し

て
、
争
点
の
少
な
い
交
渉
項
目
に
つ

い
て
は
条
文
案
の
す
り
合
わ
せ
を

急
ぐ
意
向
だ
。
次
回
ま
で
に
テ
レ
ビ

会
議
で
折
衝
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。

　
21
日
に
は
、
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
に
向
け
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
事
前
協
議
を

す
る
。
交
渉
筋
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

締
結
前
に
結
ん
だ
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
関
税

撤
廃
の
例
外
扱
い
と
な
っ
た
品
目

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
も
例
外
に
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
い
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

で
の
農
産
品
の
例
外
化
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
。

【
シ
ド
ニ
ー
２
月
23
日
共
同
】

　
日
本
の
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
に
向
け
た
関
係

国
と
の
事
前
協
議
が
、
23
日
の
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
終
え
て
一
巡

し
た
。
米
国
は
具
体
的
な
要
求
を

示
さ
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
態
度
を
保
留

し
、
当
初
か
ら
難
航
が
予
想
さ
れ

た
３
カ
国
は
継
続
協
議
と
な
っ
た
。

　
３
カ
国
と
も
高
い
レ
ベ
ル
の
自

由
化
へ
暗
黙
裏
に
揺
さ
ぶ
り
を
か

け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
残
る
６
カ
国
は
日
本
の
参

加
を
支
持
し
た
が
、
鍵
を
握
る
米

国
の
出
方
が
読
め
な
い
ま
ま
。
交

渉
参
加
へ
の
道
筋
は
見
え
な
い
。

　
米
国
と
２
回
目
と
な
る
21
、
22
日

の
ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
で
の
協
議
を

終
え
た
外
務
省
の
片
上
慶
一
経
済

外
交
担
当
大
使
は
、
米
側
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
分
野
ご
と
の
説
明
に
終
始
し
、

日
本
へ
の
個
別
の
要
求
に
は
言
及

し
な
か
っ
た
と
記
者
団
に
語
っ
た
。

今
後
も
協
議
を
継
続
す
る
。

　
米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
は

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
高
い
基
準
を
満
た
す
の

に
必
要
な
日
本
の
準
備
状
況
の
評

価
を
続
け
る
機
会
と
な
っ
た
」
と
の

声
明
を
発
表
し
た
。

　
米
政
府
は
こ
れ
に
先
立
つ
７
日

の
初
協
議
で
、
産
業
界
の
要
望
を
例

示
す
る
形
で
農
業
、
自
動
車
、
保
険

の
市
場
開
放
に
言
及
。
だ
が
、
こ
れ

ら
を
精
査
中
だ
と
繰
り
返
し
、
今
も

政
府
と
し
て
の
意
見
は
表
明
し
て

い
な
い
。

　
日
本
を
じ
ら
す
か
の
よ
う
に
米

側
が
沈
黙
し
て
い
る
こ
と
に
、
外
務

省
は
「
議
会
や
産
業
界
の
強
硬
派
を

な
だ
め
て
円
滑
に
日
本
を
交
渉
に

参
加
さ
せ
る
た
め
、
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
丁

寧
に
手
続
き
を
踏
ん
で
い
る
」（
幹

部
）
と
分
析
す
る
。

　
だ
が
、
米
国
内
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

関
心
が
薄
い
。
11
月
に
大
統
領
選
を

控
え
、
自
動
車
業
界
な
ど
に
反
対
論

の
あ
る
日
本
と
の
手
続
き
を
あ
え

て
急
ぐ
理
由
が
な
い
と
い
う
事
情
も

垣
間
見
え
る
。

　
農
業
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
継
続
協
議
に
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日
豪
２
国
間

の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉

で
日
本
が
小
麦
、
牛
肉
、
乳
製
品
、

砂
糖
を
関
税
撤
廃
の
例
外
と
す
る
よ

う
主
張
し
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
自
由
化
へ
の
覚
悟
に
疑
念
を

抱
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。
日
米
協
議

の
行
方
を「
様
子
見
す
る
」（
通
商
筋
）

姿
勢
も
う
か
が
え
る
。

　
４
月
末
か
ら
の
大
型
連
休
に
想
定

さ
れ
る
野
田
佳
彦
首
相
の
訪
米
が
、

事
態
を
動
か
す
契
機
に
な
る
と
の
見

方
も
あ
る
が
、
米
政
府
は
日
本
国
内

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
派
の
動
き
を
注
視
し

て
い
る
。
外
交
筋
は
「
日
本
が
国
内

調
整
を
終
え
る
前
に
米
国
が
承
認
す

る
こ
と
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

　
日
本
国
内
で
は
与
野
党
を
問
わ

ず
Ｔ
Ｐ
Ｐ
慎
重
論
が
根
強
い
上
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
積
極
的
な
野
田
首
相
が
消

費
税
増
税
を
め
ぐ
る
政
局
で
窮
地

に
陥
る
可
能
性
も
あ
る
。
外
務
省

幹
部
は
「
情
勢
が
あ
ま
り
に
流
動

的
で
、
先
読
み
し
て
み
て
も
仕
方

な
い
」
と
話
す
。

日
本
軍
空
爆
70
周
年
で
慰
霊
式

42
年
は
最
も
暗
い
年
と
豪
首
相

【
シ
ド
ニ
ー
１
月
31
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
30
日
、

最
新
鋭
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
35
の

調
達
日
程
を
一
部
見
直
す
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
Ｆ
35
は
日
本
で
も

航
空
自
衛
隊
の
次
期
主
力
戦
闘
機

に
決
ま
っ
て
い
る
が
、
国
防
予
算

の
削
減
を
進
め
る
米
政
府
が
先
週
、

調
達
の
一
部
先
送
り
を
発
表
し
た

の
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

も
再
検
討
を
決
め
た
。

　
ス
ミ
ス
国
防
相
に
よ
る
と
、
同
国

軍
が
調
達
す
る
予
定
の
14
機
の
う

ち
、
２
機
に
つ
い
て
は
、
米
国
内
で

の
訓
練
用
と
し
て
、
当
初
の
予
定
通

り
２
０
１
４
年
ま
で
に
納
入
さ
れ

る
見
通
し
。
一
方
、
残
り
の
12
機
に

つ
い
て
は
15
〜
17
年
に
納
入
さ
れ

る
予
定
だ
っ
た
が
、
調
達
の
先
送
り

を
含
め
て
再
検
討
す
る
。

　
以
前
か
ら
開
発
費
の
高
騰
が
懸

念
さ
れ
て
い
た
Ｆ
35
を
め
ぐ
っ
て

は
、
米
政
府
の
調
達
先
送
り
を
受
け

て
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
て
お
り
、
ス
ミ
ス
氏
は
「（
米

側
の
動
き
を
）
注
意
深
く
見
守
っ
て

い
る
」
と
し
た
。

豪
、
Ｆ
35
調
達
日
程
見
直
し

米
の
一
部
先
送
り
受
け 

米
豪
Ｎ
Ｚ
は
継
続
協
議

              

自
由
化
へ
揺
さ
ぶ
り

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
事
前
協
議
が
一
巡

豪
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、
日
本
に
重
要

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
資
源
相

日
本
は
豪
州
な
ど
と
Ｅ
組

初
開
催
の
Ｕ—

22
ア
ジ
ア
杯

焦
点
の
農
業
で
溝
埋
ま
ら
ず

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
次
回
は
４
月

空
自
と
米
豪
、
初
の
共
同
訓
練

中
国
に
ら
み
、
グ
ア
ム
で
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【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
２
月
23
日
共
同
】

　
景
気
後
退
に
直
面
す
る
欧
米
諸

国
が
軍
事
費
を
削
減
す
る
中
、
大

手
軍
需
企
業
も
戦
闘
機
商
戦
の
軸

足
を
堅
調
な
成
長
が
続
く
ア
ジ
ア

に
移
し
て
い
る
。
軍
備
開
発
を
加

速
さ
せ
る
中
国
や
流
動
性
を
増
す

朝
鮮
半
島
情
勢
を
に
ら
ん
だ
域
内

各
国
の
戦
力
増
強
も
競
争
に
拍
車

を
掛
け
る
。

　
▽
目
玉
商
品

　
２
月
中
旬
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

開
か
れ
た
ア
ジ
ア
最
大
の
航
空
見

本
市
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
エ
ア

シ
ョ
ー
」。
大
型
商
談
成
立
を
目
指

し
て
約
50
カ
国
か
ら
過
去
最
大
の

約
９
０
０
社
が
参
加
し
た
。

　
ス
ー
ツ
を
着
た
各
社
幹
部
に
交

じ
っ
て
目
立
つ
の
は
軍
服
姿
の
男

た
ち
。
見
本
市
に
は
約
80
カ
国
の

国
防
関
係
者
も
訪
れ
「
装
備
を
品

定
め
す
る
舞
台
に
な
っ
て
い
る
」

（
見
本
市
の
運
営
者
）。

　
展
示
会
場
に
は
、
日
本
政
府
が
航

空
自
衛
隊
の
次
期
主
力
戦
闘
機
に
選

定
し
た
米
ロ
ッ
キ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン

社
の
最
新
鋭
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
35

（
模
型
）
な
ど
、
各
社
の
� 

目
玉
商

品 

�
が
ず
ら
り
。
上
空
で
は
ロ
シ

ア
の
ミ
グ
29
戦
闘
機
が
デ
モ
飛
行
を

行
っ
て
い
た
。

　
今
後
10
年
間
の
世
界
の
兵
器
調

達
額
の
約
５
割
を
ア
ジ
ア
太
平
洋

が
占
め
る
と
予
測
す
る
米
ボ
ー
イ

ン
グ
社
幹
部
は
「
経
済
力
と
軍
事

的
脅
威
。
双
方
が
増
大
す
る
の
が

ア
ジ
ア
」
と
説
明
す
る
。

　
▽
攻
勢

　
次
期
戦
闘
機
の
選
定
時
期
を
迎

え
る
国
々
に
対
し
、
各
社
は
水
面

下
で
市
場
獲
得
に
向
け
攻
勢
を
強

め
て
い
る
。

　
年
内
の
機
種
決
定
が
見
込
ま
れ

る
韓
国
で
は
、
Ｆ
35
の
ほ
か
既
存

の
Ｆ
15
Ｅ
を
ベ
ー
ス
に
ス
テ
ル
ス

性
を
高
め
た
Ｆ
15
Ｓ
Ｅ
戦
闘
爆
撃

機
（
ボ
ー
イ
ン
グ
社
）、
欧
州
４
カ

国
が
共
同
開
発
す
る
ユ
ー
ロ
フ
ァ

WORLD NEWS

【
平
壌
２
月
13
日
共
同
】

　「
金
正
恩
同
志
の
指
導
に
従
い
主

体
革
命
偉
業
を
完
遂
し
よ
う
」—

。

赤
地
の
看
板
が
29
歳
の
新
指
導
者

へ
の
忠
誠
を
訴
え
る
。
昨
年
12
月
に

金
正
日
総
書
記
が
急
死
し
、
正
恩
氏

が
異
例
の
３
代
世
襲
で
最
高
権
力

者
と
な
っ
た
北
朝
鮮
。
い
て
つ
く
よ

う
な
冷
え
込
み
の
中
、
市
民
は
13
日

も
朝
か
ら
� 

革
命
の
首
都 

�
の
整

備
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
た
。
金
総
書

記
生
誕
70
年
と
な
る
16
日
を
前
に
、

日
本
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
初
め
て
新

体
制
下
の
平
壌
に
入
っ
た
。

　
北
朝
鮮
の
中
で
も
優
遇
さ
れ
エ

リ
ー
ト
層
だ
け
が
住
む
と
さ
れ
る

イ
タ
ー
（
英
Ｂ
Ａ
Ｅ
シ
ス
テ

ム
ズ
な
ど
）
に
よ
る
三
つ
ど

も
え
の
争
い
に
。
日
本
の
機

種
選
定
で
敗
れ
た
ボ
ー
イ
ン

グ
社
と
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
タ
ー

陣
営
は
、
試
験
・
運
用
実
績

を
前
面
に
出
し
、
開
発
が
遅

れ
る
Ｆ
35
と
の
差
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

　
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も

後
継
機
と
し
て
Ｆ
35
に
関
心

を
示
し
て
い
る
が
、
懸
念
は

価
格
高
騰
だ
。
米
国
防
総

省
が
同
機
の
一
部
調
達
を

先
送
り
し
た
こ
と
で
日
本

向
け
の
最
終
価
格
は
当
初
の

６
５
０
０
万
ド
ル
（
約
49
億

円
）
か
ら
２
倍
以
上
に
跳
ね

上
が
る
見
通
し
だ
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
す
で

に
調
達
日
程
の
見
直
し
を
表

明
。
国
防
費
を
削
減
す
る
方

向
の
開
発
参
加
国
イ
タ
リ
ア
で
も

調
達
機
数
の
大
幅
削
減
が
検
討
さ

れ
る
中
、
ア
ジ
ア
各
国
で
の
機
種

選
定
を
勝
ち
取
れ
る
か
ど
う
か
が

同
機
の
開
発
の
浮
沈
を
大
き
く
左

右
し
か
ね
な
い
。

　
見
本
市
で
も
ロ
社
は
イ
ス
ラ
エ

ル
の
購
入
決
定
な
ど
を
挙
げ
、
将

来
の
調
達
増
で
価
格
は
抑
え
ら
れ

平
壌
。
記
者
の
単
独
行
動
は
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

自
由
に
歩
き
回
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
金
総
書
記
死
去
前
と
比
べ

市
内
の
様
子
に
大
き
な
変
化
は
感

じ
ら
れ
な
い
。「
悲
し
み
を
力
と
勇

気
に
」
な
ど
と
金
総
書
記
の
「
遺
訓
」

貫
徹
や
正
恩
氏
の
指
導
を
強
調
す

る
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
目
を
引

く
程
度
だ
。

　
国
営
テ
レ
ビ
の
子
ど
も
向
け
番

組
で
は
、
語
り
部
役
の
老
人
が
「
軍

事
強
国
」
を
築
い
た
の
は
金
総
書

記
の
功
績
と
た
た
え
、
正
恩
氏
は

「
う
り
二
つ
」
と
継
続
性
を
強
調
し

て
い
る
。
30
代
の
男
性
市
民
は
記

【
ア
ピ
ア
１
月
24
日
共
同
】

　
南
太
平
洋
の
島
し
ょ
国
サ
モ
ア

が
、
相
次
い
で
� 

改
革 

�
を
実
行

し
て
い
る
。
車
は
右
側
通
行
か
ら

左
側
に
変
え
、
標
準
時
は
１
日
進

め
日
付
変
更
線
の
東
か
ら
西
側
に

移
っ
た
。
い
ず
れ
も
米
国
重
視
の

歴
史
を
見
直
し
、
経
済
で
関
係
が

深
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
動
き
。
中
国
な
ど
と
の
関
係
強

化
も
意
識
、「
ア
ジ
ア
の
時
代
」
を

象
徴
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　「
サ
モ
ア
史
上
、
重
大
な
節
目
と

な
る
」。
昨
年
12
月
29
日
深
夜
、
ツ

イ
ラ
エ
パ
首
相
は
首
都
ア
ピ
ア
で

の
標
準
時
変
更
を
祝
う
式
典
で
、

誇
ら
し
げ
に
宣
言
し
た
。
時
計
の

針
が
深
夜
０
時
を
指
し
た
瞬
間
、

30
日
を
丸
ご
と
飛
ば
し
て
31
日
に
。

一
日
の
大
半
が
、
ほ
と
ん
ど
の
ア

ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
同
じ
日
付
に

な
る
道
を
選
ん
だ
。

　
サ
モ
ア
が
変
更
線
を
ま
た
ぐ
の

は
実
は
２
度
目
だ
。
米
国
が
西
部

開
拓
を
終
え
、
太
平
洋
へ
の
進
出

を
始
め
て
い
た
１
８
９
２
年
に
西

か
ら
東
に
移
っ
た
。
米
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
と
、
米
西
海
岸
な
ど
と
の

貿
易
を
便
利
に
す
る
た
め
、
当
時

の
米
国
商
人
が
サ
モ
ア
政
府
を
説

得
し
た
と
い
う
。

　
し
か
し
時
代
と
と
も
に
サ
モ
ア

の
貿
易
相
手
は
変
遷
。
最
近
で
は

輸
出
の
約
85
％
、
輸
入
の
半
分
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
が
占
め
る
。

　
サ
モ
ア
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
日
系
自
動
車
工
場
向
け
の
部
品

を
製
造
す
る
矢
崎
総
業
（
東
京
）
も

変
更
を
歓
迎
す
る
。
以
前
は
同
国
の

月
曜
日
に
問
題
が
起
き
た
際
、
ま
だ

日
曜
の
サ
モ
ア
で
は
休
日
出
勤
で

対
応
し
た
が
、
今
後
は
「
残
業
代
の

削
減
が
見
込
め
る
」
と
い
う
。

　
サ
モ
ア
は
「
中
国
と
の
経
済
関

係
促
進
」（
地
元
紙
）
も
意
識
し
て

い
る
と
さ
れ
、
米
紙
ウ
ォ
ー
ル
ス

ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
「
世

界
経
済
の
重
心
が
ア
ジ
ア
へ
移
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
新
た
な
兆
候
」

と
指
摘
し
た
。

　
サ
モ
ア
か
ら
の
移
住
者
の
存
在

も
改
革
を
後
押
し
す
る
。
Ａ
Ｐ
通

信
に
よ
る
と
、
国
の
総
人
口
よ
り

多
い
20
万
人
弱
の
サ
モ
ア
人
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
両
国
に
住
む
。

　「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
５
年
ほ

ど
入
れ
墨
師
と
し
て
働
い
て
戻
っ

て
き
た
が
、
今
後
は
稼
ぎ
の
い
い

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
渡
り
た
い
」

と
ア
ピ
ア
の
カ
フ
ェ
で
働
く
サ
ネ

レ
・
カ
ロ
ロ
さ
ん
（
30
）。「
両
国

へ
渡
っ
た
親
族
か
ら
の
送
金
が
地

元
経
済
を
支
え
て
い
る
面
も
あ
る
」

と
の
指
摘
も
あ
る
。

　
車
を
２
０
０
９
年
に
左
側
通
行

に
変
え
た
の
も
、
右
ハ
ン
ド
ル
の

中
古
車
を
サ
モ
ア
の
親
族
へ
送
る

移
住
者
へ
の
配
慮
と
い
う
。

　
ツ
イ
ラ
エ
パ
首
相
は
共
同
通
信

の
取
材
に
「
日
本
と
も
（
一
日
の

大
半
が
）
同
じ
日
付
に
な
る
。
両

る
と
火
消
し
に
躍
起
。
ス
タ
ン
ド

リ
ッ
チ
副
社
長
は
「
Ｆ
35
は
機
動

性
、
技
術
で
戦
闘
機
の
概
念
を
変

え
る
ゲ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
だ
。

眼
前
の
脅
威
に
対
応
す
る
の
に
何

が
必
要
か
考
え
て
ほ
し
い
」
と
強

調
す
る
。

　
▽
追
い
風

　
ア
ジ
ア
市
場
に
熱
視
線
を
注
ぐ

軍
需
産
業
の
追
い
風
に
な
っ
て
い

る
の
が
、
南
シ
ナ
海
で
活
動
を
活

発
化
さ
せ
る
中
国
や
金
正
日
総
書

記
死
去
で
動
向
に
不
透
明
感
が
強

ま
る
北
朝
鮮
。
軍
事
的
緊
張
が
高

ま
っ
て
い
る
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」

が
二
つ
存
在
し
て
い
る
と
い
う
わ

け
だ
。

　
と
り
わ
け
国
防
費
を
急
伸
さ
せ

る
中
国
は
、
空
母
建
造
や
ス
テ
ル

ス
戦
闘
機
「
殲
20
」
の
開
発
を
進

め
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
ン
・
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
の
ジ
ェ
フ
・
ア
ハ

マ
ド
記
者
は
「『
中
国
に
対
抗
す
る

に
は
現
在
の
装
備
で
は
不
十
分
』

が
周
辺
諸
国
へ
の
格
好
の
売
り
文

句
だ
」
と
分
析
。「
脅
威
」
が
あ
お

ら
れ
て
独
り
歩
き
し
、
ア
ジ
ア
で

の
軍
拡
競
争
が
拡
大
す
る
懸
念
を

指
摘
し
た
。

者
に
「
将
軍
が
亡
く
な
っ
て
間
も

な
い
。（
正
恩
氏
の
家
族
関
係
な
ど
）

詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
が
、（
正

恩
氏
は
）
遺
訓
に
従
っ
て
同
じ
よ

う
に
や
っ
て
い
く
と
言
っ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　
平
壌
駅
近
く
の
路
上
。
12
日
朝

は
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
下

道
か
ら
出
て
く
る
人
波
が
絶
え
な

か
っ
た
。
手
元
の
温
度
計
は
氷
点

下
８
度
。「
み
ん
な
工
事
現
場
に
向

か
っ
て
い
る
。
強
盛
大
国
の
年
。

土
日
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
つ
や
る

ん
で
す
か
」。
近
く
に
立
っ
て
い
た

中
年
女
性
は
、
慎
重
に
言
葉
を
選

び
な
が
ら
説
明
し
た
。

　
北
朝
鮮
は
４
月
15
日
に
故
金
日

成
主
席
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
る

今
年
を
、
富
強
国
家
を
意
味
す
る

「
強
盛
大
国
」
入
り
の
節
目
と
位
置

付
け
て
き
た
。
平
壌
の
都
市
整
備

も
そ
の
一
環
だ
。

　
住
宅
の
配
管
工
事
な
の
か
、
人
々

が
至
る
所
で
道
路
脇
の
地
面
を
掘

り
返
し
て
い
る
。
職
場

や
学
校
単
位
の
� 

休
日
返

上 

�
と
み
ら
れ
、
道
具

は
古
び
た
ス
コ
ッ
プ
だ

け
の
人
海
戦
術
。
平
壌

駅
近
く
の
ホ
テ
ル
建
設

の
工
事
現
場
で
も
、
重

機
で
は
な
く
動
員
さ
れ

た
朝
鮮
人
民
軍
兵
士
の

隊
列
が
鉄
骨
を
運
ん
で

い
た
。

　
平
壌
は
食
糧
事
情
な

ど
が
地
方
に
比
べ
る
と

格
段
に
恵
ま
れ
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
。
若
い

兵
士
は
「
革
命
の
首
都

だ
か
ら
当
然
で
は
な
い

で
す
か
」
と
格
差
を
暗

に
認
め
た
。
し
か
し
電
力
不
足
は

深
刻
な
ま
ま
だ
。
ホ
テ
ル
近
く
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
夕
食
を
取
る
間

だ
け
で
３
回
停
電
し
た
。「
も
う
慣

れ
て
い
ま
す
」
と
30
代
女
性
。
底

冷
え
の
す
る
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
窓

か
ら
目
を
凝
ら
し
て
も
、
夜
は
街

の
輪
郭
さ
え
分
か
ら
な
い
ほ
ど
の

暗
闇
だ
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
る
「
経
済

強
国
」
に
は
程
遠
い
北
朝
鮮
。
新

し
い
看
板
に
は
、
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
た
印
象
を
与
え
る
「
強
盛
復
興
」

「
強
盛
国
家
」
と
の
表
現
も
目
立
つ
。

「
強
盛
大
国
と
い
う
の
は
宣
言
す
る

も
の
で
は
な
い
。
停
電
が
少
な
く

な
る
と
か
食
糧
配
給
が
増
え
て
い

く
と
か
、
市
民
が
生
活
向
上
を
実

感
す
る
プ
ロ
セ
ス
だ
」。
平
壌
市
民

は
海
外
か
ら
の
訪
問
客
に
そ
う
語

っ
た
と
い
う
。

国
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
活
発
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
強
調
。
日
本
か
ら
の

観
光
客
増
加
に
も
期
待
を
寄
せ
た
。

欧
米
景
気
後
退
で
シ
フ
ト

中
国
軍
拡
で
競
争
に
拍
車

い
て
つ
く
﹁
革
命
の
首
都
﹂

「
遺
訓
」
貫
徹
を
強
調

サ
モ
ア
﹁
脱
米
入
亜
﹂
？

標
準
時
な
ど
� 

改
革 

�
続
く

「アジア発」過熱する戦闘機商戦

頻繁停電、問題ないと兵士
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【
２
月
20
日
共
同
】

　「
求
め
て
い
た
判
決
。
大
変
満
足

し
て
い
る
が
、
う
れ
し
さ
、
喜
び
と

い
う
感
情
は
な
い
」

　
光
市
母
子
殺
害
事
件
で
当
時
少

年
だ
っ
た
大
月
孝
行
被
告
（
30
）
に

対
す
る
死
刑
の
判
決
を
受
け
、
遺
族

本
村
洋
さ
ん
（
35
）
が
20
日
、東
京
・

霞
が
関
の
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
で
記

者
会
見
。「
彼
（
大
月
被
告
）
の
犯

し
た
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
罪
を
償
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
罪
を
見
つ
め

反
省
し
、
堂
々
と
死
刑
を
全
う
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
静
か
に
語
っ
た
。

　
こ
の
日
、
妻
弥
生
さ
ん
＝
事
件
当

時
（
23
）
＝
と
長
女
夕
夏
ち
ゃ
ん
＝

同
（
11
カ
月
）
＝
の
遺
影
を
胸
に
抱

え
、
最
高
裁
法
廷
の
最
前
列
で
判
決

を
待
っ
た
。
裁
判
長
が
「
上
告
を

棄
却
す
る
」
と
主
文
を
告
げ
る
と
、

立
ち
上
が
り
深
々
と
頭
を
下
げ
た
。

　「
万
死
に
値
す
る
」
と
被
告
に
厳

し
い
言
葉
を
突
き
つ
け
て
き
た
本
村

さ
ん
。
会
見
で
は
「
厳
粛
に
受
け
止

め
な
け
れ
ば
」
と
終
始
硬
い
表
情
を

崩
さ
な
か
っ
た
。

　「
事
件
発
生
か
ら
、
死
刑
を
科
す

こ
と
に
悩
ん
で
き
た
13
年
間
だ
っ

た
」「
社
会
で
や
り
直
す
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
る
の
か
。
命
で
罪
を
償
わ
せ

る
の
が
社
会
正
義
か
。答
え
は
な
い
。

長
い
歳
月
が
か
か
っ
た
が
裁
判
官
も

悩
ん
だ
と
思
う
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
遠
距
離
恋
愛
で
授
か
っ
た
新
し
い

命
、
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
た
学
生

結
婚
。
１
９
９
８
年
５
月
に
夕
夏

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
「
妻
と
娘
を
幸
せ

に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
生
き
て

い
く
」と
誓
っ
た
。
99
年
４
月
14
日
、

最
愛
の
妻
と
娘
と
の
家
族
３
人
の
生

活
は
、
突
然
奪
わ
れ
た
。「
家
族
を

守
れ
な
か
っ
た
」
と
の
自
責
の
念
は

今
も
消
え
な
い
。

　
真
相
を
知
り
た
い
一
心
で
法
廷

に
通
い
続
け
た
が
、
立
ち
は
だ
か
っ

た
の
は
、
犯
罪
被
害
者
へ
の
配
慮
に

欠
け
た
刑
事
司
法
の
実
情
。
一
審
で

は
法
廷
に
遺
影
を
持
ち
込
む
こ
と

す
ら
許
さ
れ
ず
、
悔
し
涙
を
流
し

た
。
そ
し
て
判
決
は
一
、二
審
と
も

無
期
懲
役
。「
司
法
に
裏
切
ら
れ
た
」

と
絶
望
感
を
吐
露
し
た
。

　
事
件
翌
年
の
２
０
０
０
年
に
結

成
さ
れ
た
「
全
国
犯
罪
被
害
者
の

会
」
に
当
初
か
ら
参
加
。
積
極
的
に

メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
、
犯
罪
被
害

者
基
本
法
成
立
な
ど
世
論
を
動
か

す
大
き
な
力
に
な
っ
た
。「
事
件
を

き
っ
か
け
に
、
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

て
き
た
被
害
者
の
権
利
拡
充
が
進

ん
だ
。
妻
と
娘
の
命
、
被
告
の
命
も

無
駄
に
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
」

と
話
し
、
達
成
感
も
の
ぞ
か
せ
た
。

　
09
年
に
再
婚
。「
被
害
者
が
い
つ

ま
で
も
下
を
向
い
て
生
き
る
の
で

は
な
く
、
事
件
を
考
え
な
が
ら
前
を

向
い
て
笑
っ
て
自
分
の
人
生
を
歩

ん
で
い
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

【
２
月
４
日
共
同
】

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
シ
ャ
ー
プ
、

ソ
ニ
ー
な
ど
の
２
０
１
２
年
３
月

期
連
結
純
損
益
が
巨
額
赤
字
に
陥

る
見
通
し
と
な
り
、
電
機
や
自
動

車
の
大
手
輸
出
企
業
の
業
績
は
「
総

崩
れ
」
の
様
相
と
な
っ
た
。
為
替
の

記
録
的
な
円
高
が
続
く
一
方
、
ウ
ォ

ン
安
を
背
景
に
サ
ム
ス
ン
電
子
や

現
代
自
動
車
な
ど
の
韓
国
勢
が
勢

い
を
増
す
。
各
社
は
、色
あ
せ
た「
日

本
ブ
ラ
ン
ド
」
を
再
構
築
す
る
た

め
、
新
た
な
収
益
源
の
育
成
に
躍

起
だ
が
、
道
は
厳
し
い
。

　「
韓
国
メ
ー
カ
ー
の
技
術
力
や
デ

ザ
イ
ン
の
先
進
性
な
ど
学
ぶ
と
こ

ろ
は
多
く
あ
る
が
、
急
激
な
円
高

の
影
響
も
あ
っ
た
」。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
の
大
坪
文
雄
社
長
は
３
日
の
東

京
都
内
で
の
記
者
会
見
で
、
薄
型

テ
レ
ビ
の
業
績
不
振
の
理
由
を
こ

う
振
り
返
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
本
勢
と
韓
国
勢
の
勢

い
の
差
は
明
ら
か
だ
。
調
査
会
社
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
、

11
年
１
〜
９
月
の
薄
型
テ
レ
ビ
の

世
界
シ
ェ
ア
（
金
額
ベ
ー
ス
）
で

３
位
の
ソ
ニ
ー
は
11
・
０
％
、
４

位
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
８
・
２
％
。

首
位
を
独
走
す
る
サ
ム
ス
ン
の
22
・

８
％
、
２
位
の
韓
国
Ｌ
Ｇ
電
子
の

13
・
９
％
に
及
ば
な
い
。

　
サ
ム
ス
ン
と
Ｌ
Ｇ
は
、
次
世
代
テ

レ
ビ
と
目
さ
れ
る
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ

ビ
で
大
画
面
の
製
品
開
発
に
成
功
、

年
内
に
も
発
売
す
る
計
画
。
販
売
だ

け
で
は
な
く
、
開
発
力
で
も
差
を
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

　
自
動
車
業
界
で
も
、
円
高
に
よ

る
採
算
悪
化
や
欧
州
で
の
販
売
低

迷
が
響
い
て
マ
ツ
ダ
は
11
年
４
〜

12
月
期
に
１
１
２
８
億
円
の
連
結

【
２
月
７
日
共
同
】

　
政
府
の
次
期
観
光
立
国
推
進
基

本
計
画
（
２
０
１
２
年
度
か
ら
５

年
）
の
素
案
が
７
日
、
判
明
し
た
。

東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
事
故
を
踏
ま
え
、「
失

わ
れ
た
日
本
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
信
頼

の
回
復
・
強
化
」
を
掲
げ
、
16
年

ま
で
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を

１
８
０
０
万
人
に
増
や
す
方
針
を

明
記
。
災
害
な
ど
の
正
確
な
情
報

を
迅
速
に
提
供
で
き
る
体
制
を
官

民
連
携
で
構
築
し
、
風
評
被
害
を

防
ぐ
。

　
外
国
人
旅
行
者
は
10
年
に
過
去

最
多
の
８
６
１
万
人
を
記
録
し
た

が
、
11
年
は
推
計
で
６
２
２
万
人

に
急
減
し
て
お
り
、
ハ
ー
ド
ル
は

高
そ
う
だ
。
与
党
と
調
整
し
、
３

月
に
も
閣
議
決
定
す
る
。

　
国
内
で
の
旅
行
消
費
額
は

30
兆
円
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
は

２
千
万
人
と
し
、
達
成
で
き
な
か
っ

た
現
行
計
画
の
数
値
目
標
に
再
び

挑
戦
。
一
方
、
大
型
連
休
を
地
域

別
に
ず
ら
す
休
暇
取
得
の
分
散
化

は
「
震
災
の
影
響
や
国
民
的
合
意

を
踏
ま
え
て
引
き
続
き
検
討
」
と

し
、
事
実
上
先
送
り
し
た
。

　
外
国
人
旅
行
者
に
つ
い
て
は
、

自
治
体
や
企
業
に
よ
る
情
報
提
供

体
制
を
12
年
度
中
に
検
討
し
、
実

現
を
図
る
。
東
京
、
千
葉
、
大
阪
、

京
都
の
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
」
以
外
の
延
べ
宿
泊
者
数

を
、
16
年
ま
で
に
10
年
実
績
の
２
・

４
倍
に
当
た
る
２
４
０
０
万
人
に

拡
大
。
韓
国
な
ど
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
客
も
大
幅
に
増
や
す
。

　
震
災
復
興
と
観
光
振
興
に
向
け
、

東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

の
自
然
公
園
を
「
三
陸
復

興
国
立
公
園
」（
仮
称
）

に
再
編
す
る
こ
と
を
盛
り

込
ん
だ
。

　
国
内
の
旅
行
消
費
額

30
兆
円
の
主
な
内
訳
は
、

日
本
人
の
国
内
宿
泊
が

18
兆
円
、
国
内
日
帰
り
が

６
・
５
兆
円
、
外
国
人
旅

行
が
３
兆
円
。

　
円
高
が
追
い
風
の
日
本

人
海
外
旅
行
は
、
旅
嫌
い

と
さ
れ
る
若
年
層
を
て
こ

入
れ
す
る
。
減
少
が
続
く
国
内
旅

行
の
宿
泊
日
数
は
、
１
人
当
た
り

年
２
・
５
泊
（
10
年
は
２
・
12
泊
）

と
し
、
現
行
計
画
の
４
泊
か
ら
引

き
下
げ
る
。

【
２
月
23
日
共
同
】

　
愛
想
の
悪
い
教
官
に
こ
っ
ぴ
ど

く
絞
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
手
に
す

る
運
転
免
許
…
。
自
動
車
教
習
所

に
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
世
代

に
は
、
驚
き
か
も
し
れ
な
い
。
少

子
化
で
生
徒
集
め
に
苦
心
す
る
教

習
所
が
、
合
宿
教
習
を
中
心
に
展

開
す
る
若
者
ね
ら
い
の
あ
の
手
こ

の
手
と
は—

。

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」。

ま
だ
薄
暗
い
午
前
６
時
半
、
島
根

県
益
田
市
の
Ｍ
ラ
ン
ド
益
田
校
（
益

田
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）
に

教
習
生
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ

が
飛
び
交
う
。
ト
イ
レ
掃
除
に
集

ま
っ
た
の
だ
。

　
清
掃
な
ど
を
す
る
と
「
Ｍ
マ

ネ
ー
」
と
い
う
通
貨
が
も
ら
え
、

校
内
の
売
店
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
施

設
で
使
え
る
。
大
阪
府
か
ら
来
た

大
学
２
年
、
南
野
友
宏
さ
ん
は
「
最

初
は
抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、
き
れ

い
に
な
っ
た
ト
イ
レ
を
見
る
と

す
っ
き
り
す
る
」。
得
る
も
の
は
Ｍ

マ
ネ
ー
だ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　
敷
地
内
に
は
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
ま

で
あ
る
。「
禅
石
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー

ジ
」
を
受
け
て
い
た
愛
媛
県
の
大

学
４
年
、
伊
藤
恵
理
香
さ
ん
は
、

初
対
面
の
学
生
３
人
と
過
ご
す
。

「
２
週
間
も
知
ら
な
い
人
と
生
活
す

る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
寝
る
と
き

に
恋
バ
ナ
（
恋
愛
の
話
）
を
す
る

の
が
楽
し
い
」
と
、
合
宿
生
活
を

満
喫
し
て
い
た
。

　
女
性
目
線
の
サ
ー
ビ
ス
に
力
を

入
れ
て
い
る
教
習
所
が
他
に
も
目

立
つ
。

　
静
岡
県
熱
海
市
の
熱
海
自
動
車

学
校
で
は
、
女
性
の
宿
泊
施
設
に

温
泉
を
設
置
。
息
抜
き
の
場
所
を

設
け
、「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
教
習
に

集
中
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　
長
野
県
伊
那
市
の
信
州
伊
那
自

動
車
教
習
所
で
は
、
毎
週
金
曜
に

無
料
の
ケ
ー
キ
バ
イ
キ

ン
グ
を
実
施
。
男
女
と

も
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
圧
倒
的
に

女
性
に
人
気
だ
と
い
う
。

　
少
子
化
だ
け
で
な

く
、
若
者
の
車
離
れ
も

進
む
。
Ｍ
ラ
ン
ド
益
田

校
の
取
締
役
本
部
長
、

松
本
亨
さ
ん
は
「
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
生
き
残

れ
な
い
」
と
話
す
。
教

官
に
つ
い
て
も
「
昔
は

頭
ご
な
し
に
教
え
て
い

た
が
、
本
来
は
相
手
の

持
っ
て
い
る
も
の
を
引

き
出
す
『
コ
ー
チ
ン
グ
』

が
大
事
」
と
松
本
さ
ん
。

　
同
校
に
は
、
教
習
生

が
自
由
に
教
習
の
感
想

を
書
く
「
感
性
カ
ー
ド
」
が
あ
り
、

教
官
が
「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」
に

返
事
を
書
く
。
松
本
さ
ん
は
「『
緊

張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
た
』
と
い
っ
た

コ
メ
ン
ト
は
、
教
官
の
励
み
に
な

る
」。
何
よ
り
逆
採
点
さ
れ
る
こ
と

で
「
教
官
が
自
分
を
見
つ
め
直
す
い

い
機
会
に
な
る
の
で
は
」
と
話
し
て

い
た
。

【
１
月
30
日
共
同
】

　
職
場
の
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
厚
生
労
働
省
の
円

卓
会
議
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
作
業
部
会
）
は
30
日
、
上
司
か
ら

の
い
じ
め
だ
け
で
な
く
、
同
僚
や

部
下
か
ら
の
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ

も
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）」
と
定
義
す
べ
き

だ
と
し
た
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

　
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
報
告
書

は
、
地
位
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｔ
な

ど
専
門
知
識
や
人
間
関
係
な
ど
の

職
場
内
の
優
位
性
を
背
景
に
「
業

務
の
適
正
範
囲
を
超
え
て
精
神

的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
た
り
、

職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
り
す
る

行
為
」
と
定
義
し
た
。
政
府
が
パ

ワ
ハ
ラ
の
定
義
を
打
ち
出
し
た
の

は
初
め
て
。

　
労
働
局
に
寄
せ
ら
れ
た
職
場
の

い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
に
関
す
る
相

談
件
数
は
２
０
０
２
年
度
の
約

６
６
０
０
件
か
ら
、
10
年
度
に
は

約
４
万
件
に
急
増
。
厚
労
省
は
来

年
度
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
実
態
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
し
て
取
り
組
み
を

強
化
す
る
方
針
だ
。

　
厚
労
省
は
職
場
で
の
い
じ
め
・

嫌
が
ら
せ
相
談
の
急
増
を
受
け
、

昨
年
７
月
に
有
識
者
ら
が
参
加
す

る
円
卓
会
議
を
設
置
。
報
告
書
は
、

パ
ワ
ハ
ラ
の
類
型
と
し
て
①
暴
行

な
ど
身
体
的
な
攻
撃
②
脅
迫
な

ど
精
神
的
な
攻
撃
③
無
視
や
仲
間

外
れ
④
多
す
ぎ
る
仕
事
を
さ
せ
る

な
ど
過
大
な
要
求
⑤
仕
事
を
さ
せ

な
い
な
ど
過
小
な
要
求
⑥
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
立
ち
入
る
こ
と—

の
六

つ
を
挙
げ
た
。

　
円
卓
会
議
の
作
業
部
会
は
、
企

業
の
聞
き
取
り
や
訴
訟
事
例
の
検

討
な
ど
を
実
施
。
こ
の

結
果
、
無
視
を
続
け
る

な
ど
同
僚
か
ら
の
い
じ

め
や
、
Ｉ
Ｔ
知
識
が
豊

富
な
若
手
社
員
が
上
司

に
嫌
が
ら
せ
を
す
る
な

ど
の
事
例
が
多
い
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
パ

ワ
ハ
ラ
の
定
義
を
幅
広

く
す
べ
き
だ
と
し
た
。

　
た
だ
仕
事
の
内
容
が

パ
ワ
ハ
ラ
に
当
た
る
か

ど
う
か
は
職
場
に
よ
っ

て
異
な
る
場
合
も
あ
り
、

各
職
場
で
話
し
合
い
、
認

識
を
共
有
す
べ
き
だ
と

し
た
。

　
対
応
策
と
し
て
、
労
使

協
定
な
ど
に
パ
ワ
ハ
ラ
予

防
の
規
定
を
盛
り
込
む
こ

と
や
、
社
内
研
修
な
ど
が

有
効
だ
と
し
た
。
円
卓
会

議
は
こ
の
報
告
書
を
踏
ま

え
、
３
月
末
を
め
ど
に
最

終
的
な
提
言
を
ま
と
め
る

予
定
だ
。

純
損
失
を
計
上
。
一
方
、
現
代
自
動

車
は
販
売
台
数
が
う
な
ぎ
上
り
で
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
を
追
撃
す
る
。

　
現
状
打
破
の
た
め
、
電
機
大
手
は

新
た
な
収
益
源
の
開
拓
を
急
い
で

い
る
。
シ
ャ
ー
プ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
多
機
能
携
帯
電
話
）
な
ど
に
使

う
中
小
型
液
晶
パ
ネ
ル
に
重
点
を

置
く
。

　
ソ
ニ
ー
は
、
医
療
関
連
事
業
を

強
化
す
る
た
め
、
巨
額
損
失
隠
し

問
題
に
揺
れ
る
オ
リ
ン
パ
ス
と
の

資
本
・
業
務
提
携
を
目
指
す
。
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
東
芝
、
日
立
製
作

所
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利

用
を
目
指
す
次
世
代
環
境
都
市
「
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
に
力

を
入
れ
る
。

　
国
内
電
機
大
手
社
員
が
「
海
外
駐

在
時
に
韓
国
メ
ー
カ
ー
の
社
員
か

ら
『
私
は
あ
な
た
よ
り
毎
日
長
時
間

働
い
て
い
る
』
と
言
わ
れ
、
対
抗
心

が
す
さ
ま
じ
か
っ
た
」
と
証
言
す
る

よ
う
に
、
日
本
勢
が
技
術
開
発
で
韓

国
勢
を
引
き
離
せ
る
の
か
は
不
透

明
だ
。

求
め
た
死
刑
、
喜
び
な
く

「
答
え
は
な
い
」
と
本
村
さ
ん

同
僚
の
い
じ
め
は
パ
ワ
ハ
ラ

Ｉ
Ｔ
嫌
が
ら
せ
も

円
高
、
韓
国
勢
攻
勢
で
総
崩
れ

輸
出
ブ
ラ
ン
ド
色
あ
せ
る

外
国
客
１
８
０
０
万
人
に

日
本
ブ
ラ
ン
ド
信
頼
回
復

独
自
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル

変
わ
る
自
動
車
教
習
所

厚労省、初の定義 相談急増、実態調査へ

観光計画素案が判明

エステにケーキバイキング
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【
１
月
28
日
共
同
】

　
レ
バ
刺
し
に
そ
っ
く
り
な
こ
ん

に
ゃ
く
「
マ
ン
ナ
ン
レ
バ
ー
」
が

売
れ
て
い
る
。
ユ
ッ
ケ
の
集
団
食

中
毒
事
件
な
ど
の
影
響
で
、
飲
食

店
で
本
物
の
レ
バ
刺
し
を
提
供
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
た

め
だ
。

　
発
売
４
カ
月
で
売
り
上
げ
は
４

倍
に
。
大
手
居
酒
屋
店
の
メ
ニ
ュ
ー

に
も
な
り
、
製
造
元
は
増
産
に
追
わ

【
２
月
22
日
共
同
】

　
飲
酒
し
な
い
人
も
発
症
す
る
非

ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｈ
）
患
者
が
歯
周
病
菌
を
保
有

す
る
割
合
は
健
康
な
人
の
約
４
倍

と
高
く
、
歯
周
病
の
治
療
で
肝
機

能
が
大
幅
に
改
善
す
る
こ
と
を
22

日
ま
で
に
、
横
浜
市
立
大
や
大
阪

【
２
月
８
日
共
同
】

　
お
年
寄
り
に
話
し
掛
け
る
と
き
、

大
声
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
耳

が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
高
齢
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
た
め
、
身
ぶ
り
や
手
ぶ
り

を
交
え
て
会
話
を
す
る
「
シ
ニ
ア
サ

イ
ン
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
考
案

者
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
生
活
支
援
サ
イ

ン
」（
名
古
屋
市
）
代
表
の
近
藤
禎

子
さ
ん
を
訪
ね
た
。

　
同
市
千
種
区
で
開
か
れ
た
シ
ニ

ア
サ
イ
ン
講
座
。「
建
物
は
７
０
０

メ
ー
ト
ル
先
で
歩
い
て
15
分
か
か

り
ま
す
、
と
表
現
し
ま
し
ょ
う
」
と

近
藤
さ
ん
が
提
案
し
た
。

れ
て
い
る
。

　
赤
黒
い
色
と
艶
や
か
な
光
沢
は

本
物
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
。

弾
力
を
抑
え
た
ソ
フ
ト
な
歯
応
え

は
こ
ん
に
ゃ
く
と
は
思
え
な
い
。
ご

ま
油
の
香
ば
し
さ
が
口
に
広
が
る

と
、
本
物
を
食
べ
て
い
る
よ
う
な
錯

覚
に
陥
る
。

　
高
松
市
の
焼
き
肉
店
「
焼
肉
や
し

ま
」
は
昨
年
秋
、
本
物
を
マ
ン
ナ

ン
レ
バ
ー
に
切
り
替
え
た
。「
こ
ん

大
な
ど
の
研
究
チ
ー
ム
が
突
き
止

め
た
。

　
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
と
、
歯
周

病
と
心
臓
病
や
脳
卒
中
と
の
関
連

は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
肝
炎
で
は

初
め
て
。
チ
ー
ム
長
の
中
島
淳
横

浜
市
立
大
教
授
（
消
化
器
内
科
）

は
「
脂
肪
肝
の
人
は
肝
炎
に
進
行

　「
指
で
数
を
示
し
た
方
が
分
か
り

や
す
い
ね
」「
メ
ー
ト
ル
や
分
は
当

た
り
前
だ
か
ら
、
声
だ
け
で
十
分
」

と
参
加
者
た
ち
。
思
い
思
い
の
手
ぶ

り
で
伝
え
や
す
い
方
法
を
探
っ
た
。

　
講
習
に
来
て
い
た
女
性
（
66
）
は
、

１
０
０
歳
に
な
る
夫
の
母
と
話
す
と

き
シ
ニ
ア
サ
イ
ン
を
使
う
。
自
身
も

聴
覚
に
障
害
が
あ
り
「
聞
こ
え
な
い

立
場
で
は
、
話
の
核
心
だ
け
で
も

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
て
も
ら
う

と
、
安
心
で
き
る
」
と
話
す
。

　
シ
ニ
ア
サ
イ
ン
は
声
（
音
声
言
語
）

に
、
誰
で
も
分
か
る
よ
う
な
簡
単
な

手
話
や
手
ぶ
り
を
付
け
て
会
話
を
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
。
中
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に
ゃ
く
だ
と
言
わ
れ
て
も
、
ま
だ
分

か
ら
な
い
」
と
驚
く
客
も
。

　「
人
の
味
覚
を
左
右
す
る
も
の

は
、
ま
ず
色
。
次
に
食
感
。
味
は
最

後
な
ん
だ
よ
」。
製
造
元
の
「
ハ
イ

ス
キ
ー
食
品
工
業
」（
香
川
県
三
木

町
）
の
菱
谷
龍
二
社
長
は
イ
カ
ス
ミ

や
ト
マ
ト
の
天
然
色
素
に
よ
る
着

色
方
法
や
、
こ
ん
に
ゃ
く
に
で
ん
ぷ

ん
を
加
え
柔
ら
か
く
す
る
独
自
の

製
法
に
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
き
っ
か
け
は
昨
年
５
月
の
社
内

会
議
。
こ
ん
に
ゃ
く
を
す
し
ネ
タ
の

マ
グ
ロ
風
に
仕
立
て
た
試
作
品
を

食
べ
た
と
こ
ろ
「
ユ
ッ
ケ
や
レ
バ
刺

し
に
応
用
で
き
る
」
と
ひ
ら
め
い

た
。
前
の
月
に
起
き
た
焼
き
肉
店
の

食
中
毒
が
世
間
を
に
ぎ
わ
せ
て
い

た
。
食
肉
卸
店
に
相
談
す
る
と
「
レ

バ
刺
し
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
開
発
す
べ
き
だ
」
と

後
押
し
を
受
け
た
。

　
８
月
下
旬
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
販
売
開
始
。
個
人
経
営
の
焼
き
肉

店
か
ら
始
ま
り
、
卸
店
を
通
じ
て

販
路
を
拡
大
し
た
。
居
酒
屋
チ
ェ
ー

ン
の
目
に
留
ま
り
「
白
木
屋
」
で
の

提
供
を
機
に
全
国
に
広
が
っ
た
。
大

手
ス
ー
パ
ー
数
社
と
も
交
渉
中
だ
。

菱
谷
社
長
は
「
レ
バ
刺
し
好
き
な
人

の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
れ
ば
」
と
話

し
て
い
る
。

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
口
腔
内
を
衛

生
に
保
つ
こ
と
が
大
切
だ
」
と
話

し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
成
人
男
性
の
３
人

に
１
人
程
度
と
さ
れ
る
脂
肪
肝
の

人
の
う
ち
、
１
〜
２
割
を
占
め
る
。

進
行
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん

を
引
き
起
こ
し
、
肥
満
と
の
関
連
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
発
症
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　
研
究
チ
ー
ム
が
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
患
者

１
０
２
人
の
歯
周
病
菌
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
保
有
率
は
52
％
で
健
康

途
失
聴
の
高
齢
者
は
手
話
が
な
か

な
か
覚
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
近

藤
さ
ん
が
約
５
年
前
に
提
唱

し
た
。

　
約
25
年
間
の
手
話
通
訳
の

経
験
が
あ
る
近
藤
さ
ん
は
「
手

話
は
聞
き
手
と
話
し
手
の
双

方
が
使
え
な
い
と
い
け
な
い

が
、
シ
ニ
ア
サ
イ
ン
の
場
合
、

聞
き
手
は
声
で
答
え
れ
ば
い

い
の
で
簡
単
に
使
え
る
」。
意

味
が
伝
わ
れ
ば
い
い
の
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
イ
ン
を

作
っ
て
も
い
い
。

　
近
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
高

齢
で
耳
が
聞
こ
え
に
く
く

な
っ
た
人
の
場
合
、
音
が
ゆ

が
ん
で
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ

り
、
声
を
大
き
く
す
る
だ
け

で
理
解
で
き
る
と
は
限
ら
な

い
。「
怒
ら
れ
て
い
る
」
と
感

な
人
と
比
べ
て
約
３
・
９
倍
だ
っ
た
。

ま
た
肥
満
状
態
の
マ
ウ
ス
に
歯
周
病

菌
を
投
与
す
る
と
、
３
カ
月
後
に

肝
臓
が
平
均
約
１
・
５
倍
に
肥
大
化
。

肝
炎
が
悪
化
す
る
な
ど
し
た
。

　
歯
周
病
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
患
者
10
人
に

歯
石
を
除
去
し
た
り
抗
生
物
質
で
歯

茎
の
炎
症
を
抑
え
た
り
し
て
治
療
し

た
結
果
、
３
カ
月
後
に
は
平
均
す
る

と
肝
機
能
の
数
値
が
ほ
ぼ
正
常
に

な
っ
た
。

　
研
究
成
果
は
16
日
付
英
医
学
誌
の

電
子
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

じ
る
人
も
い
る
と
い
う
。

　
サ
イ
ン
を
出
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

は
①
相
手
の
目
を
見
て
話
す
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
、
②
表
情
で
も
表
現
す
る

こ
と
。「
目
を
見
て
話
す
こ
と
で
感

情
も
伝
わ
り
や
す
く
な
る
。
シ
ニ
ア

サ
イ
ン
を
使
っ
て
話
し
掛
け
る
と
、

聞
こ
え
な
い
は
ず
な
の
に
『
よ
く
聞

こ
え
る
』
と
言
う
高
齢
者
も
い
ま
す

よ
」
と
近
藤
さ
ん
。

　
一
方
で
、
最
初
は
こ
う
し
た
サ
イ

ン
に
抵
抗
を
感
じ
る
高
齢
者
も
。
会

話
の
中
に
さ
り
げ
な
く
サ
イ
ン
を
入

れ
て
日
常
的
に
繰
り
返
す
と
、
自
然

に
相
手
が
そ
の
意
味
を
覚
え
る
の

で
、
受
け
入
れ
や
す
い
そ
う
だ
。

　
近
藤
さ
ん
は
「
シ
ニ
ア
サ
イ
ン
は

『
身
ぶ
り
上
手
』
に
な
る
こ
と
で
、

相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
力
を
付
け

る
方
法
。
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

レ
バ
刺
し
が
食
べ
ら
れ
る
！

本
物
そ
っ
く
り
売
り
上
げ
４
倍

歯
周
病
治
療
で
肝
機
能
改
善

非
飲
酒
者
も
発
症
の
脂
肪
肝
炎

身
ぶ
り
上
手
に
な
ろ
う

相
手
の
目
を
見
て
、
表
情
も

意思を伝えるシニアサイン
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【
１
月
26
日
共
同
】

　
小
中
高
校
で
英
語
な
ど
の
授
業

を
補
佐
す
る
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）。
そ
の
制
度
が
始
ま
っ
て
今

年
で
25
年
に
な
り
、
文
部
科
学
省

に
よ
る
と
、
全
国
で
８
千
人
以
上 

が
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
一

人
で
米
国
人
の
ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
ロ

ジ
ャ
ー
ズ
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震

災
後
も
福
島
県
に
残
り
、
子
ど
も

た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。

　「
先
生
、
遊
ぼ
う
よ
」。
授
業
を

終
え
職
員
室
に
戻
る
ジ
ャ
レ
ッ
ド
さ

ん
を
見
つ
け
た
児
童
が
、
駆
け
寄
っ

て
腕
に
ぶ
ら
下
が
る
。
同
県
鏡
石
町

立
第
二
小
学
校
。
６
年
前
か
ら
、
２

校
あ
る
町
立
小
で
教
え
て
き
た
ジ
ャ

レ
ッ
ド
さ
ん
に
と
っ
て
「
今
年
度
は

こ
れ
ま
で
で
一
番
、
子
ど
も
た
ち
に

近
づ
け
た
」
と
言
う
。

【
２
月
22
日
共
同
】

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
の
事

故
を
受
け
、
多
く
の
子
供
や
若
い

世
代
が
県
外
に
避
難
し
て
い
る
福

島
県
。
そ
れ
ま
で
は
３
世
代
で
暮

ら
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
老
夫
婦

だ
け
に
な
っ
た
世
帯
も
珍
し
く
な

い
。
ど
ん
な
思
い
で
過
ご
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　「
い
っ
ぺ
ん
に
み
ん
な
い
な
く

な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
さ
び
し
く
っ

て
…
。
最
初
は
心
細
か
っ
た
で
す
よ
」

　
福
島
市
の
丹
治
芙
美
子
さ
ん

（
75
）
は
、
夫
の
健
吉
さ
ん
（
82
）

と
居
間
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
つ

ぶ
や
く
。
孫
が
幼
い
こ
ろ
遊
ん
だ

ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
置
か
れ
、

棚
に
は
東
日
本
大
震
災
直
後
に
生

ま
れ
た
ひ
孫
の
写
真
が
飾
ら
れ
て

い
る
。

　
家
族
の
仕
事
の
関
係
で
子
ど
も

時
代
を
日
本
で
過
ご
し
た
こ
と
か

ら
、「
自
分
の
ル
ー
ツ
は
日
本
」
と

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
。
英
語
を
教
え
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
と
心
を
通
わ
せ
て
い

く
仕
事
を
「
天
職
」
と
実
感
し
た
。

「
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
嫌
」
と
い

う
性
分
で
、
空
き
時
間
は
校
庭
の

草
む
し
り
な
ど
に
汗
を
流
す
。
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
契
約
は
原
則
１
年
ご
と
だ

が
、
ジ
ャ
レ
ッ
ド
さ
ん
の
場
合
、

地
域
の
要
望
も
あ
っ
て
更
新
を
重

ね
� 

Ａ
Ｌ
Ｔ
さ
ん 

�
と
い
う
よ
り

職
員
の
一
人
と
い
う
感
じ
」
と
同

小
の
柴
原
節
子
校
長
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
は
地
域
で
の
国
際
交

流
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
レ
ッ
ド
さ
ん
は
、
祭
り
に
出

た
り
地
元
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
に
入
っ
た
り
し
て
、「
温
か
い
土

　
震
災
ま
で
は
３
世
代
６
人
で
暮

ら
し
、
ひ
孫
の
誕
生
で
４
世
代
に
。

た
だ
そ
の
時
期
は
長
く
は
続
か
な

か
っ
た
。
長
男
は
単
身
赴
任
で
家

を
空
け
て
お
り
、
嫁
と
孫
夫
婦
ら

は
昨
年
９
月
、
放
射
性
物
質
の
影

響
を
恐
れ
て
茨
城
県
内
に
転
居
。

こ
う
し
て
広
い
家
に
は
芙
美
子
さ

ん
夫
婦
と
も
う
一
人
の
孫
だ
け
が

残
っ
た
。「
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
け
ど

仕
方
な
い
」

　
庭
は
線
量
が
比
較
的
高
い
た
め
、

鉢
植
え
は
手
入
れ
も
ま
ま
な
ら
ず

霜
を
か
ぶ
っ
て
枯
れ
て
い
る
。
芙

美
子
さ
ん
は
「
近
所
で
も
孫
た
ち

が
県
外
に
行
っ
た
と
か
、
う
ち
と

似
た
よ
う
な
話
を
聞
く
。
ば
ら
ば

ら
に
な
っ
た
家
族
は
少
な
く
な
い

と
思
う
」。

　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
福
島
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地
柄
で
本
当
に
支
え
て
も

ら
っ
て
き
た
」。

　
そ
ん
な
日
常
は
震
災
で
一

変
す
る
。
当
日
は
第
一
小
に

い
た
が
、
校
舎
や
体
育
館
に

被
害
が
出
る
中
、
夢
中
で
教

室
を
回
っ
て
校
庭
に
避
難
さ

せ
た
。
震
え
て
泣
き
だ
す
児

童
を
、
抱
き
寄
せ
た
感
覚
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
派
遣
元
の
一
つ

自
治
体
国
際
化
協
会
に
よ
る

と
震
災
当
時
、
被
災
３
県
に

は
少
な
く
と
も
３
０
０
人
以

上
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
赴
任
し
て
い

た
。
２
人
が
犠
牲
と
な
り
、

自
宅
ア
パ
ー
ト
が
全
壊
し
た
人
も

い
た
。
ジ
ャ
レ
ッ
ド
さ
ん
は
直
接

の
被
害
は
免
れ
た
も
の
の
、
勤
務

す
る
鏡
石
町
は
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
か
ら
約
65
キ
ロ
。
米
国
の

家
族
や
友
人
か
ら
心
配
さ
れ
た
が 

「
こ
こ
で
逃
げ
た
ら
後
悔
す
る
と

思
っ
て
」、
震
災
後
も
連
日
、
学
校

に
出
て
は
対
応
に
当
た
っ
た
。

　
１
学
期
は
第
一
小
の
児
童
も
第

二
小
で
一
緒
に
授
業
。
原
発
事
故

の
影
響
を
恐
れ
、
廊
下
で
体
育
を

し
た
時
期
も
あ
っ
た
。
ジ
ャ
レ
ッ

ド
さ
ん
は
児
童
を
励
ま
そ
う
と
毎

朝
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
迎
え
、
一
緒
に

遊
ん
だ
り
し
て
、
花
壇
に
は
例
年

と
同
じ
よ
う
に
花
を
植
え
て
き
た
。

「
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
分
、
地
域
や
子

ど
も
た
ち
と
深
く
か
か
わ
れ
た
。

こ
の
土
地
に
骨
を
う
ず
め
た
い
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
し
、
少
し
で

も
復
興
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

県
支
部
に
は
、
そ
う
し
た
孤

独
を
深
め
る
高
齢
者
か
ら
の

悩
み
も
寄
せ
ら
れ
る
。「
野

菜
を
作
っ
て
県
外
の
子
や
孫

に
送
る
の
が
生
き
が
い
だ
っ

た
の
に
、
震
災
後
は
送
り
に

く
く
な
っ
た
」「
子
や
孫
が

食
べ
る
物
は
気
を
使
う
の

で
、
自
分
は
別
に
食
事
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」
…
。

　
た
だ
高
齢
者
が
取
り
残
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
は
、
行
政
も
未
確

認
だ
。
県
外
へ
の
避
難
者
数

は
調
査
し
て
も
、
そ
の
家
族

構
成
ま
で
は
把
握
し
き
れ
て

い
な
い
。

　
高
齢
者
の
実
情
に
詳
し

い
同
県
郡
山
市
介
護
支
援
専
門
員

連
絡
協
議
会
の
吉
田
光
子
会
長

は
「
新
し
い
土
地
に
行
っ
て
新
し

い
人
間
関
係
を
つ
く
る
の
が
い
か

に
大
変
か
。
お
年
寄
り
は
放
射
性

物
質
が
気
に
な
っ
て
も
、
県
外
に

出
る
決
断
ま
で
は
し
に
く
い
」
と

じ
る
人
も
い
る
と
い
う
。

　
サ
イ
ン
を
出
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

は
①
相
手
の
目
を
見
て
話
す
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
、
②
表
情
で
も
表
現
す
る

こ
と
。「
目
を
見
て
話
す
こ
と
で
感

情
も
伝
わ
り
や
す
く
な
る
。
シ
ニ
ア

サ
イ
ン
を
使
っ
て
話
し
掛
け
る
と
、

聞
こ
え
な
い
は
ず
な
の
に
『
よ
く
聞

こ
え
る
』
と
言
う
高
齢
者
も
い
ま
す

よ
」
と
近
藤
さ
ん
。

　
一
方
で
、
最
初
は
こ
う
し
た
サ
イ

ン
に
抵
抗
を
感
じ
る
高
齢
者
も
。
会

話
の
中
に
さ
り
げ
な
く
サ
イ
ン
を
入

れ
て
日
常
的
に
繰
り
返
す
と
、
自
然

に
相
手
が
そ
の
意
味
を
覚
え
る
の

で
、
受
け
入
れ
や
す
い
そ
う
だ
。

　
近
藤
さ
ん
は
「
シ
ニ
ア
サ
イ
ン
は

『
身
ぶ
り
上
手
』
に
な
る
こ
と
で
、

相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
力
を
付
け

る
方
法
。
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

指
摘
す
る
。「
高
齢
者
は
身
の
回
り

の
ち
ょ
っ
と
し
た
仕
事
や
役
割
が

あ
っ
て
、
元
気
で
い
ら
れ
る
も
の
。

そ
れ
を
突
然
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た

人
が
、
い
ま
の
福
島
に
は
多
い
」

　
そ
う
し
た
人
た
ち
の
暮
ら
し
は

今
後
、
ど
ん
な
変
化
が
予
想
さ
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
吉
田
会
長
は
「
家

族
関
係
は
個
別
性
が
高
い
た
め
一

般
化
し
に
く
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、

若
い
人
と
同
居
し
て
い
た
時
よ
り

刺
激
も
減
り
、
心
身
の
機
能
が
落

ち
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
る
可
能
性

が
あ
る
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
、
き
ち
ん
と
サ
ー
ビ
ス
が

届
く
よ
う
な
態
勢
を
、
以
前
に
も

増
し
て
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
」

と
懸
念
し
て
い
る
。

一
緒
に
乗
り
越
え
深
ま
っ
た
絆

福
島
で
６
年
の
外
国
語
助
手

い
っ
ぺ
ん
に
い
な
く
な
っ
た
… 

孤
独
の
悩
み
、
奪
わ
れ
た
役
割

震災後も寄り添い続け取り残される福島の高齢者
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に
も
長
く
生
活
し
て
し
ま
っ
た

私
は
根
本
的
に
も
の
の
考
え
方

が
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
。
勇
気
と
か
元
気
を
も

ら
お
う
と
い
う
精
神
論
的
な
裏

付
け
よ
り
も
、
実
際
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
が
私
の
思
考
法
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
あ
の
心
に
沁し

み
る
ジ
ャ
カ
ラ

ン
ダ
の
ブ
ル
ー
、
犬
を
連
れ
た

散
歩
、
き
ち
ん
と
し
た
距
離
の

取
り
方
を
決
し
て
乱
さ
な
い
人

と
人
と
の
付
き
合
い
、
南
十
字

星
と
降
る
よ
う
な
星
座
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
ス
で
の
そ

の
よ
う
な
日
常
生
活
も
な
ん
だ

か
遠
く
へ
飛
ん
で
行
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
な
ん
と

な
く
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う

人
生
で
は
な
く
、「
自
分
自
身
の

意
思
で
生
き
て
い
る
」
と
い
う

人
生
に
変
え
て
い
き
た
い
。
で

き
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

　「
お
元
気
そ
う
で
何
よ

り
で
す
」
と
よ
く
言
わ
れ

る
。「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
そ
れ
に
応
じ

る
。
こ
の
挨あ

い
さ
つ拶
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
七
十

歳
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た

ろ
う
か
。
相
手
は
明
ら
か

に
私
の
年
齢
に
関
す
る
コ

メ
ン
ト
と
し
て
こ
の
よ
う

な
表
現
を
す
る
。
言
わ
れ

て
う
れ
し
く
な
い
こ
と
は

な
い
が
、
そ
う
言
わ
れ
る

年
齢
に
達
し
た
と
い
う
自

覚
を
す
る
。「
お
体
の
ほ

う
は
」
と
つ
っ
こ
ん
で
く

る
場
合
も
あ
る
。「
高
血

圧
で
糖
尿
の
気
が
あ
っ
て

高
脂
血
症
で
、
八
種
類
の

薬
を
飲
ん
で
や
っ
と
生
き

て
ま
す
」
と
親
し
い
人
に

は
打
ち
明
け
る
。
い
っ
た

い
他
人
の
ど
の
部
分
ま
で

ど
の
く
ら
い
深
く
知
り
た

い
の
だ
ろ
う
か
。
親
友
、
家
族
、
日

常
生
活
の
中
で
毎
日
会
う
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
そ
の
関
わ
り
合

い
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
こ
の
頃
相
手
の
体
調
や
生
き
ざ

ま
に
つ
い
て
さ
ほ
ど
の
関
心
が
な

く
な
っ
て
き
た
。
根
掘
り
葉
掘
り

問
い
た
だ
し
て
そ
う
い
う
事
実
関

係
が
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
自
分

に
は
何
も
し
て
や
れ
な
い
。
ど
れ

ど
れ
と
い
う
相
手
の
体
の
中
や
日

常
生
活
を
覗の

ぞ

き
込
む
よ
う
な
趣
味

は
誰
に
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
年

を
取
る
と
だ
ん
だ
ん
薄
ら
い
で
く

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
相
手
に
万

が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
お
っ

と
り
刀
で
駆
け
つ
け
、
助
け
よ
う

と
い
う
体
力
も
気
力
も
な
く
な
っ

て
く
る
か
ら
、
関
心
も
薄
れ
て
く

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
作
家
の
黒
井
千
次
さ
ん
が
「
老
い

の
か
た
ち
」
と
い
う
本
を
出
版
し

た
。
長
年
読
売
新
聞
の
夕
刊
に
「
時

の
か
く
れ
ん
坊
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ

を
書
き
そ
れ
を
集
大
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
黒
井
さ
ん
は
私
よ
り
一
つ

年
下
だ
か
ら
今
年
で
八
十
歳
に
な

る
。
い
ろ
い
ろ
な
文
学
賞
を
と
っ
た

名
文
家
だ
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

エ
ッ
セ
イ
が
同
年
輩
の
私
に
は
身

に
染
み
る
。
年
の
取
り
方
に
つ
い
て

女
性
と
男
性
は
ど
う
も
違
う
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
黒
井
氏
の

指
摘
に
も
う
な
ず
け
る
。
生
理
学
的

に
体
の
構
造
が
違
う
と
か
、
特
に
家

の
中
の
こ
ま
ご
ま
し
た
こ
と
に
関

わ
っ
て
き
た
女
性
と
朝
早
く
家
を

出
て
社
会
生
活
の
中
で
一
日
の
大

半
を
過
ご
し
て
き
た
男
性
と
で
は
、

七
十
年
も
生
き
て
い
る
と
、
生
き
る

と
い
う
こ
と
に
関
す
る
考
え
方
が

違
っ
て
く
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
ス
か

ら
東
京
へ
引
き
上
げ
て
き
た
も
の

の
、
さ
て
こ
れ
か
ら
毎
日
ど
う
や
っ

て
生
き
て
い
く
か
考
え
て
み
る
と

な
か
な
か
難
し
い
。
私
自
身
が
長

年
の
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
暮
ら
し
で
個
人
差
を
基
本
と

し
て
何
事
に
も
当
て
は
め
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
で
は

ど
う
も
万
人
に
通
用
す
る
特
効
薬

の
よ
う
な
言
葉
が
あ
っ
て
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
そ
の
言
葉
を
追
い
求

め
て
い
る
よ
う
だ
。
細
川
護も

り
ひ
ろ煕
さ

ん
は
乞
わ
れ
て
講
演
を
頼
ま
れ
た

後
、「
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
け
ば

よ
い
か
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
ら

し
い
。
細
川
さ
ん
は
「
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
か
ら
、
一
言
と
言
わ
れ
て

も
」
と
言
っ
て
お
茶
を
濁
す
ら
し

い
。
時
々
頼
ま
れ
て
い
ろ
い
ろ
な

集
ま
り
で
講
演
を
す
る
が
、
聴
衆

の
マ
ナ
ー
は
い
い
し
、
シ
ー
ン
と

静
ま
り
返
っ
て
清
聴
し
て
く
れ
る
。

そ
し
て
「
わ
れ
わ
れ
に
勇
気
と
元

気
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
聴
衆
の

ひ
と
り
ひ
と
り
の
目
が
求
め
て
い

る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。

　
日
本
と
か
日
本
人
を
考
え
る
と
、

自
分
自
身
が
日
本
人
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
そ
っ
と
横
に
お
い
て
み

て
も
、
や
は
り
他
の
国
の
場
合
と
だ

い
ぶ
違
う
。
生
活
は
豊
か
に
な
り
、

ク
リ
ー
ン
で
コ
ン
パ
ク
ト
で
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ト
な
生
活
環
境
が
与
え

ら
れ
た
。
そ
の
反
面
、
二
十
年
に
わ

た
る
不
況
と
デ
フ
レ
、
去
年
三
月
の

東
北
大
震
災
、
原
発
の
放
射
能
問

題
、
円
高
か
ら
く
る
産
業
空
洞
化
な

ど
で
さ
ん
ざ
ん
痛
め
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
を
頼

り
に
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
で
や
っ
て

い
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
い

拒
否
反
応
を
起
こ
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
、

今
ま
だ
入
り
口
で
こ
れ
か
ら
ど
う

な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
こ
う
い
う
時
に
日
本
で
さ
か
ん

に
な
る
の
が
い
ろ
い
ろ
な
「
精
神

論
」
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
あ
ま
り

「お元気そうですね」
【特別寄稿】

北
」
は
確
か
に
激
励
の
言
葉
で
あ

る
が
時
に
、「
こ
れ
だ
け
頑
張
っ

て
い
る
の
に
、
こ
れ
以
上
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
」
と
の
反
発
を
呼
び

か
ね
な
い
。
も
っ
と
も
、
メ
デ
ィ

ア
に
よ
っ
て
は
「
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｒ

Ｅ
」
を
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
」

と
訳
し
て
い
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
心

得
た
適
訳
だ
と
思
う
。

<

参
照>

拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
あ
れ
こ
れ
」
そ
の
59
「
団
塊
世

代
・
そ
の
二
」（
Ｊ
Ａ
　
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
　
２
０
０
６
年
３
月
号
）

（
大
阪
日
豪
協
会
監
事
）

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

　
昨
年
の
流
行
語
大
賞
に
は
「
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
が
選
ば
れ
、

㈶
漢
字
検
定
協
会
が
発
表
し
た
恒

例
の
「
今
年
の
漢
字
」
は
「
絆
」

で
あ
っ
た
。「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
」
の
快
挙
は
、
３
・
11
の
大
震

災
で
打
ち
ひ
し
が
れ
た
日
本
人
の

心
に
明
る
さ
を
戻
す
大
き
な
契
機

と
な
り
、
他
者
の
痛
み
へ
の
共
感

力
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
家
族
や
隣

人
あ
る
い
は
地
域
と
の
つ
な
が

り
、
絆
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ

て
く
れ
た
。

連
帯
感
の
薄
弱
化

　
世
界
共
通
の
悩
み
は
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
所
属
感
覚
、
国
民
、
市
民
、

家
族
の
一
員
で
あ
る
と
の
自
覚
が

薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

数
年
前
の
あ
る
新
聞
紙
上
で
、
当

時
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
パ
ッ
ト
ナ
ム

教
授
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
米
国
民
の
強
い
市
民
感
覚
、
連
帯

感
は
１
９
２
５
年
か
ら
１
９
３
０

年
の
間
に
生
ま
れ
、
大
恐
慌
や
第

二
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
年
代

層
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
。
彼
ら
の

壮
年
時
代
に
は
、
各
種
（
ゴ
ル
フ
、

テ
ニ
ス
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
）
ク

ラ
ブ
、
労
働
組
合
、
教
会
活
動
は

活
発
で
あ
っ
た
。
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や

家
庭
パ
ー
テ
ィ
ー
も
盛
ん
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
30
〜
40
年
前
か
ら

こ
れ
ま
で
の
求
心
的
な
流
れ
が
突

然
前
触
れ
も
な
く
逆
流
を
始
め
た
。

活
動
的
な
戦
前
、
戦
中
派
か
ら
ミ
ー

イ
ズ
ム
戦
後
派
へ
の
世
代
交
代
が

主
た
る
原
因
で
あ
る
。
自
分
た
ち

世
代
の
苦
し
み
は
子
供
に
味
わ
わ

せ
た
く
な
い
と
し
た
オ
ー
ル
ド
タ

イ
マ
ー
の
親
心
、
甘
や
か
し
が
、

逆
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
」
と
。

カ
ウ
チ
ポ
テ
ト
族

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

い
と
思
う
。
折
か
ら
普
及
し
始
め

た
テ
レ
ビ
と
と
も
に
育
っ
た
カ
ウ

チ
ポ
テ
ト
族
世
代
は
、
晩
婚
に
し

て
離
婚
は
あ
っ
さ
り
、
自
己
主
張

的
、
拝
物
的
、
反
権
力
的
と
な
っ
た
。

そ
の
反
面
、
人
種
、
性
、
少
数
意

見
に
は
寛
容
で
、
自
分
の
意
見
を

他
人
に
押
し
付
け
は
し
な
い
代
わ

り
に
、
政
治
、
社
会
に
は
無
関
心

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
慈
善
事
業

に
は
さ
ほ
ど
協
力
的
で
な
く
、
市

民
と
し
て
の
責
任
を
と
も
す
れ
ば

回
避
す
る
価
値
観
を
育
て
て
き
た
。

何
も
隣
人
を
愛
せ
よ
と
ま
で
は
言

わ
な
い
が
、
せ
め
て
出
会
っ
た
ら

｢

グ
ッ
ダ
イ｣

と
声
を
掛
け
合
う

の
は
ノ
ー
・
プ
ロ
ブ
レ
ム
で
は
な

い
か
と
思
う
の
だ
が
、
見
知
ら
ぬ

人
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な

さ
い
と
子
供
に
言
い
聞
か
せ
る
時

代
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、２
０
０
１
年
の
９
・

11
事
件
以
来
再
び
流
れ
が
変
わ
り
、

西
欧
社
会
で
も
お
互
い
の
絆
が
強

化
さ
れ
る
求
心
力
が
見
ら
れ
る
と

い
う
。

思
い
や
り
の
心

　
わ
が
国
で
は
、
古
来
よ
り
農
耕

民
族
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
互
助
精

神
が
独
特
の
美
徳
と
さ
れ
て
き
た
。

家
族
、
親
戚
の
み
な
ら
ず
、
近

隣
、
仲
間
な
ど
が
お
互
い
に
思
い

や
る
絆
が
大
変
強
か
っ
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
日
本
で
は
、

欧
米
式
の
価
値
観
の
浸
透
と
と
も

に
「
自
由
」
が
と
も
す
れ
ば
、「
自

己
中
心
」
や
「
身
勝
手
」
と
混
同

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
々
見
ら
れ
た
。

で
も
今
回
の
不
幸
な
災
害
は
、
民

族
の
連
帯
意
識
が
深
く
根
付
い
て

い
た
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
た
よ

う
で
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ガ
ン
バ
レ
・
ニ
ッ
ポ
ン

　
東
日
本
大
地
震
と
原
発
事
故
以

来
、
世
界
の
隅
々
か
ら
も
「
Ｇ
Ａ

Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｅ
　
Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
」

の
応
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ギ
ラ
ー

ド
首
相
は
震
災
の
翌
月
、
各
国
首

脳
と
し
て
は
初
め
て
被
災
地
を
見

舞
っ
て
く
れ
た
し
、
救
助
隊
の
派

遣
、
約
８
億
円
の
義
捐
（
ぎ
え
ん
）

金
の
提
供
な
ど
、
官
民
よ
り
の
温

か
い
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｅ
と
か
、
Ｗ
ｅ

ａ
ｒ
ｅ
　
ｏ
ｎ
ｅ
と
か
、
Ｗ
ｅ

ａ
ｒ
ｅ
　
ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
な

ど
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
声
援
が
寄
せ

ら
れ
た
が
、
私
個
人
的
に
は
「
Ｙ

ｏ
ｕ
　
ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
　
ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ

ｗ
ａ
ｌ
ｋ
　
ａ
ｌ
ｏ
ｎ
ｅ
＝
君
は

一
人
で
は
な
い
の
よ
（
皆
で
見
守
っ

て
い
る
か
ら
）」
が
、
最
も
好
き
で

あ
る
。「
頑
張
れ
日
本
、
頑
張
れ
東

　
　
絆

■
特
別
寄
稿
■

和い
ず
み泉

　
清
き
よ
し
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テリー 寺
てら

本
もと

PADI コース・ディレクター

河
こう

野
の

  真
ま

由
ゆ

美
み

　皆さんの中にも船酔いが怖くてボートダイブを敬遠する方、またボートダイブに行っ

たけれど船酔いがひどくて辛（つら）かったという経験をした方がいるかもしれません。

ボートダイブは沖合に出ていろいろなポイントへ行けるので、ビーチダイブに比べると

地形が面白かったり見られる魚の種類が多かったり、いろいろなメリットがあります。

他にも重たい器材を背負って歩くこともないので、体力に自信のない方にもお勧めです。

ただ、せっかくのボートダイブも船酔いをしてしまったら楽しめません。特にダイブク

ルーズの場合、乗船したら最後、陸に上がれるのは何日後かになってしまいます。実は

私もかなりひどい船酔いダイバーで、船酔いが嫌でボートダイブが大嫌いでした。先月

号ではボートダイビングについて取り上げたので、今月はボートダイブの大敵、船酔い

についてお話しします。

　船酔いも含めた乗り物酔いとは、乗り物の揺れや振動に体が適合できず、眠気、生唾、

吐き気、嘔吐（おうと）、目まいなどを催します。常に一定の振動であれば問題はありま

せんが、ダイビングボートでは陸上の乗り物にはないさまざまな揺れがあるので酔いや

すくなってしまいます。

★たっぷりの睡眠とポジティブシンキ

ング★
　ダイビングの前の日はしっかり寝てお

きましょう。睡眠不足も不安感も自律神経

を不安定にする要素なので、疲れていたり

ストレスがあったりすると、ベテランダイ

バーでさえ酔いやすくなってしまいます。

乗船の前日はたくさん寝て、船酔いなどを

意識しないようにしましょう。

★適度でバランスの取れた食事★
　乗船する前日と当日は極端に甘いもの、

柑橘（かんきつ）系の飲み物、脂っこいも

のは避けて消化の良いものを取るように

しましょう。それから万が一酔ってしまっ

ても何も食べないということのないよう

にしましょう。何も食べないと極端に体力

が減少してしまいます。無理をしてでも食

べるように心掛けましょう。

★酔い止め薬★
　薬局では各種さまざまなタイプの薬が

売られています。水なしで飲める液状タイ

プや噛（か）むタイプもあります。どの薬

でも酔ってしまってからではなく、乗船

する 30 分前、もしくは酔いそうだなーと

感じたら即服用しましょう。日本では“ニ

スキャップ”や“トラベルミン”、オース

トラリアでは“KWELLS”が人気がありま

す。ショウガを使った眠気を誘わない酔い

止め、また手首にパッチを貼るタイプなど

も市販されています。

★ポジショニング★
　もしクルーズなどで泊まりの場合は、船

の振動や揺れの少ない部屋にしてもらい

ましょう。移動中は急激な頭の動きは禁物

です。それからダイビング後は、上半身だ

けでもスーツを脱いで、潜っていない時は

楽な服装でいるようにしましょう。風当た

りの良い場所を選んでください。

★慣れ！！！★
　究極の克服法は慣れ！　間隔を空けず

に何度も船に乗って吐いていくと、しまい

には慣れて酔わなくなるそうです。いった

ん克服してしまえば間が空いてしまって

も、気分が悪くなるのは乗船後の少しだけ

です。折り紙付きの荒療治ですが、勇気を

出して試してみませんか？

　余談になりますが、モルディブの人たち

は船に酔いそうになると海水をガブガブ飲

むそうです。そうすると不思議と気分が楽

になるそうです。ボートを使えばさらにい

ろいろな場所でダイビングを楽しむことが

できます。船酔いに負けないで、オースト

ラリアの海をぜひ満喫してください！

オーストラリア・ワインの話
ダイビング・コラム

連 載
その 81

 しっかりした造り、赤ワインのファ 

 ンの方に。

◇ 2010 Margan Chardonnay Pinot Sparkling

 ＄35

 スパークリング・ワインのお好き 

 な方にはお薦めです。スターター 

 にどうぞ。

■ Allandale Wines

（アランデイル・ワインズ）

設立：1978 年

　かつてハンターヴァレーで最も大き

なワイナリーのひとつとして知られて

いた土地が放置されていたのを、昔の

関係した人たちが資金を出し合って設

立したワイナリー。以前、1890 年代に

同じ名前で存在し、Allandale Wines と

して知られ、数々の賞に輝きそのワイ

ンはシドニーを中心に消費されていま

したが、1920 年代後半に始まった世界

大恐慌のあおりを受けて倒産、そのま

まになっていました。

　1981 年 に Allandale Chardonnay が ワ

インショウで金賞を取ってから人々の

注目を浴びるようになり、人々の記憶

に昔の Allandale の名前がよみがえって

き ま し た。 最 近 で は James Halliday 氏

の“Australian Wine Companion”2003、

2004 と 続 け て Semillon が 94/100、2008

年 の Chardonnay が 92/100、2009 年 の

Verdelho、2009 年 の Sauvignon Blanc

（Orange 産）などが評価されて、市場

に戻ってきたのです。

　 今 で は そ れ ぞ れ の 品 種 に 最 適 な

Hunter Valley、Mudgee、Orange Region、

Hilltops、Hastings Valley、McLaren Vale

などにヴィンヤードを持って高品質の

ワイン造りに励んでいます。

◇ 2008 William Sparkling　＄30

◇ 2010 Semillon　＄19

◇ 2004 Aged Semillon　＄30

 （数々の賞を取っているご自慢のセ 

 ミオン）

◇ 2011 Traminer　＄19

◇ 2011 Orange Sauvignon Blanc　＄19

◇ 2009 Chardonnay　＄20

◇ 2010 Matthew Shiraz　＄25

◇ 2008 Hilltops Cabernet Sauvignon　＄25

◇ 2008 Orange Pinot Noir　＄30

　他にも数種類の新しい品種へのチャ

レンジがあります。

　日本では家庭でおもてなしなどあま

りなさらないかもしれませんが、オー

ストラリアではよく BBQ などがありま

す。そんな折、スパークリング・ワイ

ンで始められるのも楽しいと思います。

スパークリング・ワインをもっと手軽

に楽しまれたらいかがでしょうか。

　アランデイルのワインは海外にも輸

出されていて、イギリス、シンガポー

ル、マレーシア、フィジー、そしてノ

ルウェーなど。

　オーストラリア・ワインの世界的権

威者、James Halliday（ジェイムス・ハ

リデイ）氏が彼の本、“Australian Wine 

Companion”で紹介、格付けをしている

中で５スターを連続で取っている家族

経営のワイナリーをご紹介しています。

 

■ Margan Wines

（マーガン・ワインズ）

設立：1997 年

　ワインメーカー、Andrew Margan（ア

ン ド リ ュ ー・ マ ー ガ ン ） は 20 年 間、

ハ ン タ ー ヴ ァ レ ー の 故 Murray Tyrrell

（Tyrrell's Wines の三代目。現在四代目

の Bruce Tyrrell の父）のもとでワイン

造りのあらゆることを学び、研鑽（け

んさん）を積みました。その間、“Flying 

Winemaker”（南半球の収穫、ワイン造

りが終わると北半球に飛び、主にヨー

ロッパ、フランスのワイナリーでワイ

ンメーカーとして働く人たちをいいま

す。その反対もあり、ヨーロッパやア

メ リ カ の vintage［ 収 穫 ］ が 終 わ っ た

あとオーストラリアに来るワインメー

カーたちもいます）として８年間経験

を積みました。その間、彼の父 Frank 

Margan 氏は息子の将来のために、あま

り手入れされていなかった Lindemans

や Saxonvale のヴィンヤードを買い取

り数種類の葡萄（ぶどう）を栽培し始

めましたが、それは 1960 年代でした。

父親の Frank Margan 氏はかつて SA 州

のバロッサでワインメーカーとして働

いていたので親子２代の夢がかなって

1997 年に独立、現在の場所にワイナ

リー、セラードアを開き 2007 年にはカ

フェレストランもオープンしました。

1997 年には 3000 ケースだったのが現

在では３万 5000 ケースとなり、国内市

場および海外の 16 カ国にも輸出されて

います。

　 マ ー ガ ン の ワ イ ン は 全 て Single 

Vineyard（単一の葡萄畑から収穫され

た）のフルーツで造られており、同じ

種類のフルーツでも異なる畑のものと

はブレンドしていません。

◇ 2011 Margan Semillon　＄18

 ワインメーカーの自信作、エレガン 

 トで飲みやすいセミオン。シーフー 

 ドに最適。

◇ 2011 Margan Verdelho　＄18

 同じく、ワインメーカーのお薦め。

 和風によく合います。

◇ 2010 Margan Chardonnay　＄18

 Single Vineyard の特徴を持ち、シン 

 プルでエレガントな Chardonnay。

◇ 2009 Margan Merlot　＄22

 優しく、軽めに造られています。

◇ 2009 Margan Shiraz　＄22

 ハンターらしくミディアムボディ 

 のシラーズです。

◇ 2010 Margan Cabernet Sauvignon　＄22

English-Japanese conversation exchange in the city

「会 WA」参加者募集のお知らせ

JET プログラムの経験者でつくる JETAA 西オース

トラリア支部では、気軽に英日会話が楽しめる交流

会を定期的に行っています。参加費はゴールドコイ

ンで ( おつまみ代となります )。今後の開催予定は

以下の通りです。ふるってご参加下さい。

*

会 WA is held from 5:30pm on Thursday every 

two weeks in the function room at 43 Below. A 

gold coin donation is encouraged to pay for food!

*

Date : March 8 & 22 2012

Time: from 5:30pm(you don't have to be there on time!)

Venue: 43 Below (corner of Hay & Barrack)

*

問い合わせ先／ Inquiries

ニック（Nick）

Tel: 0408-083-131 / president@jetaawa.com
18+ only ; photo ID required

負けないぞ！　船酔い対策講座

北
」
は
確
か
に
激
励
の
言
葉
で
あ

る
が
時
に
、「
こ
れ
だ
け
頑
張
っ

て
い
る
の
に
、
こ
れ
以
上
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
」
と
の
反
発
を
呼
び

か
ね
な
い
。
も
っ
と
も
、
メ
デ
ィ

ア
に
よ
っ
て
は
「
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｒ

Ｅ
」
を
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
」

と
訳
し
て
い
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
心

得
た
適
訳
だ
と
思
う
。

<

参
照>

拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
あ
れ
こ
れ
」
そ
の
59
「
団
塊
世

代
・
そ
の
二
」（
Ｊ
Ａ
　
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
　
２
０
０
６
年
３
月
号
）

（
大
阪
日
豪
協
会
監
事
）
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先
に
書
い
て
し
ま
う
と
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
と
い
う
と
こ
ろ
は
大
き
く

取
り
立
て
る
ほ
ど
の
観
光
名
所
は

な
い
に
等
し
い
。
そ
れ
な
の
に
魅
力

的
な
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

畑
の
石
積
み

　
バ
ス
が
西
に
向
か
っ
て
走
っ
て

い
く
と
、
特
に
目
を
引
く
の
が
畑
に

所
有
を
表
す
よ
う
な
石
積
み
だ
っ

た
。
石
は
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ

に
積
ま
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
石
垣

の
よ
う
に
し
っ
か
り
組
ん
で
い
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
大
雑
把
に
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。

日
本
で
は
田
畑
の
所
有
を
表
す
の

は
「
あ
ぜ
道
」
で
あ
っ
て
石
を
積
み

上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
ど
う
し

て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
所
有
を
強
調

す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が

あ
っ
た
が
、
や
が
て
解
け
た
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
と
い
う
の
は

大
昔
に
は
氷
河
で
覆
わ
れ
て
い
た

ら
し
い
。
氷
河
が
（
イ
ギ
リ
ス
の
方

向
に
向
か
っ
て
）
移
動
す
る
際
に
島

の
西
側
の
土
砂
を
削
り
取
っ
て
東

の
方
に
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
。
だ
か
ら
東
側
は
肥
沃
（
ひ
よ

く
）
な
土
壌
で
あ
る
の
に
対
し
て
西

側
は
ほ
と
ん
ど
土
壌
が
な
い
状
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
吹
け
ば
飛
ん

で
い
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
わ
ず
か

な
土
砂
を
守
る
た
め
に
石
積
み
を

し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
石

積
み
に
穴
が
見
え
る
ほ
ど
に
ざ
っ

と
積
ま
れ
て
い
る
の
も
、
風
が
吹
き

た
ま
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮

で
あ
っ
た
。
時
に
は
海
岸
か
ら
海
藻

を
運
び
、
土
に
戻
る
の
を
待
つ
と
い

う
気
の
長
い
作
業
を
繰
り
返
し
な

が
ら
土
壌
を
守
り
、
農
作
物
を
作
っ

て
い
た
の
だ
っ
た
。

海
外
移
住
者
と
ア
メ
リ
カ
大
統
領

　
ど
こ
を
通
っ
て
も
家
は
小
さ
く

豊
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
貧
し
さ
の
ゆ
え
に
多
く
の
国

民
は
海
外
へ
そ
の
住
処
（
す
み
か
）

を
求
め
、
本
国
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

約
10
倍
の
人
が
外
国
に
移
り
住
ん

で
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
特
に

ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
は
多
く
、
そ
の

子
孫
の
中
か
ら
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領

や
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
生
ま
れ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
場
合
は
ア
メ

リ
カ
大
統
領
と
し
て
は
最
初
の
カ

ソ
リ
ッ
ク
教
徒
だ
っ
た
こ
と
で
注

目
を
集
め
た
。
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国

は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ（
ワ
ス
プ
。
ホ
ワ
イ
ト
・

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
で
宗
教
は
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
が
歴
代
の
大
統
領

を
つ
く
り
育
て
て
き
た
こ
と
で
有

名
で
あ
る
。 

　
世
界
各
地
か
ら
の
移
民
が
増
え

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
人
口
も
少
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
中
で
、
黒
人
の
オ
バ
マ
大
統

領
が
誕
生
し
た
。
現
在
進
行
中
の
共

和
党
大
統
領
候
補
選
出
選
挙
で
は

ロ
ム
ニ
ー
氏
が
有
力
な
戦
い
を
進

め
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
Ｗ
Ａ
Ｓ

Ｐ
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は

少
数
派
の
モ
ル
モ
ン
教
徒
で
あ
る
。

も
し
、
彼
が
大
統
領
に
選
ば
れ
る
と

す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
き
た
こ
と
を

告
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の

旅
の
思
い
出
あ
れ
こ
れ
（
そ
の
13
）

　
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

（２）

中な
か
は
ら原

　
武た
け
し志

連
載

第
27
回

先
鞭
（
せ
ん
べ
ん
）
を
つ
け
た
の
が

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
だ
っ
た
と
も
い

え
る
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

救
っ
た

　
貧
し
い
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
だ
が
、
ど

ん
な
土
地
に
で
も
生
育
す
る
ジ
ャ

ガ
イ
モ
が
16
世
紀
に
入
っ
て
き
て

農
民
を
飢
え
か
ら
救
っ
た
。
先
月
号

で
書
い
た
よ
う
に
８
０
０
年
近
く

イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
過
酷
な
支
配

を
受
け
、
そ
の
上
に
土
壌
が
や
せ
て

い
て
十
分
な
農
産
物
を
得
ら
れ
ず
、

農
民
た
ち
は
貧
困
の
極
み
に
あ
っ

た
だ
け
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
よ
る
恩

恵
は
大
き
く
、
１
６
２
５
年
ご
ろ
ま

で
に
は
全
土
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
し
か
し
19
世
紀
半
ば
に
「
大
飢

饉
（
だ
い
き
き
ん
）」
と
呼
ば
れ
る

事
態
が
発
生
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に

病
害
菌
が
発
生
し
栽
培
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
大
飢
饉

時
代
に
ア
メ
リ
カ
移
住
し
た
人
た

ち
が
多
く
、
ケ
ネ
デ
ィ
家
も
そ
の
一

家
で
あ
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
病
害
菌

が
発
生
し
た
だ
け
で
一
国
の
「
大
飢

饉
」
が
起
こ
り
民
族
の
大
移
動
が
起

こ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
存
在
の
す
ご
さ
を

感
じ
る
。

妖
精
の
多
い
国

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
行
か
れ
た
人

は
、
お
土
産
店
な
ど
で
売
ら
れ
て
い

る
、
緑
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
小
さ
な

人
形
を
見
た
に
違
い
な
い
。
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
国
な
の

だ
が
、
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
土

着
宗
教
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
ら

し
い
。
最
初
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
を
持

ち
込
ん
だ
司
祭
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の

三
位
一
体
（
父
と
子
と
聖
霊
）
を
民

衆
に
説
く
時
に
ク
ロ
ー
バ
ー
の
葉

を
見
せ
て
説
明
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
残

る
三
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
紋
様

に
な
っ
て
い
る
。

　
今
で
は
い
ろ
ん
な
場
面
で
三
位

一
体
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
（
小

泉
元
首
相
は
構
造
改
革
の
際
に
も

使
っ
て
い
た
）、
そ
の
意
味
も
そ
れ

ぞ
れ
に
理
解
さ
れ
、
意
味
が
あ
い
ま

い
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
キ
リ

ス
ト
教
の
重
要
な
部
分
な
の
だ
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
来
日
し
て
日

本
が
大
好
き
人
間
に
な
っ
た
の
も
、

日
本
に
は
お
化
け
が
多
か
っ
た
か

ら
だ
と
知
ら
れ
て
い
る
。
心
の
故
郷

に
似
た
も
の
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

ど
の
街
角
に
も
妖
精
が
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
し
、
今
も
信
じ
ら
れ
て

い
る
ら
し
い
。
そ
う
い
う
素
朴
な
国

民
性
が
何
と
も
親
し
み
や
す
い
風

土
を
生
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。

　
こ
の
旅
の
思
い
出
は
、
観
光
案
内

を
目
的
と
し
て
い
な
い
の
で
名
所

旧
跡
の
案
内
は
し
な
い
が
、
今
も
目

に
焼
き
付
い
て
い
る
の
は
、
大
西

洋
の
海
面
か
ら
２
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
も
垂
直
に
切
り
立
つ
モ
ハ
ー

の
断
崖
（
破
滅
の
断
崖
）
で
あ
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
行
か
れ
た
ら
ぜ

ひ
と
も
訪
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す

る
が
、
人
生
に
悲
嘆
し
て
い
る
人
は

行
か
な
い
ほ
う
が
よ
い
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
湖
水
地
方

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
北
西
部
へ
フ
ェ
リ
ー
で
渡
っ

た
。
湖
水
地
方
と
呼
ば
れ
る
イ
ギ

リ
ス
全
土
の
中
で
も
最
も
美
し
い

地
域
で
も
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は

カ
ン
ブ
リ
ア
山
地
が
あ
り
、
同
山

脈
の
最
高
峰
ス
コ
ー
フ
ェ
ル
山
（
標

高
９
７
８
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
バ
ス
で

登
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
辺
は
ほ
と

ん
ど
を
湖
水
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
景
勝
地

と
し
て
名
高
い
場
所
で
あ
る
。
手
入

れ
の
行
き
届
い
た
石
造
り
の
家
が

集
ま
る
小
さ
な
村
々
と
、
丘
や
草
原

を
縫
っ
て
走
る
石
積
み
の
塀
な
ど

と
の
組
み
合
わ
せ
が
、
特
有
の
景
観

を
生
み
出
し
て
い
る
。
自
然
に
恵
ま

れ
た
静
か
な
雰
囲
気
に
独
特
の
も

の
を
感
じ
た
。
こ
こ
で
買
い
求
め
た

セ
ー
タ
ー
を
今
も
愛
用
し
て
い
る

が
、
毛
質
が
良
く
着
心
地
が
良
い
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

　
こ
こ
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も

イ
ギ
リ
ス
と
い
う
こ
と
で
書
き
す

す
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
し
か
し
、
湖
水
地
方
か
ら
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
国
境
？
に
来
た
時
に
バ
ス

は
突
然
パ
ト
カ
ー
に
よ
っ
て
止
め
ら

れ
重
量
計
に
乗
せ
ら
れ
た
後
、
バ
ス

か
ら
全
て
の
荷
物
が
運
び
出
さ
れ

た
。
何
の
こ
と
か
理
解
で
き
な
か
っ

た
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
で
は
「
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
嫌
が
ら
せ
」
だ
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
荷
物

は
別
の
車
で
運
ば
れ
た
が
、
観
光
客

に
と
っ
て
は
驚
き
だ
っ
た
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
争
っ
て
き

た
歴
史
は
11
世
紀
か
ら
と
長
い
。

１
７
０
７
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の

合
併
以
来
議
会
は
統
一
さ
れ
て
き
た

が
、
１
９
７
０
年
代
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
に
近
い
北
海
油
田
が
開
発
さ

れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
莫
大
な
利
益
を
も

た
ら
す
一
方
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
て
、

独
自
の
議
会
設
置
を
求
め
る
声
が
高

ま
っ
た
。
１
９
７
９
年
の
議
会
設
置

の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
で
は
、
賛

成
派
の
投
票
者
が
過
半
数
を
超
え
た

が
、
結
果
的
に
否
決
さ
れ
た
。
し
か

し
１
９
９
７
年
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
出
身
の
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
政
権
の

下
で
再
度
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
今

度
は
可
決
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
議
会
を
持
つ
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
、で
は
「
独
立
」

す
る
の
か
と
い
う
と
イ
ギ
リ
ス
内

に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
日
本
人
に

は
考
え
ら
れ
な
い
不
思
議
な
関
係

に
あ
る
。
も
と
も
と
、
イ
ギ
リ
ス
を

形
成
し
て
い
る
国
の
う
ち
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
だ
け
が
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ

ン
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
エ
ー

ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
ケ
ル

ト
民
族
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
微

妙
な
関
係
の
上
に
長
年
立
っ
て
い

る
だ
け
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国

は
外
交
が
し
た
た
か
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
単
独
民
族
で
は
な
い
の

に
、
そ
う
だ
と
思
い
込
ん
で
安
穏

と
し
て
い
る
日
本
と
外
交
力
が
違

う
の
も
分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
え
ば
バ
グ

パ
イ
プ
を
思
い
出
す
。
何
と
も
い
え

な
い
そ
の
音
色
は
、
な
ぜ
か
私
も
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
故
郷
だ
っ
た
の

か
も
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
懐
か
し
く

響
い
て
く
る
か
ら
不
思
議
だ
。
バ
グ

パ
イ
プ
の
演
奏
は
あ
ち
こ
ち
で
聞

く
機
会
が
あ
っ
た
。

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
い
ろ

ん
な
街
を
訪
れ
た
が
こ
こ
で
は
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
に
つ
い
て
書
い
て
お

こ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
首
都
で
あ
る
。

　
ち
ょ
う
ど
私
た
ち
が
行
っ
た
時

は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
た
時

だ
っ
た
の
で
と
て
も
賑
（
に
ぎ
）

わ
っ
て
い
た
。
こ
の
国
際
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
公
演
芸
術
（
ｐ
ｅ
ｒ

ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
）

の
祭
典
で
あ
り
、
８
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
３
週
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
、
主
催
者
に
よ
っ
て
招
待

さ
れ
た
、
オ
ペ
ラ
、
演
劇
、
音
楽

（
特
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
）、
ダ
ン

ス
な
ど
の
分
野
の
世
界
一
流
の
芸

術
家
が
公
演
を
行
う
も
の
な
の
だ
。

１
９
８
５
年
に
は
、
蜷
川
幸
雄
の

演
出
に
よ
る
「
マ
ク
ベ
ス
」
が
上

演
さ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
私
た
ち
が
訪
れ

た
の
は
そ
れ
か
ら
10
年
ほ
ど
経

（
た
）
っ
て
い
た
。
期
間
中
は
、
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
城
内
で
ミ
リ
タ
リ
ー
・

タ
ト
ゥ
ー
（
軍
楽
隊
の
分
列
行
進

の
シ
ョ
ー
）
が
毎
夜
催
さ
れ
、
街

中
の
至
る
所
で
大
道
芸
人
が
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
る
な

ど
、
荘
重
な
古
都
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

が
華
や
か
な
祭
り
の
雰
囲
気
に
染

ま
る
。

　
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
城
の
下
町
に
は
、

有
名
ブ
ラ
ン
ド
店
が
軒
を
連
ね
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
る

城
の
雰
囲
気
は
あ
ま
り
好
き
に
な

れ
な
い
。
日
本
の
お
城
の
よ
う
な
優

雅
さ
は
見
ら
れ
ず
、
い
か
つ
く
険
し

い
断
崖
の
上
に
立
つ
要
塞
（
よ
う
さ

い
）
と
し
か
見
え
な
い
か
ら
だ
。
せ

め
て
祭
り
の
雰
囲
気
だ
け
は
楽
し

も
う
と
城
内
を
歩
い
た
が
、
チ
ケ
ッ

ト
が
な
け
れ
ば
公
演
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
一
流
の
大
道
芸
人
た

ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
む

だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
は

残
念
だ
っ
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
へ
戻
っ
た
。

　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
の
二
つ
の
大
学
都
市
は
、

多
く
の
カ
レ
ッ
ジ
の
集
合
体
に
な
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
総
合
大
学
と
し

て
の
卒
業
が
認
め
ら
れ
る
が
、
入
学

の
際
に
も
卒
業
の
際
に
も
カ
レ
ッ
ジ

の
承
認
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
世

界
に
誇
る
歴
史
あ
る
カ
レ
ッ
ジ
が
50

近
く
も
集
ま
っ
て
い
る
。
日
本
や
ア

メ
リ
カ
で
言
う
と
こ
ろ
の
単
科
大
学

と
い
う
意
味
の
カ
レ
ッ
ジ
で
は
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
が
分
か
り
に
く
い
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
11
世
紀

発
祥
と
歴
史
が
古
く
、
次
い
で
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
都
市
が
生
ま
れ
た
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
バ
ス
を
降

り
、
一
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
の
中
に
案
内

さ
れ
た
が
そ
の
雰
囲
気
に
歴
史
を
感

じ
た
。
こ
う
い
う
環
境
で
学
べ
る
人

は
才
能
も
必
要
だ
ろ
う
が
、
や
は
り

幸
せ
だ
ろ
う
な
と
思
う
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
町
エ
イ
ヴ
ォ
ン

　
有
名
な
街
へ
行
く
と
故
人
が
そ

の
街
を
支
え
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
痛
感
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
の

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
ガ
ウ
デ
ィ
が
背

負
っ
て
い
る
感
じ
だ
し
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
ウ
イ
ー
ン
で
は
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
ヨ

ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
親
子
が
支

え
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥

る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ス
ト
ラ
ト

フ
ォ
ー
ド
・
ア
ポ
ン
・
エ
イ
ヴ
ォ

ン
は
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
町
な

の
だ
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
支
え

て
い
た
。
他
に
誰
も
要
ら
な
い
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
様
だ
け
が
い
て

く
だ
さ
れ
ば
町
は
安
泰
と
い
う
雰

囲
気
だ
っ
た
。
街
を
背
負
っ
て
立

て
る
ほ
ど
の
有
名
人
に
な
る
に
は
、

銅
像
が
建
つ
程
度
で
は
か
な
わ
な

い
だ
ろ
う
と
思
う
。
日
本
で
は
、

安
芸
の
宮
島
を
建
立
し
た
平
清
盛

な
ど
わ
ず
か
し
か
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
世
界
の
い
ろ
ん

な
街
や
都
市
で
、
世
紀
を
隔
て
て

街
を
背
負
っ
て
い
る
人
た
ち
を
今

一
度
見
直
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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は驚きでした。太い棘でも先端は鋭く、

のちにマイクロメーターで測ってみる

と、最も細い棘の先端は 0.3mm 以下で虫

ピンより細いことが分かりました。

収
しゅうれん

斂進化の適例

　ヤマアラシの仲間には旧世界に分布す

るヤマアラシ科と新世界に分布するアメ

リカヤマアラシ科との２科があります。

タテガミヤマアラシはヤマアラシ科に属

し、この仲間はインド、中近東からアフ

リカに分布し、地上性の生活をしていま

す。カナダヤマアラシはアメリカヤマア

ラシ科に属し、アメリカ合衆国中部から

カナダ、アラスカ南部の森林地帯に分布

し、半地上半樹上性の生活をしています。

いずれのヤマアラシも全身に棘を持つと

いう形態と、棘は攻撃の武器に使用し、

刺されば抜けるという共通の特徴を持っ

ています。このように全く分布域が違う

のに類似する形態、形質、機能などを個

別に進化させることを収斂進化と呼び、

タテガミヤマアラシとカナダヤマアラシ

の２種のヤマアラシはこれの適例といえ

元・天王寺動物園長　中
なかがわ

川 哲
て つ お

男

Part 72　「タテガミヤマアラシは猛獣か？」

ヤマアラシを捕まえる

　天王寺動物園でアフリカタテガミヤマ

アラシを飼っていた頃、動物舎の小補修

や展示替えのためにヤマアラシを捕獲し

たことがありました。私が動物園に転勤

して間もなしの頃でヤマアラシの捕獲は

経験がなく、見たこともないので、どの

ようにして捕まえるのか興味津々で、玉

網で？　南京袋（麻袋）で？　麻酔で？

何を使うのだろうと思いを巡らせており

ました。しかし、いずれも違っていて厚

いコンパネ（合板）を持ってきて、ヤマ

アラシの体に触れないようにして檻（お

り）に押し込む方法だったのです。捕獲

作業中、ヤマアラシは棘（とげ）を震わ

せ、シャ〜シャ〜ザァ〜ザァ〜と音を立

て体中の棘を逆立て後ろ向きに攻撃して

きます。コンパネに体当たりしてコンパ

ネには無数の棘が突き刺さっていまし

た。Murray Fowler の「動物の保定と取扱

い」を開くとヤマアラシの攻撃を防ぐに

は厚い合板か金属板を使うしかなく、そ

の棘は革の厚い靴や革手袋、厚い麻袋も

突き通してしまう威力があると書いてあ

ります。職員が通常履いているゴム長靴

なんてひとたまりもありません。

ヤマアラシの棘は凶器

　タテガミヤマアラシの棘は短いものは

数 cm から、長いものは 50 〜 70cm もあ

ります。頭頸部（とうけいぶ）や前肢は

細く柔らかで、背部から臀部（でんぶ）

にかけ太くなります。太さも３〜 10mm

になります。50cm 以上の長い棘では太

さが３mm で軸が円形や扁平（へんぺい）

になっています。特に攻撃の武器となる

臀部から尾部の棘は 30cm ほどの長さで、

太さも 10mm、円形でしっかりしていま

す。棘の色はまるで鉄道路線図のように

黒白の縞（しま）が７〜８節連なり、先

端は白色となっています。

　ある時、講演会で標本をいろいろ見て

もらおうと、各種の動物のうんちや皮革、

羽毛、棘などを持参し、準備をしていた

時のこと、誤って最も太いヤマアラシの

棘で手を刺してしまいました。その痛い

こと！　ほとんど力を加えていなかった

のに簡単に人の皮膚を通してしまうのに

ます。

ヤマアラシの初来

　ところで日本に初めてヤマアラシのこ

とが記述されているのは寛永年間（1624

〜 1643 年）に描かれた四条河原遊楽図（静

嘉堂文庫美術館）で、見世物の豪猪（ヤ

マアラシ）が見られます。また、書物の

記録では元禄 13 年（1700 年）の「桃源遺事」

に徳川光圀（みつくに）が異国の動物を

いろいろ飼育していたと書かれており、

その中に豪猪の名前が見受けられます。

　次いで安永元年（1772 年）に薩摩藩主

島津重豪（しげひで）がオランダ商館から

豪猪を２頭輸入しています。近年では明治

36 年（1903 年）に大阪で開催された第５

回内国勧業博覧会の余興動物園のリスト

にアジア系の尾の長いヤマアラシが描か

れています。日本の動物園では上野動物園

が明治 31 年（1898 年）にマレーヤマアラ

シを初めて輸入しており、天王寺動物園で

は大正４年（1915 年）に府立博物場附属（ふ

ぞく）動物檻から引き継いだ種不明のヤマ

アラシが初来となっています。

太くてしっかりした短い棘と 50cm はある
長い棘、ともに先端は鋭い

虫ピンより細い
ヤマアラシの棘の先端
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by Wallaby You

This month 
we feature a 
free tour on 
which you 
can follow 
the path of 
the waste that 
we produce from our homes each day; take 
a ride on a specialised vehicle at a disposal 
facility right up to an active landfi ll; and 
observe the separation of resources from 
waste.

If you have lived in Japan, you would 
have had to give considerable attention 
to separating out different types of waste. 
While different municipalities have 
different methods of separation, the general 
classifi cations are combustible waste; 
incombustible waste; dry batteries; spray 
cans; cans, bottles and PET bottles; small 
metal items; plastic containers and wrapping; 
cloth; paper; and, requiring prior application 
and payment, bulk waste. No doubt this is 
because in Japan – which is forced to rely 
on overseas countries for much of its raw 
materials, including those used in everyday 
conveniences – it is considered necessary to 
carefully recycle expended materials rather 
than simply dispose of them as waste.

Although Australia is a resource-rich 
nation, efforts are nonetheless being made to 
reuse the waste we produce from our homes 
each day instead of just throwing it away.

Tamala Park, 35 kilometres north of Perth, 
is a massive landfi ll site at which 350,000 

tons of waste, 
produced 
from 500,000 
households 
across 7 local 
government 
areas such 

as Perth and Joondalup, are disposed of 
annually. The site contains facilities that use 
the methane gas emitted by the landfi lled 
waste to generate electricity at the rate of 
4,650 kilowatts per hour, which is enough to 
power 5,500 households.

The tour will also take you to the Balcatta 
recycling centre, at which items that 
remain useable are separated by hand, with 
those still in a good state sold at the centre 
at bargain prices. One person’s trash is 
another’s treasure, after all!

The tour takes between 1.5 and 3 hours, 
depending on the course. It caters for 
small groups of four persons or more as 
well as excursions from schools and other 
organisations. On the last Friday of every 
month you can also participate individually, 
so make sure you book a spot in advance.

Why not give the tour a try and have the 
opportunity to rethink our mass consumption 
and disposal lifestyles that lead to waste 
problems?

Enquiries: MINDARIE REGIONAL COUNCIL 
http://www.mrc.wa.gov.au/Community/
Tours---Excursions.aspx
Tel: (08) 9306 6348 (a.m. only)

ゴミ？　それとも資源？　無料リサイクル見学ツアー

Waste or a resource? Free recycling tour

　今回紹介するのは、我々の家庭から毎

日出されるゴミの行方を追って処理施設

の専用車に乗り込み、ゴミの埋め立て現

場の近くまで連れて行ってもらったり、

資源の分別場所を見学することのできる

無料ツアーです。

　日本に住んでいたころ、ゴミの分別に

はかなりの神経を使っていました。自治

体によってその分別方法は異なります

が、分別の品目は「燃やすゴミ」「燃え

ないゴミ」「乾電池」「スプレー缶」「缶、瓶、

ペットボトル」「小さな金属類」「プラス

チック製容器包装」「古布」「古紙」、そ

の他に有料で事前申し込みが必要な「粗

大ゴミ」など。生活を便利にする製品で

も、原材料の多くを海外の国々に頼らざ

るを得ない日本にとって、使い終えたも

のを単なる「ゴミ」として捨てるのでは

なく大事にリサイクルすることが必要と

考えられているからでしょう。

　オーストラリアは資源の豊富な国では

ありますが、我々が出す日々のゴミはそ

のまま捨てられてしまうのではなく、こ

こオーストラリアでもちゃんと資源化さ

れ生まれ変わっているのです。

　パースから北に 35 キロほどのタマラ

パークは広大なゴミの埋め立て地で、

パースやジュンダラップなど４つの市と

３つの町の 50 万世帯から出されるゴミ

年間 35 万トンを処理しています。敷地内

には埋め立てたゴミから発生するメタン

ガスを利用して発電する施設もあり、そ

の発電量は１時間当たり 4650 キロワット

で 5500 世帯の電気を供給できるほどパワ

フルだそうです。

　またツアーで訪問するバルカッタのリ

サイクルセンターではまだ使えるものを

手作業で選別し、状態の良いものはセン

ター内で安価で販売されています。捨て

る人にとってはゴミでも、別の人にとっ

ては「お宝」となる可能性もあるからで

しょう。

　ツアーの所要時間は１時間半から３時

間。コースによって異なります。４人以

上であれば、友達同士や家族単位の小グ

ループから学校の遠足などの大人数まで

対応してくれます。また、毎月最終金曜

日は１人からでもツアーに参加可能なの

で、早めにご予約を。

　ツアーに参加し、我々一人一人の「ゴ

ミ問題」として大量消費・大量廃棄のラ

イフスタイルを見直すきっかけにしてみ

てはどうでしょうか。

問い合わせ：MINDARIE REGIONAL COUNCIL 

http://www.mrc.wa.gov.au/Community/Tours---

Excursions.aspx

Tel: (08) 9306 6348 午前中のみ

Korea Prize
Kutani-yaki cup and saucer with 
traditional designs
These items are in the understated yet splendid 
Kutani-yaki style, featuring traditional designs. 
Have a cup while enjoying the fi ve very Japanese 
line drawings and lively colours, harking back to 
times gone by.
JPY 5,250
Seicou. Co., Ltd.
http://www.seikou.co.jp

U.K. Prize
The hidden strength of Tohoku T-shirt
On the back of this T-shirt is a message: “I was 
born in this town. I grew up in this town. I cried in 
this town. I laughed in this town. I was raised by 
this town. I will not forsake this town.” 100 yen 
from each shirt sold is donated to victims of the 
2011 disasters in the Tohoku region.
JPY 2,300
Akita Gokoro
http://akitagokoro.jugem.jp

Germany Prize
Habatakuma Shiraishi Meena Special
Crafted by teddy-bear artist Meena Shiraishi, this bear sports an 
authentic traditional Japanese kimono. Both the kimono and obi 
are woven from pure silk.
JPY 42,000
Korabo 
http://www.kimonokuma.jp

France Prize
Mino-tōsui “kakutokuri”
Dry, superbly sharp sake from a masu cup 
with the gentle fragrance of the forest. 
The stylish container can be reused for 
all sorts of purposes. It comes in three 
colours: red, white and black.
JPY 2,500
ICHITAKASA Project 
http://www.michisakari.com

Australia Prize
Wasabi spicy dip
When it comes to wasabi, it has to be Shizuoka’s 
Tamaruya, which has carefully produced this dip 
using wasabi grown with no chemicals or fertilisers. 
It goes just as well with Western food such as 
carpaccio, pizza or salad.
JPY 609
Tamaruya Honten
http://www.tamaruya.co.jp

All prices include consumption tax. With cooperation from the Japan Tourism Agency

Country / region Prizes
Chosen by judges from the various target markets of the Visit Japan campaign 
as the items most appealing to their respective countries’ tastes and preferences
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IN JAPAN
Red-hot topics
from JAPAN

Souvenirs are both a joy and, at times, a source of frustration 
to travellers. In Japan, with its distinctive culture, items 
that might make the perfect, unique souvenir are constantly 

being invented or rediscovered.
In response, the Japan Tourism Agency holds an annual "Japanese 
Souvenir Contest" to pick out those souvenirs that would 
particularly appeal to foreigners, taking into account factors such 
as quality and design.
In this, its eighth, year, this contest attracted 720 entries from 

across Japan. The fi nal prize-winners have now been determined 
following fi nal judging by a panel including foreigners from 
intended target markets.
The Grand Prix went to the uchiwa fan-shaped gold-leaf Shiki 
serving plates produced in Ishikawa Prefecture and styled on 
Japan’s four seasons. These dishes also took out the Gold Prize in 
the "Traditional Japan" category.
Other Gold Prizes went to Kyoto-produced original mug-bottles 
designed to refl ect the city’s famous Gion district in the "Cool 

Japan" category, intended to convey the image of Japan's "new" 
culture, and to a pair of Suikyō cut glass tumblers by Tokyo’s 
Kamata Kirico in the “Luxury Japan” category, representing 
quality and elegance. The prize-winning items are intended for 
sale and display at Narita, Haneda, Chubu and Kansai Airports.
This month we feature the various award-winners. While some of 
the selections might raise eyebrows, it is ultimately, of course, a 
matter of taste. We hope they give you some ideas for your next 
trip to Japan!

Charming Japanese Souvenir Contest 2012
: as judged by foreigners

These fan-shaped serving plates are decorated 
with the designs of the four seasons 
(Shiki). The fan handles are 
playful bamboo forks. 
These gold-leaf works 
will allow you to 
appreciate the 
sparkle of gold 
and silver in your 
everyday life. 
5-piece set: JPY 
6,090.
Sakuda Gold 
& Silver Leaf 
Co., Ltd. 
http://www.
goldleaf-sakuda.
jp

Bronze Prize
Beckoning cat and daruma doll set
This souvenir set combines a beckoning cat, a lucky 
charm for money and customers, with an auspicious 
daruma doll. The golden cat and colourful daruma 
have a modern feel. JPY 525.
Ishikawabussan, Inc.
www.ishikawa-bsn.co.jp

KAMATA KIRICO Pair of Cut 
Glass Tumblers with modern 
design “SUIKYO”
These cut glass tumblers make use 
traditional Kirico techniques while boasting 
a design that will match the modern table, 
be it for an everyday meal or a special 
occasion.
JPY 31,500
Forest Co., Ltd (GLASS FOREST)
www.glassforest.co.jp

Bronze Prize
Omoshiro keshigomu (quirky 
erasers)
These erasers are in the form of 
everyday things such as sushi, 
vegetables and animals. They appeal to 
foreign tastes through the precision of 
their form; their rich variety; and their 
high quality. From JPY 53.
IWAKO INC.
http://www.iwako.com

Grand Prix & Traditional Japan Gold Prize
Uchiwa serving plates: "Four Seasons"

Traditional Japan category
Items that directly convey a sense of “Japan” 

Cool Japan category
Items that convey the progressiveness of Japan’s culture and technology

Luxury Japan category
Special items that convey Japan’s quality and elegance to foreigners 

Silver Prize
Tatami Clock

This work is crafted by an Aichi tatami 
artisan using tatami materials. It is perfect 
for “Japanese” interior design. Choose your 
favourite pattern for the numerals and hands. 
JPY 8,400.

Norimoto Tatami Shop 
http://www.norimoto-tatami.com

Gold Prize
Original 
mug-bottle
This Yamanaka-
nuri lacquered 
thermos depicts 
items themed 
after Kyoto’s 
Gion district: 
bells, cherry 
blossoms, geisha 
and sweets. It’s 
portable and 
eco-friendly, 
holding 260 mL. 
JPY 2,500.
Gion Izutsuya
http://www.izutuya-gion.jp

Silver Prize
Tatami-Pad iPhone case
This case is fully 
handmade by a traditional 
artisan using 100% pure 
Japanese reed. It is 
designed to capitalise 
on the fl exibility of 
tatami, making it 
a masterpiece in 
terms of both 
design and 
functionality. 
JPY 3,980.
SHIEN, 
LLC.
http://tatamipad.
blogspot.com.au/
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【
２
月
18
日
共
同
】

　
今
年
の
第
54
回
グ
ラ
ミ
ー
賞
で
、

最
優
秀
ア
ル
バ
ム
賞
な
ど
主
要
４

部
門
の
う
ち
最
優
秀
新
人
賞
を
除

く
３
部
門
を
制
し
、
一
躍
ヒ
ロ
イ

ン
へ
と
躍
り
出
た
ア
デ
ル
。

　
世
界
的
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
レ

デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
や
人
気
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
の
フ
ー
・
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ら
強
敵

を
抑
え
、
主
要
３
部
門
を
総
な
め

に
し
た
こ
と
で
� 

洋
楽
不
況 

�
の

日
本
で
も
注
目
を
集
め
る
存
在
と

な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
ア
デ
ル
っ
て
ど

ん
な
人
？

　
１
９
８
８
年
５
月
に
ロ
ン
ド
ン

で
生
ま
れ
、
現
在
23
歳
。
14
歳
で

芸
術
系
の
学
校
に
入
学
し
、
音
楽

を
学
ん
だ
ア
デ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
発
表
し
た
曲
が
話
題

と
な
り
、
２
０
０
８
年
に
デ
ビ
ュ
ー

【
ベ
ル
リ
ン
２
月
22
日
共
同
】

　
世
界
三
大
映
画
祭
の
一
つ
、
第

62
回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
は
、

短
編
部
門
で
和
田
淳
監
督
の
ア
ニ

メ
「
グ
レ
ー
ト
ラ
ビ
ッ
ト
」
が
最

高
賞
に
次
ぐ
銀
熊
賞
を
受
賞
。
青

少
年
向
け
映
画
の
部
門
で
も
、
東

日
本
大
震
災
後
の
日
本
か
ら
出
品

さ
れ
た
映
画
２
本
が
特
別
表
彰
を

受
け
た
。
さ
ら
に
原
発
事
故
の
被

害
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

が
、
脱
原
発
を
決
め
た
ド
イ
ツ
で

市
民
の
高
い
関
心
を
集
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

作
「
19
」
を
出
し
た
。

　
19
歳
の
彼
女
の
心
情
を
歌
っ
た

こ
の
作
品
は
全
英
チ
ャ
ー
ト
１
位

を
獲
得
。
米
国
で
も
高
評
価
を
受

け
、
09
年
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
で
最
優

秀
新
人
賞
に
輝
い
た
。
つ
ま
り
、

年
を
ま
た
い
で
主
要
部
門
を
完
全

制
覇
し
て
し
ま
っ
た
非
凡
な
才
能

の
持
ち
主
な
の
だ
。

　
数
字
上
で
も
証
明
す
る
か
の
よ

う
に
、
今
回
最
優
秀
ア
ル
バ
ム
賞

を
取
っ
た
「
21
」（
昨
年
発
売
）
は

世
界
で
１
６
０
０
万
枚
超
を
売
り

上
げ
る
大
ヒ
ッ
ト
作
に
な
っ
た
。

　
お
察
し
の
通
り
、
こ
の
作
品
に

は
「
21
歳
の
ア
デ
ル
」
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
グ
ラ
ミ
ー
の
受
賞
ス

ピ
ー
チ
で
「
ア
ル
バ
ム
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
誰
で
も
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
失
恋
」
と
話
し

　
▽
間
と
心
地
よ
さ

　
和
田
監
督
の
手
描
き
ア
ニ
メ
は
、

こ
れ
ま
で
も
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画

祭
な
ど
で
話
題
と
な
り
、
今
回
も

上
映
前
か
ら
期
待
す
る
声
が
聞
か

れ
た
。
ウ
サ
ギ
を
崇
拝
す
る
ふ
く

よ
か
な
人
物
が
、
お
か
し
み
の
あ

る
動
き
で
描
か
れ
た
。

　
お
笑
い
コ
ン
ト
が
好
き
と
い
う

監
督
が
こ
だ
わ
る
独
特
の
� 

間 

�

と
、
心
地
よ
さ
を
追
求
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
動
き
が
独
創
的
な
作

品
に
結
実
。
知
ら
ぬ
間
に
何
か
に

服
従
さ
せ
ら
れ
る
人
々
を
表
現
し
、

審
査
員
は
「
現
代
社
会
の
混
迷
を

示
し
、
本
質
を
読
み
解
い
た
」
と

評
し
た
。

　
震
災
で
被
害
を
受
け
た
日
本

の
作
品
に
は
、
現
地
の
子
供
の

た
彼
女
。
生
々
し
い
ま

で
に
血
の
通
っ
た
歌
詞

が
最
大
の
魅
力
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　「
あ
な
た
の
愛
が
残

し
た
傷
痕
が
二
人
の
こ

と
を
思
い
出
さ
せ
る
」

「
た
く
さ
ん
の
涙
が
流

れ
る
わ
深
い
と
こ
ろ
で

逆
巻
く
波
」
…
。
最
優

秀
楽
曲
賞
の
「
ロ
ー

リ
ン
グ
・
イ
ン
・
ザ
・

デ
ィ
ー
プ
」
の
歌
詞
に

は
、
オ
ン
ナ
の
情
念
が

描
か
れ
て
い
る
。

　
少
し
ふ
く
よ
か
な
体

か
ら
発
せ
ら
れ
る
低
音

の
歌
声
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
聴

く
人
の
心
を
強
く
揺
さ
ぶ
る
。

　
そ
う
、「
風
の
中
の
す
ば
る
�
〜

♪
」
と
い
う
よ
う
に
。
ん
ん
？
　

中
島
み
ゆ
き
！
　
そ
う
だ
っ
た
の

か
…
。
英
語
の
歌
で
あ
り
な
が
ら
、

ど
こ
か
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
の

は
「
み
ゆ
き
節
」
に
通
じ
る
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。

間
に
も
共
感
が
広
が
っ
た
。
14

〜
17
歳
向
け
映
画
部
門
で
上
映

さ
れ
た
平
林
勇
監
督
の
ア
ニ
メ

「
６
６
３
１
１
４
」
は
、
地
震
や
津

波
、
放
射
線
の
被
害
を
受
け
て
も
、

土
地
に
愛
着
を
抱
き
続
け
る
セ
ミ

が
登
場
す
る
。

　
▽
温
か
い
拍
手

　
10
代
の
審
査
員
は
「
映
像
と
音

響
が
一
体
と
な
っ
た
哲
学
的
で
多

層
的
な
傑
作
」
と
絶
賛
、
短
編
の

２
席
に
当
た
る
特
別
表
彰
と
な
っ

た
。

　
13
歳
以
下
向
け
映
画
部
門
で
は
、

２
児
の
母
で
も
あ
る
今
泉
か
お
り

監
督
の
「
聴
こ
え
て
る
、
ふ
り
を

し
た
だ
け
」
が
同
じ
く
特
別
表
彰

に
。
母
を
亡
く
し
た
少
女
が
喪
失

感
か
ら
立
ち
直
る
姿
を
描
き
、
今

泉
監
督
は
授
賞
式
で
「
地
震
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
日
本
に
少
し

で
も
希
望
を
持
っ
て
帰
れ
た
ら
」

と
涙
な
が
ら
に
ス
ピ
ー
チ
。
温
か

い
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　
革
新
的
で
実
験
的
な
作
品
を
集

め
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
部

門
で
、
上
映
会
場
が
毎

回
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ

た
の
は
、
船
橋
淳
監
督

の
「
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・

ネ
イ
シ
ョ
ン
」。
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
で
町
ご
と
県
外

避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
「
現
代
の
ノ
ア
の
箱

舟
」
と
な
っ
た
福
島
県

双
葉
町
の
人
々
を
記

録
し
、
上
映
後
の
質
疑

応
答
で
は
「
政
府
は
ど

う
対
応
し
た
の
か
」
な

ど
と
熱
心
な
質
問
が

相
次
い
だ
。

　
▽
反
原
発

　
津
波
と
原
発
事
故

の
被
害
の
途
方
も
な

い
広
が
り
を
見
せ
る

藤
原
敏
史
監
督
の
「
無
人
地
帯
」
や
、

岩
井
俊
二
監
督
が
原
発
に
反
対
し

始
め
た
知
人
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
「
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
　
ａ
ｆ

ｔ
ｅ
ｒ
　
３
・
11
」
も
上
映
。
震

災
後
の
日
本
を
多
角
的
に
見
せ
た
。

　
政
治
色
や
社
会
性
の
強
い
作
品

が
目
立
つ
ベ
ル
リ
ン
映
画
祭
だ
が
、

ヤ
ン
・
ヨ
ン
ヒ
監
督
の
「
か
ぞ
く

の
く
に
」
は
欧
州
の
記
者
か
ら
高

く
評
価
す
る
声
が
相
次
い
だ
。
北

朝
鮮
か
ら
日
本
へ
病
気
治
療
の
た

め
に
一
時
帰
国
す
る
男
と
在
日
の

家
族
を
、
国
家
が
引
き
裂
い
て
い

く
悲
劇
。
監
督
の
実
体
験
に
基
づ

い
て
お
り
、
国
際
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー

連
盟
賞
を
受
賞
し
た
。

23
歳
歌
姫
の

　
　
　
　
英
国
風
み
ゆ
き
節

ア
ニ
メ
に
銀
熊
、
原
発
に
関
心

日
本
人
の
受
賞
相
次
ぐ

アデル、グラミー総なめ

ベルリン映画祭報告

　
そ
う
い
え
ば
、
ラ
イ
ブ
で
見
せ

る
、
少
し
お
ち
ゃ
め
で
お
し
ゃ
べ

り
な
一
面
も
み
ゆ
き
さ
ん
に
似
て

い
る
。
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マ
ウ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
看
護
師

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
る
き
っ
か
け
は
？

　
出
身
は
静
岡
県
の
浜
松
市
で
東
京
の
大
学
の

英
文
科
を
卒
業
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
学
生

ビ
ザ
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
大
学
１
年
生
の
夏
休
み
に
、
初
の
海
外
旅
行

で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
時
に
日
本
と
は
違
っ
た
世
界
を
見
て
、
海

外
は
こ
ん
な
に
楽
し
い
ん
だ
と
思
っ
た
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
味
を
占
め
て
し
ま
い
ま
し
て
、
大

学
時
代
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
お
金
を
た
め
て
は
カ

ナ
ダ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
掛
け
て
ま
し
た
。

　
最
後
に
行
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
で
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
世
界
各

国
か
ら
来
た
人
た
ち
に
接
し
、
私
の
限
ら
れ
た

英
語
で
も
こ
ん
な
に
仲
良
く
な
れ
る
の
だ
か
ら
、

も
っ
と
話
せ
た
ら
、
さ
ら
に
楽
し
め
た
ん
だ
ろ

う
な
と
い
う
後
悔
と
い
う
か
、
次
は
も
っ
と
頑

張
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
た
だ
、
た
だ
、
英
語
を
学
び
た
い
と
い

う
一
心
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
留
学
と
い
う
道

を
選
び
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
パ
ー
ス
を
選
ん
だ
理

由
は
？

　
そ
の
こ
ろ
は
ア
メ
リ
カ
で
テ
ロ
が
あ
っ
た
り
、

イ
ギ
リ
ス
は
物
価
が
高
か
っ
た
り
と
い
う
の
も
あ

り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
と

母
の
友
人
の
娘
さ
ん
が
、
パ
ー
ス
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
て
い
た
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
て
。

　
母
は
「
今
し
か
な
い
ん
だ
か
ら
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
父
に
は

「
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
。
浜
松
に
帰
る
か
東
京

で
仕
事
し
な
さ
い
」
と
反
対
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
父
の
こ
と
は
１
年
か
け
て
説
得
し
ま
し
た
。

留
学
の
コ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た

の
で
す
か
。

　
ま
ず
英
語
の
勉
強
、
そ
し
て
留
学
す
る
か
ら
に

は
シ
ェ
フ
で
も
会
計
士
で
も
何
か
資
格
を
取
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
で
「
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
看
護
師
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
内

容
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
目
に
し
ま
し
て
、「
ア
ッ

こ
れ
が
い
い
！
」
と
そ
の
場
で
学
校
も
決
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
英
語
が
勉
強
で
き
て
、
資
格
も
取

れ
た
ら
一
石
二
鳥
な
ん
て
軽
い
ノ
リ
で
い
ま
し
た

ね
。
母
親
が
看
護
師
で
し
た
の
で
、
そ
の
影
響
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

英
語
の
実
力
は
か
な
り
あ
っ
た
？

　
英
文
科
を
出
て
い
な
が
ら
満
足
の
い
く
英
語
力

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
就
職
せ
ず
に
留
学
し
た

い
と
思
っ
た
理
由
は
、
そ
こ
に
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
シ
テ
ィ
ー
の
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
で
英
語
の
コ
ー
ス

に
２
カ
月
間
通
い
、
そ
の
後
ジ
ュ
ン
ダ
ラ
ッ
プ

校
の
准
看
護
師
の
資
格
を
取
る
た
め
の
１
年
半
の

コ
ー
ス
に
、
ギ
リ
ギ
リ
の
成
績
で
入
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
授
業
は
か
な
り
大
変
で
、
今
も
う
一
度
や
れ

と
言
わ
れ
た
ら
で
き
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
最
初

は
全
く
英
語
が
聞
き
取
れ
ず
、
た
だ
ポ
カ
ー
ン

と
す
る
だ
け
で
し
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と

思
い
、
授
業
を
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
と
り
、

家
に
持
ち
帰
っ
て
は
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
に
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

１
年
半
で
無
事
コ
ー
ス
も
終
え
ら
れ
た
？

　
短
い
コ
ー
ス
な
の
で
、
毎
日
の
よ
う
に
テ
ス
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。 

毎
回
の
よ
う
に
落
ち
て
い

た
の
で
、
放
課
後
に
は
再
テ
ス
ト
。
こ
の
こ
と
を

英
語
で
Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｔ
っ
て
い
い
ま
す
け
ど
、
先
生

か
ら
は
Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｔ
　
Ｑ
ｕ
ｅ
ｅ
ｎ
と
か
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
病
院
実
習
の
試
験
も
一
度
は
英
語
で
落
と
さ
れ

た
り
し
ま
し
た
が
、
教
官
の
先
生
に
「
英
語
は
時

間
が
解
決
し
て
く
れ
る
か
ら
。
い
い
ナ
ー
ス
に
な

れ
る
っ
て
こ
と
は
信
じ
て
い
る
か
ら
」
と
励
ま
さ

れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
今
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
の
で
す
が
、
試
験
も
実

習
も
２
度
経
験
で
き
た
の
で
、
む
し
ろ
ラ
ッ
キ
ー

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
１
年
半
は
ほ
ん
と

辛
（
つ
ら
）
い
思
い
を
し
ま
し
た
け
ど
、
先
生
に

も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
も
恵
ま
れ
て
、
皆
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
や
り
切
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
学
生
時
代
、
一
緒
に
住
ん
で
い
た
ホ
ス

第 45回

片か
た
ふ
ち渕 

彩さ
い
こ子 

さ
ん

看
護
の
仕
事
が
申
し
訳
な
い
く
ら
い
大
好
き

　
前
回
の
ジ
ョ
ン
・
ペ
テ
ッ
ト
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
た
の
は
、
マ
ウ
ン

ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
胸
部
心
臓
外
科
で
看
護
師
と
し
て
働
く
片
渕
彩
子
さ
ん
。

日
本
で
看
護
職
の
経
験
が
な
い
片
渕
さ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
資
格
を

手
に
入
れ
た
の
か
、
そ
の
道
の
り
と
今
後
を
伺
っ
た
。

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
に
リ
サ
と
い
う
女
性
が
い

る
の
で
す
が
、
彼
女
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
に
も
励
ま

さ
れ
、
今
や
大
親
友
の
一
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
理
解
の
あ
る
両
親
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。「
嫌

に
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
帰
っ
て
く
れ
ば
い
い
じ
ゃ

な
い
」
な
ん
て
言
っ
て
く
れ
て
ま
し
た
け
ど
。
で

も
、
そ
う
言
わ
れ
る
た
び
に
「
負
け
ら
れ
な
い
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
ね
。

そ
れ
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
余
裕
な
ど

な
か
っ
た
？

　
最
初
は
余
裕
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
け

ど
、
先
生
か
ら
「
病
院
で
働
け
ば
実
践
で
英
語
も

学
べ
る
か
ら
」
と
看
護
助
手
の
仕
事
を
ほ
ぼ
強
制

的
に
始
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
老
人
ホ
ー
ム
や
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ス
ホ
ス
ピ
タ
ル

な
ど
の
病
院
で
働
き
ま
し
た
が
、
最
初
は
「
よ
く

そ
の
程
度
の
英
語
で
や
っ
て
い
ら
れ
る
わ
ね
」
と

か
言
わ
れ
、
悔
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
英
語
で
出
て
こ
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
例
え
ば
「
体
を
ず
ら
し
て
」「
足
を

引
い
て
」「
こ
こ
に
つ
か
ま
っ
て
」
と
か
、
そ
ん

な
こ
と
が
患
者
さ
ん
に
言
え
な
く
て
苦
労
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
人
に
と
っ
て
は
知
っ
て
い
て
当
た

り
前
の
英
語
が
出
て
こ
な
い
ん
で
す
。
授
業
で
は

そ
こ
ま
で
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
し
、
毎
日
毎
日

ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
て
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。

准
看
護
師
の
資
格
を
取
ら
れ
た
後
は
？

　
資
格
が
取
れ
た
の
で
満
足
だ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
ち
ら
の
准
看
護
師
の
資
格
で
は
日
本
で
働
け
な

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
取
っ
た
の
に
正
看

護
師
ま
で
進
ま
な
け
れ
ば
ど
う
す
る
の
と
い
う
気

持
ち
と
、
日
本
へ
帰
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず
、
取
れ
た
資

格
で
働
い
て
み
よ
う
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

の
ビ
ザ
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　
３
カ
月
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
、
老
人

ホ
ー
ム
や
派
遣
会
社
経
由
で
い
ろ
ん
な
病
院
で
働

か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
う
ち
、
や
は
り
正
看
護

師
の
資
格
を
取
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
。

　
学
生
ビ
ザ
に
切
り
替
え
、
エ
デ
ィ
ス
コ
ー
ワ
ン

大
学
の
正
看
護
師
バ
チ
ェ
ラ
ー
コ
ー
ス
に
編
入
し

ま
し
た
。
大
学
で
は
少
し
時
間
に
も
余
裕
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
の
２
年
間
は
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
に

比
べ
れ
ば
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
日
本
人

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
い
た
の
で
互
い
に
助
け
合
っ

た
り
も
で
き
ま
し
た
し
。

大
学
時
代
、
病
院
実
習
で
得
た
も
の
は
？

　
実
習
で
は
い
く
つ
か
の
病
院
で
さ
ま
ざ
ま
な
病

棟
を
看
（
み
）
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
得
意
分

野
も
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
末
期
の
患
者
さ
ん
や
寝
た
き
り
の
患
者
さ
ん
を

お
世
話
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
看
護
す
る

立
場
以
上
に
彼
ら
に
感
情
移
入
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
外
科
等
の
速
い
ス
ピ
ー
ト
で
動

い
て
い
く
科
が
自
分
に
は
向
い
て
い
る
と
思
い
始

め
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
で
す
ね
。

そ
れ
で
現
在
は
心
臓
外
科
に
？

　
は
い
。
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
、
大
学
時

代
か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
た

病
院
で
、
こ
こ
の
胸
部
心
臓
外
科
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。

　
大
学
卒
業
時
に
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
迷
い
ま
し

た
け
ど
、
こ
の
病
院
の
心
臓
外
科
が
自
分
に
最
も

合
っ
て
い
る
と
思
い
、
そ
れ
を
極
め
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
看
護
の
仕
事
を
極
め
れ
ば
、

自
分
に
自
信
が
持
て
る
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　
今
の
上
司
は
「
私
の
仕
事
は
病
院
内
の
看
護
を

円
滑
に
進
め
な
が
ら
、
看
護
師
一
人
一
人
を
育
て

て
い
く
の
が
役
目
」
と
言
っ
て
く
れ
る
、
理
解
の

あ
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
シ
ド
ニ
ー
や
メ
ル
ボ
ル

ン
の
病
院
に
短
期
派
遣
で
働
い
た
こ
と
も
。
他
の

都
市
の
病
院
で
働
い
て
帰
っ
て
く
る
と
、
自
分
は

恵
ま
れ
て
い
る
な
と
再
確
認
で
き
た
り
も
し
ま

す
。
い
ろ
ん
な
病
院
で
働
く
こ
と
で
、
度
胸
も
つ

い
て
、
余
裕
も
で
き
ま
し
た
。

今
の
職
場
で
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
例
え
ば
末
期
の
患
者
さ
ん
に
接
す
る
際
、
日
本

語
で
も
何
て
声
を
掛
け
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い

の
に
、
英
語
で
何
て
言
葉
を
掛
け
れ
ば
い
い
ん
だ

ろ
う
？
と
い
う
状
況
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
自
分
の
英
語
力
の
な
さ
に
つ
ま
ず
く
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
く
ら
い
で
す
か
ね
。
そ
の

分
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
慎
重
過

ぎ
る
く
ら
い
慎
重
に
な
り
ま
す
ね
。

　
看
護
の
仕
事
が
申
し
訳
な
い
く
ら
い
大
好
き

で
、
仕
事
に
行
く
の
が
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
ん

で
す
。
た
ま
た
ま
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
で
目

に
し
た
小
さ
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
こ
ん
な
好
き

な
仕
事
が
見
つ
か
る
な
ん
て
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
今
や
っ
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
分
の
患

者
さ
ん
を
看
な
が
ら
、
全
て
の
患
者
さ
ん
を
把
握

し
つ
つ
、
ド
ク
タ
ー
の
回
診
も
担
当
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
当
面
は
こ
の
仕
事
に
専
念
し
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
病
院
内
で
研
修
、
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
こ
の
分
野
で
も
う
少

し
上
の
資
格
を
取
り
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
で
選
ん
で
歩
ん
で
き
た
人
生
の
よ
う
で
す

が
、
一
生
懸
命
進
ん
で
い
く
途
中
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
出
会
い
、
そ
の
人
た
ち
が
支
え
て
く
れ
て
い
る

の
だ
と
実
感
し
な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
期
一
会
、
出
会
う
全
て
の
人
々
や

経
験
に
日
々
感
謝
で
す
ね
。

で
は
、
次
の
方
を
ご
紹
介
願
い
ま
す
。

　
看
護
学
生
時
代
に
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
お
母
さ
ん
を
介
し
て

知
り
合
っ
た
ガ
ン
ト
ス
・
有
希
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

　
今
で
は
何
か
あ
る
と
真
っ
先
に
相
談
し
て
し
ま

う
お
姉
さ
ん
的
、
絶
対
的
な
存
在
で
、
彼
女
が
イ

エ
ス
と
言
え
ば
全
て
イ
エ
ス
な
ん
で
す
。
明
る
く

て
、
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
、
憧
れ
の
女
性
で
す
ね
。

　
長
く
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
州
政
府
で
働
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
、
リ
オ
テ
ィ
ン
ト
社
に
転

職
な
さ
い
ま
し
た
。
興
味
深
い
話
を
聞
け
る
と
思

い
ま
す
よ
。
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た画家、シェーン・モードの展覧会。オースト

ラリアのアウトバックを描き続けるモードの

最新作を展示する。開館日は毎週水〜日曜日。

■ UN Women Australia International  

 Women's Day Breakfast

３月９日（金）午前７時〜９時

Perth Convention and Exhibition Centre：21 

Mounts Bay Rd, Perth

３月８日の国際女性デーを記念し、朝食・講

演会を開催。ゲストスピーカーはジャーナリ

ストで海外特派員のサリー・サラ。イベント

で募った寄付金は、太平洋地域における女性

への暴力、ハラスメント、差別をなくすため

のプログラムに充てられる。

料金：一般＄60、コンセッション、学生＄45

チケット：www.internationalwomensday.org.au

■ City of South Perth‐WesTrac Fiesta  

 Concert

３月 10 日（土）午後４時〜午後９時

Sir James Mitchell Park：Coode St, South Perth

「オペラ座の怪人」「キャッツ」「ジーザス・ク

ライスト・スーパースター」などのミュージ

カルから、おなじみの歌を披露。入場無料。

子供向けアクティビティーもいっぱい。

www.southperth.wa.gov.au

■ Alliance Française French Film 

 Festival

３月 21 日（水）〜４月９日（月）

Cinema Paradiso：164 James St, Northbridge

Luna on SX：13 Essex St, Fremantle

Windsor Cinema：98 Stirling Hwy, Nedlands

フランスの文化と言語を広めるために企画さ

れたイベントで、今年で 23 回目を迎える。ア

クション、ロマンス、コメディー、アニメ、

ドキュメンタリーなど 40 本以上の作品を上

映。上演作品詳細は www.affrenchfilmfestival.

org で。

料金：一般＄17、コンセッション＄14、子供

＄12

チケット：Cinema Box Office、または https://

lunapalace.com.au 

とを夢見ているシンガーソングライター、妊

娠中のウェイトレス、トラウマを抱えた郵便

局員など、重荷を背負って生きる６人が成長

する様を描く。

料金：一般＄20、コンセッション＄15

チ ケ ッ ト：（08）9367-8719、 ま た は

oldmilltheatre@iinet.net.au。

■ New York's Les Ballets Eloelle ‘Men 

 in Pink Tights’

３月 17 日（土）午後８時

Albany Entertainment Centre：2 Toll Pl, Albany

23 日（金）＆ 24 日（土）午後８時

Regal Theatre：474 Hay St, Subiaco

ビクター・トレビーノ率いる男性バレエダン

サーによる舞台。男性と女性に扮したダンサー

たちが、クラシックバレエと現代バレエをパ

ロディー化。プロの踊りと冗談で観客を笑い

の渦に巻き込む。

料金：（Albany）一般＄69.90、コンセッショ

ン＄59.90、子供（３〜 15 歳）＄44.90

　　：（Regal）＄59.90 〜＄280

チケット：BOCS（Albany）、Ticketek（Regal）

■ Dickens' Women

３月 30 日（金）午後８時、31 日（土）午後

２時＆８時

His Majesty's Theatre：825 Hay St, Perth

「ハリー・ポッター」にも出演したイギリス女

優ミリアム・マーゴリーズの一人劇。チャール

ズ・ディケンズ生誕 200 年を記念し、作品に

登場する 23 人のキャラクターに命を吹き込む。

料金：一般＄69 〜＄89、コンセッション＄59

〜＄79、学生＄39 〜＄59、子供（16 歳以下）＄39

チケット：BOCS

■ Mary Poppins　

３月 30 日（金）〜６月３日（日）＊時間要

確認

Burswood Theat re：Great Eas te rn Hwy , 

Burswood

オーストラリアの作家パメラ・トラバース原

作のミュージカル「メリー・ポピンズ」。求人

広告を見てやって来た魔法が使えるナニーと

子供たちが繰り広げる、笑いと愛情あふれる

ストーリー。

料金：＄40 〜＄222.50

チケット：Ticketek

■ Dorothy The Dinosaur's Beach Party

３月 31 日（土）午前 10 時＆午後 12 時 30 分

Subiaco Arts Centre：180 Hamersley Rd, 

Subiaco

ドロシーとその仲間たちが繰り広げる歌とダ

ンスが満載のビーチパーティー。「キャン・

ユー」「ハビング・ファン・アット・ザ・ビー

チ」「モンキー・ダンス」など、みんなが大好

きな歌がいっぱい。

料金：＄24.50

チケット：BOCS

■ Nautique Perth Night Jump and  

 Waterski Competition

３月 23 日（金）午後４時

Burswood Water Sports Centre：Camfield Dr, 

Burswood

パース市街を背景にスワンリバーで行われる

第２回水上ジャンプ競技大会。フレディー・

クルーガー、ライアン・ドッド、ダミアン・

シャーマンなど、男女の世界チャンピオンや

世界記録保持者が出場。

www.perthnightjump.com

■ Channel Seven Mandurah Crab Fest

３月 17 日（土）＆ 18 日（日）午前 10 時

Eastern Foreshore：Mandurah Tce, Mandurah

２日間にわたるフェスティバル。ライブ・パ

フォーマンスや料理の実演、出店、ウェイク

ボードやウォータースキーなどのスポーツ

ゲームもあり。土曜の夜には花火が打ち上げ

られる。

www.mandurah.wa.gov.au

■ Shane Moad Exhibition‐From the  

 Outback to the Sea

〜３月 30 日（金）午前 10 時〜午後４時

York Mill Gallery：10 Henrietta St, York

風景画のカテゴリーでさまざまな賞を受賞し

BOCS

Tel:（08）9484	1133/1800	193	300

www.bocsticketing.com.au

Moshtix

Tel:	1300	438	849	

www.moshtix.com.au

Ticketmaster

Tel:136	100

www.ticketmaster.com.au

TICKETEK

Tel：132	849

www.ticketek.com.au	

パース市内の主なチケット・アウトレット

＜ BOCS ＞

Perth	Concert	Hall：5	St.George's	Terrace

His	Majesty's	Theatre：825	Hay	Street

＜ Ticketmaster ＞

Cloisters	Newsagency：863	Hay	Street	

＜ TICKETEK ＞

Pharmacity：717	Hay	Street	Mall

※イベント開催日時、会場、料金等は予告

なしに変更されることがありますので、ご

確認の上お出かけください。

※チケットには別途手数料が適用される

場合があります。

■ 西オーストラリア交響楽団（WASO）

チ ケ ッ ト：www.waso.com.au WASO Box 

Office、または BOCS

□ Tchaikovsky's Piano Concerto

３月９日（金）＆ 10 日（土）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

ロシア出身の指揮者アレクサンドル・ラザレ

フとウズベキスタン出身のピアニスト、ベフ

ゾド・アブドゥライモフを迎えての公演。演

目はリストの交響詩「プロメテウス」、チャイ

コフスキーのピアノ協奏曲第１番、プロコフィ

エフの交響曲第５番。

料金：一般＄30 〜＄90、コンセッション＄25

〜＄80、30 歳未満＄15 〜＄40

□ Organ Spectacular

３月 16 日（金）＆ 17 日（土）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

ジョセフ・ノーランによるパイプオルガンの

演奏。演目はプロコフィエフの交響曲第１番

（古典交響曲）、プーランクのオルガン協奏曲、

サン＝サーンスの交響曲第３番「オルガン付

き」。

料金：一般＄30 〜＄82、コンセッション＄25

〜＄72、30 歳未満＄15 〜＄40

□ Mendelssohn's Violin Concerto

３月 23 日（金）＆ 24 日（土）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

ロシアの若きヴァイオリニスト、サーシャ・

ロジェストヴェンスキーと WASO の共演。演

目はベートーヴェンの「エグモント」、メンデ

ルスゾーンのヴァイオリン協奏曲ホ短調、ス

クリャービンの交響曲第２番。

料金：一般＄30 〜＄82、コンセッション＄25

〜＄72、30 歳未満＄15 〜＄40

□ Mendelssohn & Mustonen

３月 30 日（金）午後２時

St Mary's Cathedral：17 Victoria Sq, Perth

荘厳なセントメアリー大聖堂で行われる室内

音楽会。オッリ・ムストネンの九重奏曲第２

番と、完成度の高さで有名なメンデルスゾー

ンの弦楽八重奏曲変ホ長調を、WASO の弦楽

器奏者が優雅に奏でる。

料金：＄35

■ Towards Light

３月 12 日（月）午後７時

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

オーストラリア弦楽四重奏団による演奏。演

目はオーストラリアの作曲家ピーター・スカ

ルソープの「カカドゥ」、ドヴォルザークの弦

楽四重奏曲第 10 番変ホ長調作品 51、ショス

タコーヴィチのピアノ五重奏曲。ピアノ奏者

はダニエル・デ・ボラー。

料金：一般＄62、コンセッション＄48、学生、

子供（４〜 18 歳）＄22

チケット：BOCS

■ Johnny Clegg

３月 13 日（火）午後８時

Burswood Theat re：Great Eas te rn Hwy , 

Burswood

グラミー賞を受賞した南アフリカのジョニー・

クレッグによる「ヒューマン・ツアー」。ポッ

プ音楽とアフリカのズールーの音楽を組み合

わせた独特のリズムとハーモニーで観客を魅

了する。

料金：＄89.90 〜＄180

チケット：Ticketek

■ Belinda Carlisle

３月 16 日（金）午後８時

Mandurah Performing Arts Centre：Ormsby Tce, 

Mandurah

アメリカの歌手ベリンダ・カーライルのコン

サートツアー。女性だけのロックバンドとし

て 1980 年代前半に人気を博したゴーゴーズの

元ヴォーカル。「アウア・リップス・アー・シー

ルド」「ウィ・ゴット・ザ・ビート」などを熱

唱する。

料金：＄69

チケット：www.manpac.com.au

■ Virgin Warrior

３月１日（木）〜 10 日（土）午後８時、11 日（日）

午後２時

Phoenix Theatre：Cnr of Rockingham Rd ＆ 

Carrington St, Hamilton Hill

３月 17 日（土）午後５時 30 分

Perth Supreme Court Gardens：Riverside Dr, 

Perth

1980 年代のバラードからロック、賛美歌など

ドラマティックな歌と音楽を織り交ぜて、15

世紀の英仏百年戦争でフランスを救った英雄

的女性ジャンヌ・ダルクを描く。

料金：一般＄20、コンセッション＄15

チケット：www.trybooking.com

■ Mindgame

３月２日（金）〜 17 日（土）午後８時（11

日は午後７時）

Playlovers：Hackett Hall, Draper St, Floreat

刑事責任を問われた患者用の精神病院を舞台

に、犯罪小説作家マーク・スタイラーが連続

殺人犯をインタビューする。ブラックユーモ

アをちりばめた心理スリラー劇。

料金：一般＄20 〜＄25

チケット：bookings@playlovers.org.au

■ The Goat, or Who is Sylvia? 

３月８日（木）〜 17 日（土）午後８時（11

日は午後２時公演もあり）

Melville Theatre：Cnr of Stock Rd and Canning 

Hwy, Palmyra

ニューヨークで建築家として活躍している男

が、ある日突然「シルビア」と呼ぶ山羊と恋

に落ちる。「ヴァージニア・ウルフなんかこわ

くない」のエドワード・オールビーによる不

条理劇の傑作。

料金：一般＄17、コンセッション＄13

チケット：（08）9330-4565、または melvil le.

theatre.company@gmail.com

■ Flesh Wounds

３月９日（金）〜 24 日（土）午後８時（18

日は午後２時公演もあり）

Old Mill Theatre：Mill Point Rd, South Perth

アルコール依存症の大道芸人、有名になるこ

SBS ラジオ日本語放送
（パース 96.9FM）

毎週火曜  午後 10 時〜 11 時

その他

フェスティバル

シアター

スポーツ

コンサート
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TENKADORI YAKITORI RESTAURANT
焼鳥レストラン「天下鳥」
Shop 5/502 Hay St. SUBIACO
(08)9382-2291 www.tenkadori.com.au
備長炭による焼鳥は格別。テイクアウト
も可。開店 3 年目を迎え、皆様に一層喜
んでいただける店作りに励んで参ります。

ビジネスクラシファイド

NORTHBRIDGE ENGINE FIT & AUTO SERVICE
ノースブリッジ エンジン フィット オート サービス
402 Newcastle St. NORTHBRIDGE, WA 6003
☎ 0422-237-728  日本語 ／ (08) 9328-9198
丁寧確実な整備点検 & 一般修理を心掛け
ています。軽自動車から高級外車まで幅
広く取り扱っています。牽引車有。日本
人経営。ゆかまでお問い合わせ下さい。

Satomi Hair on Wheels
サトミ・出張ヘアーサービス
☎ 0415-200-119 / (08) 9227-6629
ヘアーカット、パーマ（＋デジタルパー
マ、縮毛矯正）、カラー（＋ヘナ）
日本の材料を使用しております。
お気軽に御利用下さい。

Pelvis Body Make Exercise    AKKO
骨盤ネジ締めボディメイクエクササイズ
☎ 0417-546-872/akkocchan@hotmail.com
ゆがんだ骨盤を正しい位置に導き、体を
バランスよく整えます。加齢や出産によ
ってゆるんだ骨盤底筋を引き締め、尿漏
れ・肩こりの改善にも効果あり。

RYOKO for Hair
出張ヘアデザイン
☎ 0423-937-192 / ryoko4hair@yahoo.co.jp
パ ー マ、 カ ラ ー、 ヘ ナ、 ウ ェ デ ィ ン グ
ヘアメイク。カット $35 〜。ご予約はお
早めに！　営業時間：平日９時半〜３時
予約状況は　http://ryoko4hair.client.jp/

LET'S RELAX MASSAGE in Perth
レッツ・リラックス・マッサージ
125 Barrack St. PERTH, Loi's Supermart 上階
☎ (08) 9221-1001 ストレスにはボディ、
指圧、リフレクソロジー等マッサージを。
経験豊富な日本人セラピスト常駐。飛入
歓迎。$40/30 分、$70/60 分。年中無休。

AI HAIRDRESSING
日本人美容師
☎ 0487-399-043 / mei20040816@yahoo.co.jp
日本の材料でのパーマ；ストレート；
カラー；ウェディングヘアメイク。
出張可能（費用別）カットカラー $80~
お気軽にお電話下さい。

BILLABONG Backpackers Resort
ビラボン・バックパッカーズ・リゾート
381 Beaufort  Street, HIGHGATE, 6003
☎ 	(08) 9328-7720    Fax (08) 9328-7721
四ツ星保持。清潔で市内やノースブリッ
ジ近。朝食、出迎え、卓球、プール、バ
レーコート等全て無料。2007 年西豪州ベ
ストバックパッカー受賞。2008 〜 10 年は
３年連続ファイナリスト受賞。１泊 $25 〜Rich & Co.

西田　洋
350 Walcott Street, MT LAWLEY, WA 6050
☎ (08) 9276-7092（自宅 )	/	0413-354-878
nhiroshi1005@hotmail.com　パース在 32 年 。
住 宅 売 買 、借家のご相談承ります。迅速、
誠実、経験豊富。お気軽にどうぞ

ALTITUDE real estate
不動産のことならアルティチュードへ

Suite 6/8 Alvan St. SUBIACO, WA 6008
豊富な経験を生かし 、安心して暮らせる

『住み心地の良い家』をご紹介致します。
皆様に喜んでいただけるよう専心努力を
致します。携帯：0417-273-739
担当：細川貢司　koji@altitudere.com.au
www.estatequest.com.au　( 日本語 )

REGENT CAKES
リージェント・ケーキ
10/45 Francis Street, NORTHBRIDGE, WA
☎  (08) 9227-8081
元有名ホテル勤務のケーキ職人が腕を振
るう店。人気のアンパンは、早めに買う
ことをお勧め。                        　  水曜定休

LOI'S (Lion Oriental Foods Co.）
 ロイズ ( ライオンオリエンタルフーズ）
13 Fitzgerald Street, NORTHBRIDGE
☎ (08) 9228-9898   Fax (08) 9228-8669
日本食品はパース最大の品揃えスーパー。
毎土曜日は日本の食料品とお酒を $10 以
上お買い上げで 10％引き。セール品も要
チェック。日本のビール、酒、焼酎、梅
酒も西豪州最大の品揃え。駐車場完備。

LOI'S Eastern Supermart
 ロイズ イースタン スーパーマート
125 Barrack St. PERTH /☎ (08) 9221-1001 
シ テ ィ 中 心。 日 本 食 品 の 品 揃 え 豊 富。
セール品多数。是非お立寄り下さい。
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 　西豪州政府観光局／ W.A. Visitor Centre
    55 William St, Perth W.A. 6000
 　☎ 1300 361 351

 　移民・市民権局／ The Department of   
   Immigration and Citizenship
   836 Wellington Street, West Perth
 　☎ 13 18 81

 　税務署／ Australian Taxation Office
 　45 Francis St., Northbridge W.A. 6003
 　☎ 13 28 61

■ 在豪日本国大使館／ Embassy of Japan, Canberra
 　☎ (02) 6273 3244   www.au.emb-japan.go.jp

■ 在パース日本国総領事館
 　The Consulate-General of Japan in W.A.
 　U22 / Level 2, 111 Colin St
 　West Perth     ☎ (08) 9480 1800
 　www.perth.au.emb-japan.go.jp

■（法）西豪州日本人会
 　Japanese Association of W.A. (Inc.)
　 パース日本商工会議所
 　Japan Chamber of Commerce and 
 　Industry in Perth Inc.
 　☎ (08) 9285 1765
 jccip@iinet.net.au

■（法）西豪州日本クラブ
 　Japan Club of W.A. Inc.
 　Mr. Katsuhiro Shirakawa   
　 ☎ (08) 9455 3309

■（法）豪日協会
 　Australia - Japan Society (W.A.) Inc.
　 ☎ (08) 9365 7137

■ 社会福祉法人 「サポートネット 虹の会」
 　☎ 0403-530 928 

■  兵庫文化交流センター
 　Hyogo Prefectural  Government Cultural
 Centre
 　☎ (08) 9385 9002

■ パース日本人学校
 　The Japanese School in Perth  ☎ (08) 9285 1758
 　www.japaneseschool.wa.edu.au

■ ジェトロ・シドニー・センター
 　JETRO Sydney  ☎ (02) 9276 0100 

日本関連機関

政府関連機関

■ 緊急電話／ Emergency Calls 000
 ① Fire ( 消防）、Police ( 警察）、Ambulance ( 救急）
 ② 住所と状況を伝える

■ ガス／ Gas　　13 13 52

■ 水道／ Water　 13 13 75

■ 電気／ Electricity　 13 13 51

■ 番号案内／ Directory Assistance
 　豪州国内　12 23 
 　海外　12 25 

■ 電話の故障／ Telephone Faults
 　一般家庭用　　13 22 03
 　業務用　　13 29 99
 　携帯電話　　018 018 111
 　回線不良  （国内）　　11 00
    　             （国際）　　12 21

■ タクシー／ Taxis
 　スワン　　13 13 30
 　ブラック＆ホワイト　　13 10 08

その他

主要機関連絡先 Yellow Pages

     The articles that the Japan Australia News prints are correct at 
the time of printing but please note that there is a possibility that 
information may change after printing. In regard to advertisements 
and articles written by contributors outside of the Japan Australia 
News, the opinions expressed do not necessarily reflect the 
opinions of the Japan Australia News. Reproduction without 
permission of any article, photograph or illustration printed in the 
Japan Australia News is strictly prohibited.
     It is a condition of advertising in the Japan Australia News 
that the advertisement does not breach the Commonwealth 
Trade Practices Act (1974) or Copyright Act (1968), or the 
Western Australian Sale of Goods Act (1895) or Fair Trading 
Act (1987). However, please note that the Japan Australia News 
does not guarantee the absence of breaches or the reliability 
of advertisements, nor does it accept responsibility for such 
breaches.

お　こ　と　わ　り
　弊社では、本紙掲載記事の正確さに万全を期しており
ますが、掲載後にデータや情報が変更になる場合もござ
いますのでご了承ください。また、広告、社外寄稿者の
記事に関しては、必ずしも社の見解を反映した内容では
ないことをお断りいたします。
　なお、掲載記事、写真、図版の無断転載を禁じます。
　掲載の広告内容は連邦公正取引法（1974 年）または
著作権法（1987 年）、西オーストラリア州商品販売法

（1895 年）または公正取引法（1987 年）、およびこれら
の法律に類似する法律の規定に違反するものではないこ
とを条件にしていますが、広告の内容や信憑性に関して
の責任は負いかねますのでご了承ください。

編集長	 高橋　隆幸
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JA NEWS 2012 年４月号は、３月 30 日 ( 金 ) 発行の予定です。
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※毎月末日発行を予定しておりますが、配送の都合により多少遅れる場合もあります。各所配布部数には限りがあります。確実に入手なさりたい方は定期発送お申し込みをお勧めします（P	17参照）。

JA NEWS　主要配布スポット

■ Murdoch 
Murdoch University (Japanese 
  Department)
■ Myaree 
Hanaro Mart
Perth Kimchi
Yee Seng Oriental Supermarket
■ Nedlands 
Kido Restaurant
Kongs Oriental Store
Sunazuka Perth Holistic Acupuncture
■ Northbridge 
Arigataya
Central TAFE
Lion Oriental Foods
MC Beauty
OOPS! JAPAN
Regent Cakes
■ Perth
Billabong Backpackers Resort
Blue Tourist & Student Centre
hair plus 
H.I.S.
Jaws Mint Restaurant
Loi's

■ Victoria Park
Japanese Cafe Ulara
Inter Continental Perth Burswood
■ Vines
The Vines Resort & Country Club
■ Welshpool 
Meijin Garage
■ West Perth
Consulate-General of Japan
■ Whitford
Kobe Sushi
■ Winthrop
City Travel Centre
Sakura Japanese Foods
■ Yokine
Aoi Japan

																																																			（順不同）

Macs Link
Maruyu
Matsuri Restaurant
Milner English College
Nao Japanese Restaurant
Nichigo Centre
Nihongo Iryou Centre 
Rainbow Lodge
Restaurant Jun
Roselle Hair Lounge
TAKA'S Kitchen
WA Tourist Centre
Zensaki Restaurant
■ Rockingham
Regional Campus Community Library
■ Shelly
Kahmon Restaurant
■ Subiaco
Brilliant Hair
Green Tea House
Nippon Food Supplies
Moisteane
Tenkadori
Toraya Restaurant
Zen Restaurant

■ Albany
Albany Public Library
■ Applecross
Ohnamiya
■ Bassendean
Suisen
■ Bunbury
International College of English
Kokoro Japanese Restaurant
■ Beaconsfield
Challenger TAFE
■ Bentley
Curtin University (Japanese Department)
Curtin University (ELICOS)
POLYTECHNIC WEST
■ City Beach
Hyogo Cultural Centre
Japanese School in Perth
The Weekend Japanese School
■ Claremont
Methodist Ladies College
Sado Restaurant
■ Crawley
University of Western Australia
 (Asian Studies)

■ East Perth
Chanterelle at Jessica's
Hyatt Hotel
Perth Ambassador Hotel
■ East Victoria Park
Senoji Japanese Restaurant
Restaurant Ninniku Jip
■ Fremantle 
Fremantle Library
Fremantle Tourist Information
Oceans Restaurant
Taka's Kitchen
■ Innaloo 
Sasuke Take Away Food
■ Joondalup 
Joondalup Library
■ Leederville 
LUNA Cinema
■ Mandurah 
Mandurah Library
■ Morley 
Sushi - Don
■ Mt Lawley
YUZU KAITEN SUSHI
ZAKKA BOX
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日本人男性急募 !

謝礼金 80 ドルを進呈

マーケット・リサーチ会社が研究ディス

カッションに参加してくださる日本人男性

を募集しています。臨床治験 / リサーチに

ついて話し合っていただき、時間は約 1 時

間を予定しています。ディスカッションへ

の参加者は約 10 名です。

開催場所はシドニー CBD( 詳しい住所は参

加希望者に追って連絡いたします )、時間

は平日の夕方を予定。ディスカッションへ

の参加には以下の条件を満たしていること

が必要です。

・18~55 歳の日本人男性

・オーストラリア在住 10 年以内

・ディスカッションに参加できる程度の適

切な英会話力

興味をお持ちの方はダイバーズ・コミュニ

ケーションのリエン・ヴァン (Lien Van) ☎

02 9708 1819、またはチャーリー・タノス

(Charlie Tannous) ☎ 02 9708 0477 までお電

話ください。

********************************************************

美容師募集

CITY、チャイナタウンの Japanese Hairsa-

lon Takeshi&Team では、美容師を募集中。

スタッフは全員フレンドリーで、楽しいサ

ロンです。是非、ご連絡下さい。

hairsalontakeshi@ yahoo.co.jp

住 所 : City mark level1 shop F1A, 683-689 

George St 

担当 : 塩崎 / ☎ 0431 769 521

********************************************************

ヘアスタイリスト募集

国際的な美容師を目指しているヘアスタイ

リストさん募集 !! ローカルのお店で働きた

いと思っている方、まずはうちのお店で世

界に通用するスタイリストを一緒に目指し

ませんか ?　英語で対応出来る方、長期働

ける方優遇。パートタイムだけでも可。経

験者のみ。

☎ 02 9904 3336 担当 Takumi 。

********************************************************

ニュートラルベイ Kai Sydney レストラン

スタッフ大募集

Kai Sydney レストランではキッチン、ホー

ルスタッフを大募集中。一緒に楽しいお店

を作りましょう。☎ 0437 272 401

Mail:kakinuma@iinet.net.au　かきぬままで

月〜土無料英会話２時間と聖書 30 分

www.freeenglishclasses.org City クラス

パース日本語キリスト教会　冠婚葬祭も

日曜集会午後 1:00 〜　どなたでもどうぞ

☎ 0413-243-065 ／ 9448-8755　ヤング迄

********************************************************

ＴＯＹＯＫＯ’Ｓ　Hair in Carlisle

☎ 0448-610-963    tadatoyo@gmail.com

カット、カラー、パーマ、縮毛矯正、

ヘアーセット、着付けなど、出張も可能

なのでお気軽にお問合せ下さい。

********************************************************

女声合唱団 ミルキィーウェイ

メンバー募集中です。思いっきり歌って

日頃のストレスを吹き飛ばしてみません

か？ 楽しいティータイムもあります。

場所 :101 Kimbery St West Leederville

(Church) 時間 : 毎週金曜日 11:00 〜 13:00

連絡先：☎ 0401 328 965 初心者大歓迎！

********************************************************

パースのパソコン相談所＊日本語で対応

http://perth-pc.com/　℡ 0430-115-911

電話、メールでお問い合わせください。

********************************************************

梅村学園中京大学 OB 会会員募集

梅村学園関連の中学、高校、大学出身で

学生、ワーホリ、仕事、永住の在豪の方

々ご連絡下さい。

teruhito.hirahara@dbschenker.com

********************************************************

日本式針治療、 補完治療、耳の針治療。

東洋はり医学会（中央支部）会員。

一般開業医として 40 年の経験あり。

Acupuncture Subiaco

イアン・マクドナルド

M.B.Ch.B.,Dip.Obst

☎ 0487-449-422, 379 Bagot Rd, Subiaco

docmdonald@bigpond.com

www.acupunctureclinicsubiaco.com

********************************************************

Canning Vale にある家のお掃除をして頂

ける方を探しています。詳細は携帯へお

電話かテキストメッセージでお願いしま

す。☎ 0412-363-660 (Yuki)

********************************************************

オーストラリア・シドニー発

TEL : 02-9909-0111  FAX : 02-9909-0888

info@wjenta.com

www.wjenta.com

スタッフ募集！
３か月から６か月間フルタイムで働ける

ホールスタッフ及びキッチンハンド。

パートタイムも常時募集しています。

祭レストラン　☎（08） 9322-7737

松島、吉田まで☎ 0411-881-715 

*****************************************************

シェフ（和食経験者）、キッチンハンド、

フロア担当を求めています。お気軽に。

SADO ISLAND RESTAURANT

Claremont  ☎ 0417-988-064 野村まで

********************************************************

キッチンハンド募集！長期働ける方、永

住者優遇。Innaloo の Bunnings 向かい。

Sasuke Japanese Takeaway ☎ 9445-7831

********************************************************

直ジャパニーズレストラン
117 Murray St. Perth

キッチンスタッフ募集

ワーキングホリデーの方は、長期（6 か月） 

働ける方、しっかりした調理経験のある

方。永住者は未経験も考慮します。

電話連絡の上、履歴書をお持ちください。

担当：たかよ　電話：9325-2090

********************************************************

元気なスタッフ募集。

Yokine の Dogswamp Shopping Centre 内

和食テイクアウェー「Aoi Japan」。

ワーホリ、学生、長期（３か月以上）働

ける方大歓迎。永住者優遇。☎ 9242-1995。

電話連絡の後、詳細、面談。

ランチタイム・スタッフ募集

（月〜金、朝〜昼すぎ）

☎ 044-880-3332 わさび (Woodside)

********************************************************

JUNPACIFIC CORPORATION

職種：エリアドライバー

応募資格：社会人経験があり責任を持っ

て業務に携われる方、永住権保持者、

要運転免許。

勤務地：10A Karratha St Welshpool WA

E-mail kazuhiro_fukuda@junpacific.com

TEL (08)9356-9777　担当：福田

********************************************************

スタッフ募集。シティの NEW アジアン

テイクアウト。まずは TEXT(SMS) にて、

Toshi 0416-372-541 まで。

ENGLISH LESSONS 英会話クラス

37 Barrack Street, PERTH

☎ 0407-426-628　 スピーキングとヒア

リング中心で少人数制クラス。教師は皆、

経験豊かなネイティブ。90 分＄20。

特殊コース（発音、IELTS、FCE、家庭訪問

レッスン）可能。無料体験レッスン実施。

********************************************************

英語家庭教師　日本パースでの経験豊富

日常英語　英検対策します

その他の教科相談可　☎ 0412-852-972

日本人オーナーの一軒家。家具付。賃料

はご相談に応じます。連絡先：Reginald 

Dawson　☎（08）9409-4534

求　人

LASSIFIEDS クラシファイドC

教えます

その他

貸します

NSW 州　求人
＜ JENTA	Sydney より＞
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Searching for an ideal office site: 
Tokushima Prefecture’s village 
revival project utilizing ICT

In Tokushima Prefecture, 35.5% of the villages 
claim that more than half of their population is 
aged 65 or over, which is 2.3 times the national 
average.

The examples of the impacts of the aging 
of society are: difficulties in accomplishing 
activities together in the community, people 
forced to leave through lack of work in the 
area, increase of vacant houses. On the other 
hand, to overcome these issues, there are new 
movements to re-evaluate a village’s resources. 

One approach is to utilize ICT (Information 
and Communication Technology) to attract 
information and communications companies 
in the Tokyo Metropolitan area to set up 
satellite offices in Tokushima. The Prefecture 
made a choice to spread fiber-optic cables all 
around the prefecture, since it was cheaper than 
constructing a new antenna for digital terrestrial 
broadcasting. As a result a hi-speed Internet 
environment, faster than that of Tokyo, now 
exists even in the mountainous areas. 

In 2010, a Tokyo-based IT firm launched 
a satellite office in the town of Kamiyama, 
located about 30 kilometers west of Tokushima 
City. Inside the 70-year-old office, where the 
development environment is the same as that of 
the Tokyo office, workers uses TV phones and 
Twitter for communication. 

The rich natural resources such as crisp clean 

Local Municipalities’ 
“Antenna Shops” Becoming 
Diversified and Boom in Local 
“Yurukyara ”

Local municipalities’ “antenna shops” 
becoming diversified

Local municipalities’ “antenna shops” sell 
their specialty products and provide a variety 
of information on tourism and products. 
Antenna shops are getting popular as you 
can buy genuine local products and in shops 
with a restaurant, you can enjoy local dishes 
u s i n g  l o c a l 
i ng re d i en t s . 
A c c o r d i n g 
to  the  Japan 
C e n t e r  f o r 
R e g i o n a l 
Development, 
wh ich  he lps 
antenna shops, 
t h e  n u m b e r 
o f  a n t e n n a 
shops has been 
i n c r e a s i n g 
year after year, 
r e a c h i n g  a 
record 53 shops 
in FY2011.

Photo: “Hikonyan,” local mascot of Hikone City,
Shiga Prefecture 

“Murakara Machikara Kan” in the Yurakucho 
Kotsu Kaikan has 12 specialty-product shops 
from all over Japan --- Hokkaido, Nagano, 
Shizuoka, Toyama, Shiga, Osaka, Hyogo, 
Toyooka, Wakayama, Tokushima/Kagawa, and 
Hakata --- and is crowded with people every 
day. Antenna shops have become diversified: 
the convenience store-type: those of Tokushima 
and Saitama Prefectures occupy corners 
of convenience stores; the collaboration-
type: Tokushima/Kagawa Tomony-Ichiba --- 
Furusato Bussan Kan, which sells products of 
the two prefectures, and a joint antenna shop of 
the “friendship cities” of Tama City and Fujimi 
Town in Nagano Prefecture; the stay-and-
eat type; Hokkaido and Miyagi Prefectures; 
and another antenna shop that features a 
very popular Italian restaurant in Yamagata 
Prefecture is getting people’s attention. 
“Mahoroba Kan” of Nara Prefecture is putting 
a lot of effort into cultural lectures and events; 
its study course on Nara and sermons by 
Buddhist monks are enjoying popularity. 
In addition to providing consultations and 
information about employment for those who 
are returning to or newly coming to Niigata 
Prefecture, in November 2011 “N’SPACE” of 
the prefecture introduced job-finding functions 
to provide help-wanted information from the 
prefecture for people in other prefectures, the 
first attempt of its kind in Japan.

Boom in Local “Yurukyara (loose costumed 
characters)”

Triggered by the explosive popularity in 
2007 of “Hikonyan,” the local mascot of 
Hikone City, Shiga Prefecture, other local 
municipalities started to make their own 
“Yurukyara,” which are now indispensable 
for their events or publicizing their specialty 
products. Yurukyara are attractive, it is said, 

Watch Japan NowWatch Japan Now
January 30, 2012February 17, 2012 because they are rough around the edge and 

have a funny taste, giving you a sense of 
weakness, comfort, relaxation and affinity. 
They are so widely recognized and popular 
now that a Yurukyara summit and a Yurukyara 
Grand Prix have been held. At the Grand Prix 
held in November last year, the PR character of 
Kumamoto Prefecture, “Kumamon,” won the 
crown of victory. Kumamon goods are selling 
so well that it is anticipated that the total yearly 
sales will reach 2.7 billion yen.

Photo: “Kumamon,” local mascot of Kumamoto 
Prefecture 

In Saitama Prefecture, members of the “Yuru 
Tama Cheering Squad,” comprising 78 
characters of its cities, towns and villages, 
headed by “Kobaton,” the prefecture’s 
character, have been busy publicizing their 
municipalities. Aiming at making the city a 
“Mecca of Yurukyara”, Hanyu City in the 
prefecture held in November 2011 a Yurukyara 
summit to get Yurukyara together from all 
over the country and also to provide assistance 
for reconstruction from the Great East Japan 
Earthquake. This Yurukyara get-together was 
the first of its kind in East Japan.

Photo: “Kobaton,” Saitama prefecture’s character 

While there are many Yurukyara which make 
you feel comfortable, “Basaltic Gen-san,” 
the mascot character of Toyooka City, Hyogo 
Prefecture, is conspicuous as “Shibukyara 
(seasoned and refined character).” In January 
this year, “Basaltic Gen-san” greeted about 600 
examinees at 
the entrance 
o f  a  h i g h 
school where 
t h e  u n i f i e d 
U n i v e r s i t y 
Testing Center 
Examination 
was held. He 
g a v e  t h e m 
h i g h - f i v e 
encouragement 
to bring good 
luck to them.

Photo: “Basaltic Gen-san,” mascot character of 
Toyooka City, Hyogo Prefecture 

The local Yurukyara boom seems to be 
unending. Will the local elation triggered by 
Yurukyara and antenna shops lead to that of the 
whole of Japan? We should keep an eye on it.

air, clean water, and magnificent scenery, are 
helping reduce the tiredness of the mind and 
body of the workers and contributes to raising 
that performance. According to the employees’ 
Blog, workers get involved with community 
activities on weekends and contribute to 
revitalizing the town. 

Last September, about 10 business enterprises 
from the Tokyo Metropolitan area participated 
in a demonstration experiment in the 
depopulated areas. The second experiment was 
conducted from October to December. The 
objective was to look into the cost of running 
the office and to ensure information security. 
In mid-December, several companies from the 
capital area participated in the “Satellite office 
experiment tour” to experience one of the best 
broadband networks in Japan.

Establishing this radically new village re-
vitalizing project model is expected to achieve 
the following: Dispatch of information using 
social media to widen the sales of local 
produce and vitalizing tourism, job creation by 
collaboration of local and non-local companies, 
and giving ideas to children and young persons 
in the area by offering business models. 

After the Great East Japan Earthquake and the 
Fukushima Daiichi nuclear accident, there are 
some movements to relocate offices outside 
the metropolitan area to disperse risks and to 
review the working style so that employees can 
spend more time with the family members. 

Will this business model from Tokushima 
become widely accepted by Japanese 
companies? 

(Copyright 2012 Foreign Press Center/Japan)
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ティーガン・チャブ
　2005 年から２年間、JET プログラムの
CIR（国際交流員）として大阪市国際交流課
に勤務。西オーストラリア州パース在住。

Tegan's "Nandeyanen" in Perth Part	78	Tegan	Chubb
第 78 便

ティーガンの
こんなことあってん！！

ティーガン・チャブ

　もう２年前からバルコニーの

家庭菜園で野菜を育てようとし

ている。東向きなので、朝日が

何時間か強く当たって、それか

ら後は夕方までずっと日陰にな

る。だから弱い植物だとすぐ死

んでしまう。今までよくできた

のはチェリートマト、バジル、

ローズマリー、コリアンダーだ

け。それも普通の畑で育てたの

と比べたら半分ぐらいしかとれ

なかった。イチゴ、ニンニク、

レタスだと全然だめだった。頑

張っているけど、野菜をうまく

育てるというのは本当に複雑！

　最初のうちは野菜がまあまあ

うまく育ってたんだけど、最近

の半年ぐらいは全くうまくいか

ない。バルコニーでの特別な栽

培法なんてあまり知らないし、

For the past two years I have been trying 
to raise a vegetable garden on my balcony. 
As it faces east, the plants receive only strong 
sunlight in the morning, then are in shade for 
the rest of the day. So weaker plants have no 

▲ ミミズ箱をチェックして、元気に肥料を作ってくれている様子を見るのが好き！
 I love to check on the worm farm to see how much fertilizer they are 
 making for me!

chance at all. Veggies that 
I have had some success 
with so far include cherry 
tomatoes, basil, rosemary 
and coriander. But even 
these only produce about 
half the amount as those 
grown in an actual garden. 
I haven’t had any luck 
at all with plants such as 
strawberries, garlic and 
le t tuce . I ’m t ry ing my 
hardest, but have realised 
just how complicated it is 
to have a successful veggie 
garden!

Despite doing ok for a 
while, what success I was 
having growing veggies 
seemed to have disappeared 
over the last six months. 
Since I don’t know all that 
much about how to raise 
plants on a balcony, I had 

no idea as to why this was. On doing a bit of 
research, I found out that the most important 
elements are exposure to the sun, and the 
quality of the soil. Since the sunlight shouldn’t 
have changed since I fi rst began, I wondered if 
the problem was the ageing soil?

Although realizing that I had to improve 
the soil, I didn’t really like the wastefulness of 
throwing it out each year and replacing with 
new soil. After all, that’s not what happens 
in forests, and trees continue to still grow. So 
when thinking there must be another way, I 
fi nally realised.

Of course, in the forest there are a lot 
of plants, and a lot of animals. Things that 
the animals eat and dead foliage of plants 
eventually falls to the forest fl oor, where it is 
recycled back into the earth by even smaller 
animals living in the soil. My balcony pots 
don’t employ this process, so although the 
plants are gradually taking all of the nutrients 
from the soil, there is nothing to add them back 
in. I needed earthworms!

Earthworms eat food scraps from the 
kitchen, and while reducing kitchen waste 
they also produce their own waste in the form 
of solids and liquids, which are actually very 
good fertilizer for plants. In this way instead of 
throwing away old soil and replacing it, I can 

simply mix in the fertilizer that the earthworms 
have produced for me, and make it new again! 
So I quickly bought a worm farm, and begun 
working to improve the success of my veggie 
garden.

After looking after the worms for a few 
months, they produced a lot of nutrient-rich 
soil for me. After happily adding this to the 
potplants on my balcony, the plants quickly, 
within just a couple of days, began to grown 
much better! Of course, this is the solution! 
I finally figured out one way to successfully 
grow balcony plants. In this way I can 
continue to grow vegetables without having to 
constantly change the soil.

But Perth summers can be so hot. One 
day when the temperature exceeded 40 
degrees, I found that something terrible had 
happened when I came home from work. 
Quickly checking on the worms, there were 
ants!! Thousands of ants were trespassing 
into the wormfarm. Earthworms don’t cope 
very well in hot weather, so that day they 
had all collected on top of the soil. So the 
worms which usually kept hidden under the 
surface were being easily picked off by the 
ants for their dinner. I was so upset to see this. 
Although some people might say that they are 
just worms, here was all of my hard work over 
the past year or so being decimated in front of 
my eyes.

But I was actually extremely lucky, as the 
massacre had only just started and not that 
many ants had made it inside the wormfarm. 
So I quickly killed the ants outside of the farm, 
and shook it to scare the rest out. Then washing 
away all traces of ants from the balcony, I had 
won the war… But just to be safe, I also kept 
the worms inside for a few days to give them a 
chance to recover. Of course earthworms don’t 
take these things as seriously as humans, so it 
wasn’t so much for their benefi t but my own!

I have now returned them to their outside 
home, and plan to be more careful and keep 
them inside on days forecast to exceed 40 
degrees. For the moment they continue to 
make more fertilizer for me outside.

So I’ll continue to feed my kitchen waste 
to the worms, and do my best to grow more 
veggies on my balcony! If anyone has any 
further advice on what I can do to improve, 
please let me know!

I’m inviting comment from readers of JA 
NEWS to let me know directly what you think. 
You can contact me on teganjanews@gmail.
com. I look forward to hearing from you!

 

何でうまく育たないのかさっぱり分からな

かった。それで少し勉強していたら、太陽

と土が一番大事だと分かった。バルコニー

菜園を始めたころから太陽は変わっていな

いはずだから、土がもう古くなったのかな？

　だから土を良くしないと…とは思うけど、

毎年古い土を捨てて新しいのを買うなんて

もったいない気がする。森とかでは土の入

れ替えなんてもちろんしないのに木が伸び

るし、何か他の方法あるんじゃないか？と

考えたら、やっと分かった。

　もちろん、森の中だとたくさんの植物が

あり、たくさんの動物もいる。そして動物

が食べたものや枯れた植物がいつかは地面

に落ちて、それを土の中にいる小さい動物

たちが食べることで、土が良くなる。バル

コニーのプランターでは植物がだんだんと

土から栄養を取るけど、元の良い土に戻し

てくれる動物たちがいない。ミミズが必要

だった！

　ミミズを飼って、台所の生ごみを捨てず

にミミズの餌にすれば、ゴミを減らせると

同時にミミズの排泄（はいせつ）物が植物

にとって良い肥料になる。わざわざ新しい

土を買って古くなった土と入れ替えなく

ても、このミミズが作ってくれる最良の肥

料と混ぜるだけで、古い土が新しくなる！

そこで早速ミミズ箱を買って、土を良くす

るプロジェクトを始めた。

　何カ月かお世話したら、ミミズがたくさ

ん肥料を作ってくれた。嬉（うれ）しくて

バルコニーのプランターに入れたら、植物

がすぐに、本当に数日ぐらいで元気を出し

た！　そうだ、これだ！　家庭菜園を成功

させる方法の一つがやっと分かった。これ

で野菜たちに、何年経（た）っても同じ土

で元気に育ってもらえる。

　しかし、パースの夏はすごく暑い。気温

が 40 度を超えたある日、職場から帰った

ら大変なことが起こっていた。バルコニー

でミミズ箱の様子を見たら、何千匹もの蟻

（あり）がいた！！　実は、ミミズは極度

の暑さが苦手で、猛暑のこの日は土の上に

上がっていた。そしていつもは土の中に隠

れているミミズたちが、あっけなくアリの

夕食になっていた。もうこれを見て本当に

ショックを受けた。ただのミミズだと言う

人もいるかもしれないけど、ミミズのおか

げで良い土ができるのが嬉しくて今まで毎

日お世話してきた私の苦労が、台無しにな

るところだった。

　ラッキーだったのはミミズの大虐殺が始

まったばかりだったので、まだそんなにた

くさんの蟻はミミズ箱の中に入っていな

かった。だから急いでミミズ箱の周りの蟻

を殺して、中にいた蟻たちも逃げ出すよう

にミミズ箱を揺らした。それからホースで

水をかけてバルコニーをきれいに洗い、蟻

の臭いが完全に消えて、蟻との戦争に勝っ

た…。といっても、それで大丈夫なのか心

配だったので、何日間も家の中に入れてか

わいそうなミミズたちのリハビリをした。

もちろんミミズは今度のようなことを人間

ほど深刻には考えないみたいだから、ミミ

ズたちのためだといっても本当は私のため

だったかな！

　最近はまたミミズ箱を外に出したけど、

これからまた 40 度を超えるという予報が

出た日には、気をつけて中に入れようと思

う。ミミズたちは、とりあえずは外で肥料

をたくさん作ってくれている。

　このまま頑張って、生ごみをミミズに

やって、もっともっと元気な植物を育てよ

う！　他にアドバイスがある人がいたら、

ぜひ教えてください！ 

　 こ の 欄 へ の 感 想 な ど、 読 者 の 方 か ら

ティーガンへのメッセージを募集していま

す。teganjanews@gmail.com までメールをお

送りください。日本語でも英語でも OK で

す。ご感想を楽しみにしております！
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ど
幾
多
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
、
こ
の
会
社

に
も
た
ら
し
た
作
曲
家
・
東
辰
三
（
あ

ず
ま
た
つ
ぞ
う
）
氏
の
息
子
さ
ん
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
大
恩
人
の
子
息

だ
と
三
顧
の
礼
を
も
っ
て
迎
え
入
れ

た
。
こ
の
時
ま
で
、
山
上
さ
ん
自
身

は
父
親
の
こ
と
を
話
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
親
の
七
光
を
嫌
う
、
真

摯
（
し
ん
し
）
な
詩
人
だ
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
彼
は
、
石
坂
さ
ん
に
東
芝
専

属
の
座
を
譲
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
さ
て
、
病
弱
で
物
静
か
な
永
遠
の

文
学
青
年
た
る
山
上
さ
ん
は
、
お
酒

が
か
ら
む
作
品
に
傑
作
が
多
い
。
例

え
ば
梓
み
ち
よ
の
「
二
人
で
お
酒

を
」、
江
利
チ
エ
ミ
の
「
酒
場
に
て
」

…
。
い
ず
れ
も
名
曲
の
誉
れ
高
い
が
、

本
人
は
ほ
と
ん
ど
お
酒
を
嗜
（
た
し

な
）
ま
ず
、
ビ
ー
ル
に
ほ
ん
の
口
を

つ
け
る
程
度
だ
と
い
う
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

蒲
生 

輝
（
が
も
う
・
て
る
）

　
１
９
４
４
年 

長
野
県
生
ま
れ
。
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
。

政
治
、
比
較
文
化
、
歴
史
、
旅
行
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
こ
れ
ま
で
に
16
冊
の

著
書
が
あ
る
。
現
在
、
千
葉
日
報
に
文

化
時
評
コ
ラ
ム
を
連
載
中
。

Columnist and freelance writer Teru GAMO has 
published 16 books in such varied genres as politics, 
comparative culture, history and travel. He currently 
contributes a culture and current affairs column to a 
daily newspaper, Chiba Nippo.

　
世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
「
夜

明
け
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
」
を
作
曲
し
た

の
は
い
ず
み
た
く
さ
ん
。

　
１
９
５
０
年
代
、
芥
川
也
寸
志
氏

に
師
事
し
た
後
、
Ｃ
Ｍ
音
楽
制
作
工

房
を
経
て
、
日
本
を
代
表
す
る
作
曲

家
と
し
て
活
躍
、
１
９
９
２
年
に
惜

し
ま
れ
つ
つ
他
界
し
た
。

　
夜
明
け
…
を
作
曲
し
た
１
９
６
９

年
に
は
、
佐
良
直
美
が
歌
っ
た
「
い

い
じ
ゃ
な
い
の
幸
せ
な
ら
ば
」
で
日

本
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
受
賞
、
黄
金
期

を
迎
え
た
。

　
ヒ
ッ
ト
曲
は
夜
空
の
星
ほ
ど
あ
る

が
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

（
坂
本
九
、
以
下
い
ず
れ
も
当
初
の

歌
唱
者
）、「
夜
明
け
の
う
た
」（
岸
洋

子
）
な
ど
が
特
に
印
象
深
い
。
特
筆

す
べ
き
は
、
彼
が
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
隆
盛
の
た
め
に
、
大
い
な
る
貢

献
を
し
た
こ
と
。
い
ず
み
な
く
し
て
、

日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
育
た
な

か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
さ
て
、夜
明
け
…
が
再
ヒ
ッ

ト
し
た
き
っ
か
け
は
、
ア
メ
リ
カ
の

人
気
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
ピ
ン

ク
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
」
の
リ
ー
ダ
ー

が
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
中
古
レ
コ
ー
ド

店
で
、
偶
然
に
由
紀
さ
お
り
の
ド
ー

ナ
ツ
版
「
夜
明
け
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
」

を
見
つ
け
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
写
真
に

魅
せ
ら
れ
て
購
入
し
、
試
し
に
聴
い

て
み
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
そ
し
て
両
者
が
組
ん
で
ニ
ュ
ー
ア

ル
バ
ム
「
１
９
６
９
」
を
リ
リ
ー
ス

し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
に

は
、
夜
明
け
…
の
ほ
か
「
ブ
ル
ー
・

ラ
イ
ト
・
ヨ
コ
ハ
マ
」、
前
述
の
「
い

い
じ
ゃ
な
い
の
幸
せ
な
ら
ば
」、
黛

ジ
ュ
ン
が
歌
っ
た
「
夕
月
」
な
ど
、

タ
イ
ト
ル
年
前
後
に
ヒ
ッ
ト
し
た
内

外
の
曲
を
、
再
ア
レ
ン
ジ
し
て
収
録
。

ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ
全
米
ジ
ャ
ズ
チ
ャ
ー

ト
で
１
位
を
獲
得
し
た
ほ
か
、
世
界

各
地
で
ヒ
ッ
ト
し
た
。

　
こ
の
１
９
６
９
年
と
い
う
年
は
昭

和
44
年
、
年
初
に
東
大
安
田
講
堂
の

封
鎖
が
解
除
さ
れ
る
な
ど
、
学
生
運

動
が
下
火
に
な
り
、
ま
た
� 

い
ざ
な

ぎ
景
気 

�
も
、
終
焉
（
し
ゅ
う
え
ん
）

を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
世
界
的
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
11
号
宇
宙
飛
行

士
が
、
人
類
初
の
月
面
着
陸
を
果
た

し
た
。
翌
年
に
大
阪
万
博
を
控
え
、

人
々
の
暮
ら
し
が
上
向
き
、
ま
ず
は

明
る
い
世
相
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。

　
た
だ
、
い
い
じ
ゃ
な
い
の
…
の
歌

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
や
や
退
廃

的
な
ム
ー
ド
も
漂
っ
て
い
た
。

　
さ
て
１
９
６
９
で
、
も
う
ひ
と
つ

象
徴
的
な
の
は
、
私
見
で
戦
後
日
本

の
三
大
歌
謡
作
曲
家
た
る
、
い
ず
み

た
く
、
三
木
た
か
し
、
筒
美
京
平
が

揃
（
そ
ろ
）
い
踏
み
し
て
い
る
こ
と
。

大
衆
音
楽
の
当
た
り
年
だ
っ
た
よ
う

に
も
思
う
。

　
三
木
さ
ん
に
は
何
回
か
お
会
い
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
テ
レ
サ
・
テ
ン

の
ヒ
ッ
ト
曲
の
ほ
と
ん
ど
を
手
が
け

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
彼
は
、
言
葉

少
な
い
寡
黙
な
人
で
あ
っ
た
。
い
ず

み
さ
ん
同
様
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
作

曲
に
熱
心
で
「
劇
団
四
季
」
の
ス
テ
ー

ジ
を
多
く
担
当
し
て
い
る
。

山
上
路
夫
、
下
戸
ゆ
え
か
酒
に

ま
つ
わ
る
名
曲

　
こ
こ
で
、
視
点
を
作
詞
者
に
向
け

て
み
た
い
。

　
夜
明
け
の
…
の
作
者
は
山
上
路
夫

さ
ん
。
昨
年
の
日
本
作
詩
大
賞
に
お

い
て
「
い
く
た
び
の
櫻
（
さ
く
ら
）」

（
ふ
く
い
舞
）
で
大
賞
を
受
賞
。
お

ん
年
75
歳
の
大
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

　
１
９
５
０
年
代
か
ら
活
躍
し
始
め
、

ヒ
ッ
ト
曲
は
キ
ラ
星
の
ご
と
く
。
小

柳
ル
ミ
子
が
歌
っ
て
国
民
的
ソ
ン
グ

と
な
っ
た
「
瀬
戸
の
花
嫁
」、
レ
コ
ー

ド
大
賞
を
受
賞
の
「
世
界
は
二
人
の

た
め
に
」（
佐
良
直
美
）、「
私
鉄
沿
線
」

（
野
口
五
郎
）、「
学
生
街
の
喫
茶
店
」

（
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｏ
）、
サ
ー
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
フ

ラ
ン
ス
大
会
の
応
援
曲
「
翼
を
く
だ

さ
い
」（
赤
い
鳥
）
も
彼
の
作
。

　
作
風
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
満
ち

た
純
粋
詩
系
で
、
人
情
の
機
微
を
う

が
ち
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
賛

歌
を
静
か
に
謳
（
う
た
）
い
あ
げ
て

い
る
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
作
家
な
の
に
、
顔
も

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
、
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
。
人
見
知
り
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
が
、
人
前
に
出
る
こ
と

を
極
力
避
け
、
裏
方
に
徹
し
て
き
た

孤
高
の
人
。

　
そ
の
山
上
さ
ん
に
つ
い
て
、
20
年

ほ
ど
前
に
同
人
誌
仲
間
で
親
交
の
深

か
っ
た
作
詞
家
・
石
坂
ま
さ
を
氏
に

じ
っ
く
り
と
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
山
上
さ
ん
の
作
詞
家
と
し
て
の
出

発
は
、
雑
誌
「
平
凡
」
の
松
尾
和
子

の
歌
懸
賞
募
集
で
入
選
し
た
こ
と
。

そ
の
実
力
を
認
め
ら
れ
ビ
ク
タ
ー
や

東
芝
レ
コ
ー
ド
か
ら
専
属
作
詞
家
と

し
て
招
聘
（
し
ょ
う
へ
い
）
さ
れ
た
。

当
時
は
専
属
の
時
代
だ
っ
た
。

　
ビ
ク
タ
ー
は
、
山
上
さ
ん
が
「
港

が
見
え
る
丘
」「
君
待
て
ど
も
」
な

［A regular feature by Teru GAMO　　English adaption by Leonie Stickland］

lyricists. The lyrics for ‘Melody for a New 
Dawn’ were written by Michio Yamagami, 
a great veteran composer who at the age of 
75 won the grand prix at last year’s Japan 
Lyrics Awards for ‘Ikutabi no sakura (Cherry 
Blossoms Many Times),’ sung by Mai Fukui.

His career began in the 1950s, and he 
can boast a galaxy of hits, having penned 
the lyrics for such numbers as ‘Seto no 
hanayome (The Seto [Inland Sea] Bride),’ 
sung by Rumiko Koyanagi, which became 
almost a national song, Sagara Naomi’s 
rendition of ‘Sekai wa futari no tame ni (The 
World is for the Two of Us),’ which bagged 
the Grand Prix at the Japan Record Awards, 
Gorō Noguchi’s ‘Shitetsu ensen (Along the 
Private Railway Line),’ GARO’s ‘Gakuseigai 
no kissaten (Cafe in the Student Quarter),’ 
and ‘Tsubasa o kudasai (Give Me Wings),’ 
performed by Akai Tori, which was the cheer 
song for the Japanese soccer team at the 
FIFA World Cup in France.

Yamagami’s lyrics are pure poetry, 
brimming with humanism, capturing the 
subtleties of human nature, and quietly 
singing a hymn of praise to all living 
creatures. Yet in spite of his scale as a 
lyricist, his face and biographical details are 
little-known. It is not that he is shy, but he 
is one who maintains his isolation, avoiding 
appearing in public at all costs, and working 
always behind the scenes.

I heard a lot about Yamagami from the 
lyricist Masao Ishizaka, with whom I had 
a close friendship some 20 years ago when 
we collaborated on a coterie magazine. 
Yamagami made his debut as a lyricist when 
winning a song prize contest run by Kazuko 
Matsuo in Heibon magazine. His talent being 
recognised, he was invited by Victor and 
Toshiba Records to be their in-house lyricist, 
as that was the heyday of exclusive contracts.

Victor welcomed him with special 
confidence when they found out that 
Yamagami was the son of Tatsuzō Azuma, a 
composer to whom they were very grateful 
for having provided the company with 
numerous hits, including ‘Minato ga mieru 
oka (The Hill with a View of the Harbour)’ 
and ‘Kimi matedomo (Though I Waited for 
You).’ Until then, Yamagami himself had not 
divulged that Azuma was his father, as he 
was a sincere poet who hated capitalising on 
his parent’s renown. He then relinquished to 
Ishizaka the position of in-house lyricist at 
Toshiba.

Though being of sickly constitution, and 
the very model of an eternal literary youth, 
Yamagami counts many masterpieces among 
his works to do with alcohol, including 
Michiyo Azusa’s ‘Futari de o-sake o 
([Drinking] Saké, Just the Two of Us )’ and 
Chiemi Eri’s ‘Sakaba nite (At a Drinking 
Place).’ All are glorious, well-loved songs, 
but Yamagami himself is almost teetotal, 
apparently only indulging in a mere sip of 
beer.

This month’s focus is upon Taku Izumi, 
composer of the worldwide hit song ‘Yoake 
no scat (Melody for a New Dawn).’ After 
having studied under Yasushi Akutagawa in 
the 1950s and worked at an advertising jingle 
production workshop, Izumi was active as a 
composer worthy of Japan’s pride, until his 
much-lamented death in 1992.

The year 1969, when he penned that song, 
marked the start of a golden age for Izumi, 
as his composition ‘Ii ja nai no, shiawase 
naraba (It’s okay, isn’t it, as long as [you are] 
happy?),’ sung by Naomi Sagara, won the 
Japan Record Award.

His hit tunes were as numerous as the 
stars in the night sky, but ones such as Kyū 
Sakamoto’s rendition of ‘Miagete goran 
yoru no hoshi o (Look up at the night stars)’ 
and Yōko Kishi’s ‘Yoake no uta (Song of 
the Dawn)’ were particularly impressive. 
What must be especially noted is his great 
contribution to the flourishing of Japanese 
musical theatre, to the extent that it would 
be no exaggeration to say that without Taku 
Izumi, the Japanese musical probably would 
not have developed. The impetus behind 
the revival hit of ‘Melody for a New Dawn’ 
began with the leader of ‘Pink Martini,’ a 
popular American jazz orchestra, having 
happened to discover a 45 rpm record of it 
sung by Saori Yuki, in a second-hand record 
shop in Portland. Attracted by the photograph 
on the record jacket, he bought it and had a 
listen.

The pair worked together and released 
a new album, entitled ‘1969.’ Apart from 
‘Melody for a New Dawn,’ the album 
included new arrangements of various 
Japanese and foreign numbers that had been 
hits around the year of the title, such as ‘Blue 
Light Yokohama,’ the above-mentioned ‘Ii 
ja nai no, shiawase naraba,’ and ‘Yūzuki 
(Evening Moon),’ which had been sung by 
Jun Mayuzumi. As well as hitting Number 1 
on the iTunes all-American jazz chart, it was 
a hit all over the world.

1969 was the year in which the heat 
went out of the student movement with 
the dissolution of the blockade of Tokyo 
University’s Yasuda Auditorium in January, 
and the slow demise of the so-called ‘Izanagi 
Economic Boom.’ In global terms, the 
American Apollo 11 astronauts accomplished 
the first human moon landing, and the 
following year, with Expo ‘70 about to open 
in Osaka, people’s lifestyles were improving, 
and I remember the social conditions as being 
quite bright, though there was something of 
a decadent mood, as symbolised by the ‘Ii ja 
nai no..?’ song.

Something else symbolic of 1969 was 
that Taku Izumi, Takashi Miki and Kyōhei 
Tsutsumi, who in my opinion deserve the 
title of the three greatest composers of 
popular songs in post-war Japan, made their 
appearance in unison. It also seemed to me to 
be a superb year for music with mass appeal.

I have met Miki a few times. Known 
also for having worked on almost all of 
Teresa Teng’s hit songs, he was a shy fellow 
of few words. Like Izumi, he has been an 
enthusiastic composer for musical theatre, 
and has taken charge of numerous stage 
productions by Shiki Theatre Company.

Michio Yamagami’s songs about saké, all 
the more renowned as he’s a non-drinker?

Now, I would like to direct my focus at 
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News Photos from JAPAN

❶ OSHU
'Sominsai' festival in Iwate 
Pref.
Men wearing traditional underwear try to snatch 
a bag containing amulets during ''Sominsai'' -- a 
festival for good harvests and health -- in Oshu, 
Iwate Prefecture, northeastern Japan, in the 
early hours of Jan. 30, 2012.

❷ OSAKA
267-kilogram chocolate ring
A 267-kilogram ''finger ring'' made by chocolate 
and candy is completed in Osaka on Feb. 11, 
2012, and was recognized as the world's largest 
by the Guinness World Records. The work is an 
event prior to the Valentine's Day on Feb. 14, 
which is regarded in Japan as a day for women 
to give chocolate to men.

❸ YOKOTE
Kamakura Festival to be held 
in Akita
Children are pictured in one of more than 100 
igloo-like snow huts called ''kamakura'' in Yokote, 
Akita Prefecture, on Feb. 14, 2012, one day 
before the two-day Kamakura Festival begins. 
The local children served tourists roasted rice 
cakes and ''amazake,'' a sweet drink made from 
rice.

❹ KYOTO
Geiko in Kyoto prepare for 
spring performance
Geiko including young apprentices called maiko 
attend a photo shoot in Kyoto on Feb. 15, 2012. 
They had a fitting session the same day for 
their upcoming ''Kitano Odori'' (Kitano Dance) 
performances from March 25 to April 7, 2012. 

Source : Kyodo News
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